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Ⅰ.巻 頭 言

当所が創設されてからすでに 27年の歳月が経過した. この間に所員各位の

努力によって数多くの研究業績があげられ, その中には関係学会から賞を受け

たものも少なくないが,今年は集団遺伝部長木村資生博士の業績に対し,文化

勲章が贈られるという創設以来最高の栄誉に飾られた. 同博士はわが国におけ

る集団遺伝学のバイオニヤとして,かねてから数々のすぐれた業歳を挙げて来

られたが,分子遺伝学上の知見を基礎に進化における中立説を提唱し,これが

世界的にも, 国内的にも高く評価されて,この栄誉を受けられるに至ったこと

は蔵に慶賀のいたりにたえない.

研究の上で顕著な業績を挙げることは決して容易なことではないが, 国が多

額の経費を投入して当所を設置している意義を深く認識して,所員各位が一層

研究に精進され,今後第二,第三の文化勲章受賞者が輩出することを,この機

会に改めて要望しておきたい.

遺伝学の分野は,生物学の中心領域で,その発展のテンポの速さには目を見

はるものがある.中でも最近分子生物学的手法の発展に伴って ｢異種DNA分

子の組換え｣が技術的に可能になってきたことは, この学問の発展上誠に意義

深いものがある.異種の生物の遺伝子を組合わせてすぐれた生物を作成したい

という考えは遺伝学以前からの課題であり,遺伝学誕生の動機となったものと

考えられるが,遺伝学は生誕 75年にしてこのような技術を可能にするところ

まで進歩をとげたわけである.

この技術の実用面-の応用について大きな展望が開けていることは言うまで

もないが,私はむしろ純粋な遺伝学上-の応用に注目したい.例えば高等生物

の遺伝子を大腸菌のプラスミッドに結合してクローン化し,それぞれの遺伝子

の作用機構を詳細に研究する方法が考えられる. このことは近い将来遺伝学の

研究方法に革命をもたらす可能性をも含んでいる. そうなるまでには,さまざ

まな問題の解決が必要と考えられるが,前途に新しい展望が開けつつあること

を充分に認識して置きたいものである.

本年度当所では国際的な行事が二つ催された. 一つは谷口シソポジア ｢分子

進化｣で,集団遺伝部長木村資生博士を中心に組織されたもの,もう一つは｢東

南アジア環境変異原研修会｣で変異遺伝部長賀田恒夫博士が主体となって運営

にあたった.前著は先進国からすぐれた学者を集めて議論を主体に学問水準の

向上を目指し,後者は発展途上諸国が手をたずさえて,人類の共通の課題であ
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る環境問題に取組んで行くための戦術を勉強した.それぞれ将来に向って意義

ある催しであったと思う.

国内的には春の研究所公開,秋の公開講演会と例年の通りの催しを持った.

研究所公開は相変らず盛況を極めたし,公開講演会は微生物遺伝部鈴木秀穂室

長: べん毛形成の調節,生理遺伝部大島長造部長: 昆虫の体内時計の二題で,

来聴者一同学問の面白さを十分に楽しんだ.

予算 ･施設面では隣接地である東中学校跡地の買収契約が三島市との間に成

立し, 開所以来 27年目でようやく当初予定された敷地面積全部を確保するこ

とができた. ここには遺伝実験生物保存研究施設の建物が設置される予定であ

る.また低レベル RI突放室改装工事も年度内には完了予定で,明年度からは
トレーサーを用いる研究が便利になるものと期待される.

(D 転 i,T,入神



Il. 研 究 室 一 覧 (昭和 51年 12月 31日現在)
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研 究 課 題

Ill.研 究 課 題

課 題 1研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

栽培イネの起原と分化

ネズミ棟の種の分化と染色体

ネズミ類における細胞抗原分化の免疫遺伝学的研究

染色体進化の基礎理論

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ塀の遺伝ならびに実験動物化に関する研
究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

植物における突然変異の誘起と遺伝子分析

細胞培養法による植物の遺伝学的研究

実験用ネズミの遺伝形質の調査

3. 動植物の細胸遺伝学的研究

野生ネズミ塀の細胞遺伝学的研究

姉妹染色分体交換の細胞遺伝学的研究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

アリ規の細胞遺伝学的研究

4. 腫痔の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞癌癌におけるクT=-ソ変化の機構

染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

テラトーマ(奇型瞳)の発症に関する発生遺伝学的研
究

5. 動植物の生理遺伝学的研究

環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究
(環境庁)
(1)動物に対する騒音環境の影響の研究
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(2)闇 評 の植物に対する影響の遺伝学的研究

(3)環境汚染による障害遺伝子の誘発と蓄積過
程の分析

ショウジョウバェの行動遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ塀における血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

7. 放射線及び化学物Xlこよる突蝕変異の研究

放射線および化学物質による微生物突然変異誘起の
分子機構

遺伝傷害の補修に関する酵素的研究

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

枯草菌における DNA修復諸政構

植物の培養細胞における突然変異と細胞分化

トウキPコシおよびアラビドプシスにおける人為突
然変異誘起機構

体細胞突然変異田子の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

マウスにおける放射線および化学物質による突然変
異誘起の研究
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研 究 課 題

微生物による変異原および発癌原の検出

人間環鄭 こおけるポテンシャルミュータゲソに関す
る基礎的研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的突然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける染色体組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

集団構造の数学的研究

自然集団における蛋白多型についての統計遺伝学的
研究

ショウジョウ/(-の自然集団における変異保有機構
の実験的研究

キイロショウジョウバエの自然集団の遺伝的変異の
研究

ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

水田雑草の生態遺伝学的研究

9. 育種の基礎に関する研究

動物集団における遺伝パラメーター推定に関する理
論的研究

ニワトリとその近縁鳥掛 こおける遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

ネズミの行動遺伝学的研究

育種理論の研究

植物育種法の効率に関するモンテ･カルロ実験

天然林の遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの雑種不稔性の遺伝
子分析

イネにおける適応機構の変異
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10. 人類遺伝に関する研究

人塀の諸形質の遺伝学的研究

ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究

ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究

ヒト染色体多型の研究

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

DNA複製化機構に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

細菌べん毛の生合成とその調節に関する分子遺伝学
的研究

温度感受性変異体の系統的分離と同定

微生物の変異性に関する研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNAの構造とRNAが持つ情
報の研究

DNAの一次構造の研究

メッセンジャーRNAの構造と機能の研究

大腸菌RNAポリメラーゼの遺伝学的および酵素化
学的研究

13. 腔腸動物の遺伝学的研究

淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離

ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析

ヒドラ再生機構の遺伝的解析
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人頓第 1

人類第 2
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生化第 2
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研 究 課 題

14. 窒素固定能に関する遺伝学的研究

イネ科植物の窒素固定能に関する遺伝特性の開発

窒素固定能の分子遺伝学的研究

15. 材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ類とその近縁種

アサガオ ･サクラ･その他

ショウジョウバェ類

カイコ
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lV.研 究 の 概 況

A. 形 質 遺 伝 部

形質遺伝部は,人瑛遺伝部長松永英が部長事務取扱いとなっていたところ,第2研究室

長黒田行昭が後任部長として昇格し,9月16日付にて発令された.研究体制としては,第

1研究室長はとりあえず所長田島弥太郎が併任し,第2研究室長は黒田行昭が併任して,

従来通り研究を進めることとなった.

第1研究室では,前年度に引続きカイコを用いた突然変異生成機構に関する研究,ポテン

シャルミュ-タゲソに関する基礎的研究,低線量率放射線の遺伝的効果に関する研究,染色

体組換え事象に関する研究などを進めた.これらの研究課題については トリチュウムによ

る低線量率放射線の問題を除いて,すでにかなり長期間にわたっているので,多数の知見が

えられている.そこで従来の成績と合わせて綜合抄録にまとめる努力を行った.これは

Silkworm,an importantlaboratorytoolなる単行本の中に収録出版される予定である.

また低線量率放射線の遺伝的効果の研究は第3年度に入り,SE-チミジンを放射線源に用い,

0.6rad/日 程度の棲低線量率域における突然変異効果を確認することができた.また前年

後半から内部照射棟が使用可能になったので, トリチュウム水を用いた本実験を開始した.

第2研究室では,昨年に引続き昆虫,晴乳類のほか鳥叛の培養細胞を用いて,発生にお

ける形質分化や遺伝子発現,突然変異の生成機構などの研究を行った.部長黒田は日米医

学協力研究会主催で8月3-5日,日光で開催された日米合同会議に参加して,環境化学

物質による発癌や遺伝病の防護に関する研究推進について討議を行った.また,11月8日～

20日本研究所で開催された化学物質の突然変異性検出法に関する東アジア研修会では,晴

乳類培養細胞を用いた検出法について講義と実習を担当した.

本年度は,昨年度に引続き文部省科学研究費による総合研究 (A)｢培養動物細胞の体細

胞遺伝学的研究｣(代表者 黒田行昭)によって,晴乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変

異の生成機構や形質発現の調節機構についての研究を推進することができたほか,本年度

認められた組合研究 (ち)｢遺伝学関連分野の研究推進計画の検討｣(代表者 黒田行昭)に

よって,｢発生 ･分化における遺伝子作用｣と題するシンポジウムを東京で開催し,この分

野での多くの研究者の参加を得て,白熱した討議を行うことができた.

特別研究生としてほ,第1研究室では農林省蚕糸試験場加藤正雄技官および京都工芸繊

維大学大学院生藤岡 寿の両名を受け入れた.第2研究室では名古屋大学大学院理学研究

科修士課程松谷悦故が4月1日より1カ年,学習院大学理学部化学科助手杉浦桂が7月1

日より4カ月間,高等敷物の培養細胞を用いた細胞分化や突然変異の生成機構についての

研究に参加した.

第1研究室 (田島)

1) 突然変異生成機構に関する研究
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(a) 卵母細胞法により検出された突然変異の特性 (田島･大沼 ･深瀬):当研究室で開

発した鋭敏な化学変異原検出法である卵母細胞法を用いて検出される突然変異のうちモザ

イク突然変異について性状分析を進めた.モザイク変異体から抽出分離した γβについて

ホモ生存9系統,ホモ致死 10系統,ホモ半致死1系統を供試して,生存組と致死組の2

組を作り,それぞれの組内で,総あたり交雑を行い,生存組については赤卵性発現に関し,

致死組については赤卵性発現および致死性発現に関し,相補性の有無を検した.赤卵性発

現に関してはいずれの組み合わせでも例外なく共通性が認められた.致死性については,

ホモ致死群内いずれも共通で,相補性の存在を認められなかった.またホモ生存群の中に

はダイソミックと考えられるものの他に,かなりの割合いでトリソミック系統も存在して

いることが判明した.このようなことから卵母細胞法でえられるモザイク突然変異はその

中のかなりの割合いが染色体異常を持つことが結論された.

(b) 前突然変異損傷回復の試み (田島･鬼丸):カイコの精子細胞に放射線照射を行っ

た場合に誘発される前突然変異損傷は回復の可能性を持つ事実が知られているが,蛋白合

成阻害剤によりその回復が阻害される.またこの回復は仔牛血清注射により促進されるこ

とが前年度の研究で明らかになった.今年度に実験をくり返してこの事実を確かめるとと

もに,ここに問題にしている回復現象が染色体レベルのものではないかという考えを支持

する証拠をうる目的で Protease処理実験を試みた.正常型雄の熱蚕に γ線 1000Rを照

射後,Protease(IV型)を1頭あたり,0,5,25,50FLg注射し,特定座位法で突然変異

率を調べた.Protease処理では明らかに突然変異率の上昇が認められた.この結果は上述

の考えを支持するもののようである.

2) ポチソシャルミュ-タゲソに関する基藻的研究

(a) カイコにおける鋭敏な突然変異検索方法の検討と位置づけ(田島･村上 ･鬼九 ･深

瀬 ･大沼):昭和48年度から51年度にわたり,厚生省がん研究費の補助を受けて実施した

発がん物質の突然変異性スク1)一二ソグの結果,ならびに,当研究室で独自に研究を進め

てきた成果などから,卵母細胞法による突然変異検出性合削こついて被検物質の群別に整理

を行った.陽性の結果を示したものとしては 1)AziridineおよびTriazine類,2)Must-

ard額,3)Nitrosamide類,4)Epoxide,Aldehydeおよび Lactone類,5)Alkyl

Sulfate類および Alkanesulfonicester類,6)Nitrofurane類,7)Acridine類等が

あげられる.直接変異原物質については,スペクトラムのほぼ全域にわたって検出可能で

あったが,間接変異原については Nitrosamine類,Polycyclichydrocarbon額を含めて

突然変異性は検出されていない.しかしThiollreaについて S9画分の添加による代謝活

性化により明らかに陽性の結果がえられたので,今後この面の研究を進展させて行くこと

に希望が開けてきた.

(b) カイコの突然変異原物質に対する代謝活性能 (村上 ･藤岡･室田):環境変異原物

質の中には生体 (とくに晴乳動物肝臓)内で代謝され,その生成物が初めて変異原性 (Ul-

timatemutagen)を現わす事例が少くない.しかもこの活性化能は生物の種のちがい,臓

器別などによって異ることが知られている.そこでカイコを検出系に用いた場合,活性化
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能の有無,あるとすればそれがカイコの発育時期別,器官別にどう異るかを明らかにして

置く必要がある.よって,サルモネラ菌 (TA97;100)のヒスチジン復帰突然変異法を利

用してカイコの発育に伴う化学物質の代謝活性の相違の測定を計画した.

モデル化学物質には間接作用のよく知られているアセチルアミノフルオレン (AAF)を

用い,カイコのAAF代謝活性能について調査を行った.なれ カイコのマイクロソーム

(または S9)の調整法は,ラットやマウスにおけるそれに準じ,またサルモネラ菌の突然

変異性の測定は常法に従って行った.実験の結果,カイコの AAF活性能は征子 (那)に

おいてはわずかに認められるに過ぎないが,幼虫期の活性値は成育に伴って高まり,最終

(5)今期幼虫においてはカイコの全生活環中の最高値に遺した.しかし蛸期の活性値は荘

子のそれと同様に非常に低い値であった.このことからカイコを検定生物系に用いてAAF

の遺伝毒性をしらべるに際には5令期の生殖細胞が適していることが示唆された.

(e) 嘱乳動物の代謝活性化を組合せた条件下でカイコ遺伝子を標識 とした突然変異性

の検出(村上 ･藤岡･室田):カイコを用いた環境変異原物質の検定には種々の理由から嫡

期の生殖細胞が主に使用されている.このカイコ桶期の代謝系は晴乳動物のそれと比較し

てかなり異なる可能性がある.そこでこの系を用いて変異原の検出を行い,その結果から

ヒトに対する変異性を類推しようとする場合には晴乳動物の代謝を組合せて実施すること

が必要になってくる.このような理由で次の実敵を行った.具体的には 10遇令のラット

の肝臓ホモジェネートを常法により調製し,その上澄 (S9),補酵素並びに検体を混合しそ

れを37oCで所定の時間invitro(またはinvivo)でインキュペート(Metabolicactiva-

tion)し,その反応溶液を桶に授与し各種の突然変異検出法によって反応生成物の変異性

の有無をテストした,この系のモデル実験にはフリルフラマイドを用いて行った.その結果,

ラット肝臓 S9と反応させた場合,その反応溶液の婦に対する毒性はフリルフラマイドを

単独授与した場合に比較して頭著に低下した.またその反応溶液の突然変異原性を卵色の

特定座位法によって測定したところ,高い変異頻度ではなかったが,フリルフラマイド単

独投与実験区に比して明らかに増加が認められた.このことは従来からのカイコの突然変

異検出系に化学物質の代謝活性化法を併用することによって間接変異原物質の突然変異性

の測定に応用できる可能性を示す.

3) 低線量ならびに低線量率放射線の遺伝子突然変異誘発効果 (田島･鬼丸):前年度の

研究で8H-チミジンを卵内にとりこませる方法によって生殖細胞におけるβ線による突然
変異率を正確に測定できることが分ったので,今年度は低線量率域における線量率効果の

問題を検討した.方法は正常型雌の桶期に SlI-チミジソを1頭あたり0,20,100〝Ci注射
して,羽化後これに同じく正常型の雄を交配し,産下卵について半数の蛾区は不越年卵(卵

期29日),残りの半数は越年卵 (卵期167日)として卵期中にβ線を内部照射する方法を

とった.これらの卵から貯化した幼虫を飼育して羽化後これにpereを交配して産下卵に

ついて突然変異率を測定した.その結果絶線量のほぼ等しい不越年卵区 (3.70ra且/日,29

日,稔線量 107.3rad)と越年卵区 (0.60rad/日,167日,絶線量 109.Orad)の問に明ら

かに突然変異発生率に差が見られ,前者は後者よりも有意に変異効果が高いことを認めた.
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このことはこのように低い線量率域でもなお線量率効果に差が認められることを示すも

ので貴重なデ-タと言える.

4) カイコ雌における染色体組み換え事象の機構に関する研究 (村上):カイコ第1減数

分裂前期(Leptotene-paehytene)の卵母細胞においてⅩ線照射によって染色体組み換えが

誘発されることにいってはすでに報告した.本年度は放射線による染色体組み換え事象の

誘発枚構の一端を明らかにする目的で DNA (染色体)との反応が良く知られている,2,

3の放射線類似化学物質を用いて研究を進めた.

実験に用いたのはエチルメタソサルホネ-ト,(EMS),マイトマイシンC(MC), ト1)

エチ レンメラミン(TEN)の3種である.

EMS処理区の組み換え型個体の誘発頻度は,劣性可視突然変異を誘発するのに充分な

濃度でも対象区に比して増加しなかった.しかし,MC とTEMの処理区における組み換

え型個体の頻度は,電離放射線処理の場合と同様に投与量の増加に伴って誘発頻度が上昇

し最高値 (30-40×10~6)に達し,それ以後低下する傾向が認められた.EMSは作用基を

一つ持つアルキル化剤で二重鋳 DNA分子のいづれかに障害 (nick)を与えるのに対し,

MCと TEM は複数の作用基を持つもので三重鎖 DNA分子間に架橋を形成LEMSに

比して二重鎖の切断 (gap)に由来する染色体異常を高頻度で誘発するものと考えられる.

これらアルキル化剤による組み換え誘発実験からみて,電離放射線による組み換え個体誘

発は EM:Sによる単重鎮切断のようなものではなくMCや TEM 分子が DNA分子鎖と

架橋形成のできるごく限られた狭い範囲の二重鎖切断に由来するものと考察した.

第2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田):発生における遺伝子作用

の発現について,致死遺伝子を用いて解析する研究は,これまでのキイロショウジョウバ

ェの deeporangeのほか,本年度はfused(fu:1-59.5)を用いて,その狂細胞を体外培

養して,致死遺伝子の発現する時期や組織特異性について研究を進めた.fu/fu雌とfu/Y

雄との交配によって生じた Fl肱605個体について,その有効致死時期 (effectivelethal

phase)をしらべた結果は,胞腔形成期のもの 0.5%,嚢肱形成期のもの5.0%,頭部胴部

体節形成期のもの 8.6%,中腸形成期のもの 4.0%,気管内空気侵入後のもの 76.6%,運

動開始後のもの5.3%で,すべて醇化までの肱発生時期に致死効果が現われた.

嚢腫形成後まで発育した征の細胞を体外培養すると,筋肉細胞の縛動や,合胞体形成,

上皮細胞の増殖や成熟分化,政経芽細胞の増殖や細胞層形成,成虫原基細胞の球状嚢形成

などは,野生型の肱細胞を培養した場合と同様に正常に観察されたが,神経細胞の神経織

経の伸長や分岐,分泌額粒の形成などに欠損が現われることが分った.このことは,第 1

染色体の唾腺染色体地図で,17D または Eに含まれる横縞に存在する遺伝子活性の喪失

が,神経細胞の機能の欠損として発現し,肱を致死にみちびくものと推察される.また,

この欠損は,deeporange肱の細胞の場合と異なり,野生型 Oregon-R の卵細胞質抽出

液を加えても,回復することはなかった.

2) ウズラ肱の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田･松谷):鳥頬狂の肢芽の問充
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織の細胞は,肢の軟骨細胞または,筋肉細胞のいずれかに分化する能性をもち,未分化細

胞の分化の方向性決定の機構をさぐる系として最近注目されている.保温4日目 (発生段

階第20-22期)の肱から後肢芽を取り出し,トリプシンの冷温処理で表皮を除いた間充織

杏,EDTAとトリプシンの混合溶液で処理して細胞を解離し,15%牛胎児血清を添加した

種々の合成培養液で体外培養し,各培養液中での細胞増殖度,軟骨結節 (Cartilagenodule)

の形成や筋肉細胞の分化などについて比較した.

細胞増殖度は,最初にまく細胞密度に大きく依存し,直径 35mmのシャーレ当り4×

106細胞をまき,Morgan その他 (1950)の No.199培養液を用いて培養した場合には,

6日間で細胞数は4.4倍に増加する.最初にまく細胞数を1/2にすると細胞の増殖はみら

れず,さらに細胞数を 1/4にすると,4日間で細胞数は約 1/10に減少した.シャ-レ当

り4×10B細胞をまいた場合の細胞増殖度は,No.199培養液がもっともよく,Eagle(1959)

の最少必須培養液 (HEM)がこれにつぎ,Ham (1965)の F12培養液ではほとんど細胞

増殖はみられなかった.

軟骨結節の形成や筋肉細胞の分化は,シャーレにまいた細胞層の上に七pファン膜を沈

め,細胞をせまい培養環境中に閉じ込めると,きわだって促進され,とくに軟骨結節の形

成は,セロファン膜を用いた Ham の培養液および No.199培養液で顕著であり,筋肉

細胞の分化はセロファン膜を用いたNo.199培養液およびEagleの培養液で著しかった.

これらのことから,No.199培養液では,細胞の増殖度,筋肉細胞の分化においてすぐ

れており,Ham の培養液では軟骨細胞の分化においてすぐれていることが分った. これ

らの培養液における細胞の増殖度と分化の方向性決定との関連についてさらに研究を進め

ている.

3) 晴乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究

(a) ヒト2倍体細胞における前進および復帰突然変異 の誘発率の比較 (黒田):ヒト

Leseh-Nyhan(LN)症患者皮膚由来の2倍体細胞を用いて,エチル･メタンサルフォネー

ト(EMS)による 8-アザグアニン(SAG)抵抗性から感受性への復帰突然変異の誘発率を

しらべ,正常2倍体細胞を用いた EMSによる8AG感受性から抵抗性への前進突然変異

の誘発率と比較した.

LN細胞を,10~8M-3×10~2M の各濃度のEMSで2時間処理し,48時間の突然変異

発現時間の間正常培養液で培養後,HAT培養液で選択培養して,形成された 8AG感受

性細胞のコPニー出現率をしらべた結果,10~8MのEMSの処理で対照の約2倍,1012M

のEMSの処理では約4倍と,EMSの濃度に応じて 8AG感受性への復帰突然変異の出

現率が高くなった.

これらの EMSによる 8AG感受性への復帰突然変異出現率は,正常2倍体細胞を用い

た EMSによる 8AG抵抗性への前進突然変異出現率の約 1.5倍 (細胞生存率を約 50%

に低下させる EMS濃度で)であった. このことは,8AG感受性 (HGPRT~)が抵抗性

(HGPRT+)に対して優性であることに関連があると思われる.

(b) ヒト正常2倍体細胞における亜硫酸による突然変異の誘発機構 (黒田):ヒト胎児
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肺由来の正常2倍体細胞を用いて,亜硫酸による細胞生存率に対する影響および,8AG感

受性から抵抗性への突然変異の誘発性についてしらべ,亜硫酸処理後突然変異発現時間が

突然変異誘発率におよぼす影響についてしらべた.

細胞のコロニー形成率を用いた細胞生存率に対する亜硫酸2時間処理の影響は,濃度一

生存率曲線から算定してD｡-6.5×10-2班であった.細胞を10-8M～10~lMの各濃度の亜

硫酸で2時間処理し,48時間の突然変異発現時間の後,8AG添加の選択培養液で培養し,

出現した 8AG抵抗性突然変異コロニー数を算定した結果,10~乏Mまでの亜硫酸処理によ

り,8AG抵抗性突然変異の出現率は亜硫酸の濃度とともに増大し,10~2M で対照の約3

倍に増加する.しかし,それ以上の高濃度の亜硫酸処理では,細胞の生存率が低下するた

め突然変異の出現率も減少した.

10~2M亜硫酸で2時間処理した後,0,24,48,72,96,120時間の突然変異発現時間をお

いて,8AGで選択培養し,8AG抵抗性突然変異の出現率をしらべると,72時間の突然変

異発現時間をおいた場合に,もっとも突然変異出現率が高く,この時問に細胞数は約 1.4

倍に増加していた.

亜硫酸は,これまでしらべた EMS,AF-2,フロキシソなどと比較して,突然変異誘発

作用は弱い.亜硫酸はすでに,大腸菌,酵母,ファージなどで突然変異誘発作用が認めら

れているが,ヒト培養2倍体細胞でもその突然変異誘発性が検出されたことは興味深い.

(C) 晴乳類細胞の突然変異誘発に対する化学物質の濃度と処理時間の関係(黒田･杉浦):

化学物質による突然変異の誘発率は,一般に使用する物質の濃度と処理時間の積に比例す

るが,放射線照射における線量率効果と同様な濃度効果の存在が考えられる.

チャイニーズ･-ムスターの Don細胞を使用して,細胞生存率および6-チオグアニン

(6TG)抵抗性突然変異誘発率に対する EMSの濃度と処理時間の関係についてしらべた.

1.5×103細胞を各濃度の EMSで 1-20時間の種々の時間処理した後,正常培養液に

戻して形成されたコロニー数を算定し,細胞生存率に対する EMSの作用を比較すると,

細胞生存率は,EMSの濃度と処理時間の積 (P)に比例するが,細胞生存率を 50% に減

少させるPの値は EMSの濃度によって異なり,濃度が高いほどPの値は低いことが分っ

た.

細胞を各濃度の EMSで 1-20時間処理し,突然変異発現時間の間正常培養液で培養

後,シャーレ当り105個の細胞を再播種し,6TG で選択培養して,6TG抵抗性突然変異

の出現率をしらべると,細胞生存率の場合と同様,突然変異出現率はEMSの濃度と処理時

間の積 (P)に比例するが,この場合も同じ突然変異の出現率を与えるPの値は,EMSの

濃度によって異なり,濃度が高いほどPの値は低く,EMSの濃度効果が明らかに示され

た.しかし著しく高い濃度の EMSでの 1-2時間の処理では,細胞生存率および突然変

異出現率に対する影響は,同じPの値に対してかなり弱く,細胞内へのEMSの取り込み

率が関与していることを示唆した.

4)癌細胞の細胞接着性の細胞周期による変動(黒田):細胞の分裂,増殖性は細胞相互

の接触や接着によって調節を受けることはよく知られている.癌細胞の細胞周期の各時期
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の接着性の変化をしらべ,細胞接着性の調節によって,癌細胞の増殖を制御することの可

能性も考えられる.

ヒト子宮癌由来のHeLaS3細胞の同調細胞集団を用いて,細胞周期の各時期における細

胞接着性の変化は,これまでの研究でAI期およびS期の初期において高く,G1期,S期

後期および G2期に低い2相性を示すことが分った.本年度は,さらに同調培養の際の細

胞密度を種々に変化させ,細胞接着性の周期的変動に与える影響についてしらべた.同調

培養の際の細胞密度が 4×104細胞/cm忠では,細胞周期による上記変動が鍍著であるが,

細胞密度を7.6×103細胞/cm雪と約1/5に低下させると,細胞周期に応じた接着性の変動

は同様に現われるが,その変動の幅は著しく減少することが分った.このことは,細胞密度

の変化によって細胞表面膜の微細構造の周期的変動に変化をおよぼすという報告 (Rubin

および Everhart,1973)とも関連して,細胞密度が細胞膜の接着機能にも変化をおよぼ

したものと考えられる.

5) 昆虫の発生における遺伝子生成物の作用に関する研究 (黒田･湊):高等動物の発

生において遺伝子がどのように関与しているかをしらべる1つの方法は,致死遺伝子の使

用である.キイロショウジョウバェの伴性劣性の旺致死遺伝子 rudimentary3的(r89k:1-

64.5)を用いて,Ⅹ染色体の特定座位に存在する遺伝子の突然変異によって生じた欠抗の

組織特異性の物質的基礎を知るための研究を行った.

r39k/r8純雌とr9拙/Y雄との交配によって生じた Fl腔の有効致死時期は,胸肢形成期

から醇化直後に死ぬものまで幅広い分布を示すが,約 40% の旺は気管内空気侵入後に死

め.嚢腫形成後まで発育した旺の細胞を体外培養すると,これまでにしらべたdeeporange

や fusedと異なり,上皮細胞の成熟分化に欠損があることが分った.

キイロショウジョバェのγ座位には,3つの相補群が存在し,いずれもピリミジンの生

合成に関与する酵素系に欠損があることが知られており(Falk,1976),本研究に使用した

r8紬はカーバミル燐酸合成酵素の欠掛こ関与していると考えられる.r89k致死征の培養細

胞の培養液に,ウリジンまたはチミジンを添加すると,上記上皮細胞の成熟分化の欠損が

回復することが確かめられた.r8的致死系統の卵細胞質中に存在するピリミジン関連物質

およびその酵素系の,正常系統との相違について,さらに研究を進めている.

B.細 胞 遺 伝 部

遺伝現象を細胞レベル,特に染色体の形態と機能の面から研究すると共に,実験動物と

してのマウス,ラットおよび野生ネズミ頬の系統繁殖ならびに遺伝学的調査も本研究部の

重要な研究課題である.第1研究室では前年度にひきつづいて野生ネズミ現の細胞遺伝学

的な調査をおこなうと共に,本年度は種間交雑の研究に力を注いだ.また新しい実験動物

の育成のための種々な遺伝性の調査も進めた.文部省特定研究 ｢実験動物の純化と開発｣

の総括(基礎)班および ｢小型晴乳動物の実験動物化に関する研究｣班の代表者として2年

日の研究が推進された(吉田部長).加藤研究員は前年度に引き続いて姉妹染色分体交換の

研究をおこなった.第2研究室では野生ネズミ,特に日本産-ツカネズミを対象にその
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H-2抗原の免疫遺伝学的研究および細胞遺伝学的研究をおこない,また野生ネズミにおけ

る放射線感受性の調査を始めた.マウスミエローマにおける細胞遺伝学的研究および高血

圧ラットの遺伝生化学的研究も昨年に引き続いて進められた.また本年度から主に免疫特

定研究の援助によって JacksonLaboratoryから約30系統の免疫遺伝学的研究用の純系

および Congenie系マウスを購入し系統維持を始めた (森脇室長).本研究部で維持して

いるネズミの系統は本誌の保存リストに記載した.

本研究部の外国出張については吉田部長が米国ボストン市で開催 された第1回国際細

胞生物学会 (9月5日～10日)に出席し,その前後に米国内数ヶ所の大学研究所を歴訪し

て意見の交換並びに講演をおこなった.加藤研究員は 51年3月より約1ヶ年の予定で米

国 RoswellPark研究所の招碑を受けサンド/ミーグ博士と白血病細胞の姉妹染色体交換に

ついて共同研究をおこない,またオーストラリア国シドニーのNewSouthWales大学-

アリの細胞遺伝学研究のために出張中の今井研究員が3月に帰国した.

人事の面では原田正史 (九大大学院),多産長治 (静大卒),浜田 俊 (東京農大卒),正

木重青 (福生病院),佐久間隆 (日大大学院),田中 亨 (実中研)および芹沢 治 (東京

農大卒)(以上第1研究室),青塚正志 (都立大大院卒)および城石俊彦 (東北大大院)(以

上第2研究室)らが特別研究生となり,また佐渡敏彦 (放医研)および土産公幸 (北海道

衛研)に非常勤研究員を依頼した.

第1研究室 (吉田)

1) セイロン型 (2n-40)とアジア型 (2n-42)およびオセアニア型(2n-38)クマネズ

ミの交雑種 (吉田･岩崎):クマネズミには3型の Karyotypeがある.アジア型は 2n -

42,セイロン型は 2n-40およびオセアニア型は2n-38である.アジア型とオセアニア

型の交雑による雑種の核型についてはすでに報告したが,セイロン型とアジア型およびセ

イpソ型とオセアニア型の交雑についてはまだ報告がない.今年度はこれら両種間の交雑

種を得ることに成功したので,それらの核型を調査した.これらの両種を同一ケージに入

れて飼育していたところ,自然に交雑 して出産 した.セイロン型 (2n-40)とアジア型

(2n-42)の Flは予想どおり第11と第12染色体結合による M2染色体が1本観察され,

染色体数は2n-41であった.セイロン型とオセアニア型(2n-38)の交雑種も予測したと

おり第4と第7染色体の結合によるMl染色体を1個,M2を1個含み染色数体は2n=39

であった.唯今 Fl同志の交雑をおこない,F2以後の分離について調査中である.
2) 第3染色体逆位を持つ御殿場産クマネズミ(青田):サブテロセントリックとアクロ

セントリックの第3染色体異型対を示す1頭のクマネズミが静岡県御殿場で捕獲された.

日本国内および世界各地から採集された数百頭のクマネズミの調査では第3染色体は常に

アクロセントリック相同対であった.御殿場で採集されたサブテロセント])ック染色体の

成因については G-バンド染色等により第3染色体のペリセントリック逆位によって生じ

たと考えられた.このような逆位はおそらく新らたに御殿場地域にて生じたものと考えら

れる.このような逆位がその地域でどの程度分布しているかは引き続き調査中である.

8) クマネズミにおける C-バンド多型の遺伝 (吉田･落合):2n-42のアジア型核型
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をもっこホン産クマネズミ(Rattusrattustanezuni)は他のアジア型クマネズミと違っ

て,染色体のC-バソドに著しい多型の存在することは前に報告した.本年度は30頭のニ

ホン産クマネズミについて,その多型の頻度を調べると共に,交雑実験により,多型の遺

伝性を調査した.調査した30頭の全てのクマネズミでは第 2,3,4および 6染色体には

常に C-バンドの欠失が,逆に第9および12染色体にはその存在が観察された.第 1,5,

7,8,10,11および 13染色体には C-バンドの有無に閑し多型が観察された.C-/;ソド

の多型を示す両種の教組の交雑から8腹の Flを得てその遺伝性を調べた結果,C-バンド

の有無は予想したとおり子孫に遺伝した,

4) クマネズミとドプネズミの人為交雑 (吉田･多産):アジア型 クマネズミ(RauuS

rauuS)とドブネズミ(R.norvegious)は共に2n-42で類似の染色体構成をもっている

が,第 1,9染色体の形から両種を区別することができる.両種は同属の動物で分類学的

にも近い種塀とされている.しかし自然界では両種ははっきりとした棲み分けをしている.

クマネズミは比較的温暖な気候風土に適応し, ドブネズミは冷涼な気候を好み比較的寒い

地域にも侵入している.両種の交雑は自然界では勿論のこと実験室においてもおこなわれ

ない.ネズミ煩の種間交雑についてはまだ余り研究がないので,今回はクマネズミとドブ

ネズミの人工授精による肱の発育ならびに交雑狂の染色体を調べた.人T_授精は雌のドブ

ネズミ(Fischer系ラッt)にクマネズミ(RattuSrauuSjlavipee舌us)V-)精子を人為的に

注入した.20頭のラットについて人工授精をおこなった結果では 19頭が発情の停止 (偽

妊娠)を示し,そのうち9頭が妊娠した.しかしいずれも着床数は少なく,5頭について

剖検したところ,そのうち2頭は1個,2頭は2個および残り1頭は4個の胎仔の発育が

観察された.いずれも授精後 13-15日頃に出血を伴って胎仔は死滅し,完全に発育する

ものは1頭も得られなかった.人工授精によって発育した嚢腫卵の染色体を調べたところ,

いずれも染色体は 2n-42であった.核型分析から隆の染色体は ドブネズミとクマネズミ

のゲノムからなっていることが判明した.

5) インドスナネズミの染色体多型 (吉田･落合):インドスナネズミ(Tateraindica)

は第2次ネズミ頬探検調査 (吉田ら1972)の時にインドで捕獲したもので,それ以来今日

まで当研究室で飼育をつづけている.このネズミの染色体数は 2Ti-68で,それらのうち

50個 (No.1-25)の常染色体はアクpセソトリック,18個 (No.26-33)のそれらはサ

ブテロまたはサブメタセントリック,および大きなメタセソトリックのⅩと小さなアクロ

セントリックのYからなっている.最小の常染色体 (No.33)に形態的に3型(A,Bおよ

び C)が観察された.A型は比較的大きなサブメタセントリック,B型は小さなサブメタ

セントリックおよびC型は小さなサブテロセントリックである.これらの型は No.38染

色体の染色体腕の欠失に原因すると考えられた.ランダムに調査した7頭のネズ ミでは

AB(1頭),AC(2),BB(3)および BC(1)の割合で観察された.理論的には6型の観察

が期待されるが他の2型 (AAおよびCC)はおそらく更に多数のネズミを調べたならば観

察されると思われる.

6) ミラルディア (Millardiameltada)の低血圧 (吉田･芹沢):ミラルディアは第2
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次ネズミ類探検調査 (吉田ら 1972)の時にインドで描獲し,以来当研究室で繁殖飼育を継

続した.このネズミは性質がおとなしく実験室でよく繁殖する.成体の体重は生後 84日

で雌 60gおよび雄 83g(30頭づつの平均)である.この動物の特性調査のために血圧を

測定したところ,かなり低い個体が発見された.そこでランダムに230頭について調査し

たところ雌 116頚の平均の最高血圧は94.3±13.5,雄 114頭のそれは平均 95.7±14.8で,

雌雄230頭の平均は 95.1±13.8であった.以上の結果からミラルディアの正常血圧値は

平常よりもはるかに低いことが判明した.この原田および低血圧症の遺伝性については唯

今調査中である.

7) 新たに入手したタイ国産野生ネズミ類(吉田):文部省海外学術調査狂犬病研究班 ･

代表者大谷杉士教授 (東大医科研)および同行した土星公宰博士 (北海道衛研)の好意に

よりタイ国産ネズミ10種が送られた.それらネズミ類の細胞遺伝学的並びに新しい実験

動物育成の目的をもって本研究室で飼育を開始した.入手したネズミ額および繁殖状況は

蓑1に示すとおりである.

表 1 新たに入手したタイ国産野生ネズミ類

種 類 l 個 体 数 l 繁 殖

8) 姉妹染色分体交換(SCE)の頻度に及ぼす血清の影響 (加藤腫夫): 組織培養細胞に

おいて従来報告されている SCEの頻度は,同一細胞株を用いてもかなりの差がみられる●

その変異は,培養液に加える牛血清の性質の差に起因する可能性がある.

チャイニーズ-ムスター細胞を,国産および外国製3種の牛血清をそれぞれ含む培養液

で増殖させ,その SCE頻度を調査した結果,培養問に統計的に有意な差が認められた.

それぞれの血清を 560C30分の加温処理により非働化して使用すると,SCEの頻度はい
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ずれも非働化前に比し鹿著に低下する.非働化血清をさらに透析して培地に加えた場合,

3種の血清中2種において SCEの減少効果がみられた.しかし,得られた頻度は同一で

はなかった.

以上の結果より1)牛血清には56oC,30分の加温処理で失活し,かつ透析可能なSCE一

誘発因子が含まれていること,2)この因子とは別に上記の処理で除去できないSCE-誘発

因子も存在することなどが推定される.恐らく,これらの因子の血清中含有量は製品によ

りばらつきがあり,結果として SCE頻度の変異の原因の1つになっているものと考えら

れる.

9) 日本産ホオヒゲコウモT)(MyotiS)属4種の G-およびC-バンドバク-ソの比較(原

田･吉田･内田*):日本産のホオヒゲコウモリ(MyotiS)属の4種(M.ho80nOi,M.frater

kaguyae,M.naorodaetyluSおよび M.nattereri)の核型を G-および C-バンド染色
法によって比較した.これら4種の染色体数は全て 2n-44で類似の核型をもっていた.

ただ第5染色体のみが形および大きさに多少差異がある,C-バンド染色をすると第5染色

体の大きさの違いはヘテロクロマチンの差によることがわかった.これまで世界で調査さ

れたホオヒゲコウモリ属の大部分の種の第5染色体は小さなアクロセントリック染色体で

あるが, トルキスタン地方および日本産の5種に小型のサブメタセントリック染色体が観

察された.サブメタセントリックの成因に関してはアクpセントT)ックの逆位,-テロク

ロマチンの増加等が考えられるが,C-バンド染色から後者の可能性が示唆された.

第2研究室 (森脇)

1) 日本産又びアジア産野生-ツカネズミのH-2抗原 (森脇 ･城石 ･峰沢**):改良型

KalisS法を用いた赤血球凝集反応の測定によって,■日本各地から採集した約50匹の-ツ

カネズミを対象に H-2抗原特異性を検索した.H-2.1,2,3,4,5,8,ll,13,23,25,28,

35の 12種の特異性の内,H-2.3及び 5の頻度が明らかに高いことがわかった.沖縄,

タイ,フィリピソ,パキスタン,アフガニスタン等から採集された-ツカネズミについて

も同様の調査を行なった結果,H-2.3及び 5以外の特異性も可成の頻度で出現している

ことが明らかになった.これらのマウスにおける-モグロビンその他の生化学的特性の調

査の結果とも照合して日本産-ツカネズミMusmusculusmolossin118の起源を推測する

ことを試みた.

2) 日本産及びアジア産野生-ツカネズミ染色体 C-メ,/ド/くタ-ソの分析 (森脇):国

内各地から採集した-ツカネズミM.m.molossinusの尾の皮膚及び肺の培養によって染

色体 G-バンド及び C-バンドパタンの分析を行ない,純系マウス M.m.musculusのデ

ータと比較したが,各染色体に於けるC-バンドの濃度の分布様式に可成の差異があること

がわかった.前項で Ⅱ-2抗原を測定するのに用いた数種のアジア産-ツカネズミの C-

バンドパタンについても比較検討を進めている.

3) 日本産野生-ツカネズミからの近交系及び BIOCongenie系の作成 (森脇 ･城石):

*内田照章 (九大農学部)
** 峰沢 満 (名古屋大学農学部)
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日本産-ツカネズミ特異のH-2遺伝子をC57BL/10近交系マウスに導入してCongenic系

を作成する為に次の10系をBIOD2及びBIOBR近交系マウスに繰返し戻し交雑した.堤

在迄Feに達したものもある.BIOSgmol,BIOTeAnol,BIOT占Bnol,BIOAjnol,BIOMzmol,

BIOYkAmol,BIOYkBmol,BIOOkbmol,BIOOmlnOl,BIOSy.また野生-ツカネズミから近

交系を作成するために,MoISg(九州笹粟産),MoITe(北海道手稲産),MoIHz(九州箱

崎産)3系について兄妹交配を繰返し F3ないし Fbに達している.

4)野生審歯類に於る放射線感受性の調査(森脇 ･原田･芹沢):数種の野生音歯類を対

象に 187Csによる γ線照射を行ない,1ケ月後に I,DbOを求めた.ネズミの種名,LD古｡

は次の通りである.Tateraindica(インドスナネズミ):1600γ.Merionesunguiculatus

(モウコスナネズミ):1100㌢.Musplatythrix:950γ.Millardiameltada:800γ.なお線

量率は 68.9R/min.であった.

5) G-バンド染色体分析によるマウスミエローマクロン変化の追跡調査(森脇 ･湯徳*):

マウスミエローマ･Ⅹ5563および MOPC70Aの継代移植中に系統を越えて施療が生者す

るようになることがあり,この時に細胞表面の変化が起こると共に,核型から見ても細胞

クT,-ンの変化が起こっていることがわかった. これらの腫癌細胞クローンの染色体 G-

バンドパタンを比較することにより,細胞集団変化の起こった回数及び時間的経過等を解

析し,腫癌細胞クローン変化の機構を研究した.

6) 遺伝的高血圧ラット(SHR)血清蛋白の電気泳動による分析 (森脇 ･城石 ･家森*):

アクリルアミドゲル電気泳動により脳卒中易発性高血圧ラット(SP･SHR)の血清蛋白を

分析したところ,ポストアルブミン域にアミドブラックで濃染するバンド(M-バンドと仮

称する)が現われることがわかったので.この分画をゲルから抽出しウサギを用いて抗M-
ノミソド抗体を作った.オクタルニー法で調べた結果この抗体と特異的に沈降線を作る蛋白

が正常のウィスター系ラット血清中にも可成の量で存在することがわかった.電気泳動で

観察された M-バンドの本体について更に分析を進めている.

7)核型進化の基礎理論 (今井):動原体の位置の不均等な分布に基づいて,噂乳類の染

色体をT,Aおよび面(-M,SM&ST)に分旗する時,染色体形態が統計的に TぅA一元

と定方向的に変化することが分った.T染色体の起原について,各染色体グループの大き
さの頻度分布に基づいて量的に考察した結果,T染色体が動原体開裂によって 元 染色体

から絶えず供給されているとすれば,観察事実を最も矛盾なく説明できることが分った.

この結果は,嘱乳頬の染色体形態が 1→T-A→Mコ と循環的に変化することを意味する.

一方従来の動原体融合仮説ではT染色体の起原を十分に説明できないことが判明した.こ

れらのことから,動原体開裂が晴乳類の核型進化に重要な役割をはたしていること,およ

び動原体融合が従来考えられていたより造かに稀な現像であり,晴乳類の染色体進化の流

れに生じた局所的な乱れに過ぎないことが推定された.

*湯徳正道 (大阪大学医学部癌研究所)
** 家森幸男 (島根大学医学部教授)
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C･生 理 遺 伝 部
生理遺伝部はショウジウバェの自然集団に含まれる遺伝的変異の実験集団遺伝学的研究

から,ここ数年の間に行動,生態遺伝学的研究へ研究分野を拡大した.

昭和51年度の主なる研究課題は (1)ショウジョウノミェの行動遺伝学的研究,(2)ショウ

メ-の自然集団の遺伝的変異の研究,(3)ショウジョウバエの生態遺伝学的研究である.

(1)の研究は文部省の総合研究 ｢ショウジョウバェの行動遺伝学的研究｣(大島班),｢昆

虫行動の総合的解析｣(立田班)の補助を受け,また試験研究 ｢ショウジョウバエの内因性

行動リズムの解析｣により従来使用していたアクトグラフに大改良を加えたものを得るこ

とができた.昭和 49年度より当部は応用,生化学両遺伝部とともに環境庁の公害防止の

総合研究プロジェクト｢環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究｣に加わり,騒音

の生艶,行動に対する影響と汚染境環の障害遺伝子の誘発,蓄積を研究した.

大西近江奨励研究員 (日本学術振興会)はショウジョウバェの行動習性に関する形質の

集団遺伝学的研究を行っていたが,京都大学農学部の助教授に採用されて3月末に赴任し

た.大西正道 (京大 ･農 ･博士課程)は約5年の研究成果をまとめ,｢キイロショウジョウ

バエの変動温度環境における適応性の研究｣によって11月24日京都大学より農学博士を

授与された.赤井住郎 (東京教育大･修士)は筑波大学博士課程に入学し3月末に当研究

室における実験を終結した.韓国の釜山大学校の李元鏑講師は広島大学大学院理学研究科

に入学し4月から約半年間,広大で研究をしていたが,11月に研究所に帰りショウジョウ

バエの行動遺伝学的研究を再開し環境庁の総合研究に協力した.井上覧 (東京都立大学博

士課程)はショウジョウバェの唾腺染色体の逆位の研究や環境庁の総合研究に協力した.

韓国の梨花女子大学校の鄭熔載教授は日本学術振興会の外国人招へい研究員として7月上

旬から約2カ月半にわたり来日し,主として遺伝研において ｢ショウジョウバェのアイソ

ザイムの変異に関する研究｣を実施した.

大島部長は日本学術会議の環境生物学研究連絡委員として生態学研究所の設立その他の

活動に参加し,また総合研究 ｢生物教育改革のための基礎的研究｣(今堀班)にも協力した.

第2研究室には昨年度まで横浜国大の永海秋三教授が非常勤研究員としてキク属植物の

進化遺伝学的研究をしたが本年度は遺伝生物系統保存研究施設において同研究を継続し,

神戸大学理学部の大石陸生助手が非常勤研究員としてシウヨジョウ/ミェの性分化機構の遺

伝学的研究を行った.

第1研究室 (大島)

1) ショウジョウバエの行動遺伝学的研究

(a) 羽化1)ズムと日周性活動 (大島･李):1975年秋に勝沼で採集した多数の雄から第

2染色体を1本ずつ Cy/Pm法によって抽出して,つくったホモの50系統について25oC

一定,明暗 12:12の環境における羽化リズムを調べた.すべての系統の羽化リズム指数

は平均値 78.1で,最低 30.6最高95.6の間に正規分布を示すような変異を示した.日周

性活動は赤外線方式のセンサーを 25oC一定,桐暗プ.'グラム制御のコイトトロンに置い
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たアクトグラフによって一匹ずつの活動を連続 約10日間にわたって記録した.-工はホ

モ系統の雄一匹ずつについて,明暗周期を 12:12から6:6にしたり,8:8にして活動の

周期性や活動量の変化を調べた.

活動量における系統間変異を認めたが,いずれも明暗 12:12環動 こおける活動量は日

周性から外れた明暗6:6や8:8環境における活動量よりも著しく少なかった.またセソサ

ー部の硝子セルに入れた直後の興奮活動は数時間で沈静するが,その後の明暗周期を経過

するに従っての活動量変化の様相には系統,個体間の変異を認めた.明暗周期が 6:6や

8:8の環境においてほ1周期当りの活動量の減少は鈍く,生物時計に対する光刺激が明瞭

12:12より外れた周期であるときに,より強くなるようである.また明暗周期環境におけ

る活動リズムは活動量の減少とともに 12時間の間隔をもつ2峰型になるようであった.

生物時計の振動周期は簡単に明暗環境周期の変化に応じて同調できないものであろう.

(b) 明暗振動環掛 こおける歩行動の研究 (大島 ･李):1975年秋に勝沼で採集した-

エから Cy/Pm法でつくった第2染色体ホモの約 60系統の羽化後 3-4日令の雌雄を

別々に歩行動を調べた.5本の硝子管 (直径 1.2cm,長さ 15cm)の端の管 (1)に30匹

の--を入れると管内を歩き廻って連結部の細い管を通って次の管 (2-5)へと移動する.

15分後に各管内の--の数を調べ,それぞれの管1-5にかけて総数 30で除した数を歩

行動の指数とした.この研究結果の一部を環境庁の総合研究の報告にした.実験環境は全

面的に明(L)約20001ux.･暗(D),振動 (5cm幅の水平横振 毎分70回)(S),無振動(Q)

の環境の組合せ SL,QL,SD,QDで,歩行動がどのように変化するかを調べ比較し相関

を求めた.各系統の雌雄の歩行動の相関と2回の実施結果の反復性も高いので,それらの

平均値を各系統の歩行動とした.4環境における総平均はSL:1.79>QL:1.69>QD:1.44>

SDl.34(温度 23-25oC)で歩行動は明環境で速く振動によって促進され,暗環童で遅く

振動によって抑制された.全系統の歩行動の環境間の相関 (∫)は SLとQLでは 0.78,

QLとQDでは 0.61,SDとQDでは 0.44と有意に高い値を示したが,SL と SDで

は 0.10で有意性はなかった.最新のアクトグラフによって調べた系統 108,と40の日

周性活動量と歩行動を比較した.SL,QL環境で 108は 3.63,3.34と特別に速く,40は

2.96,2.39であったが,日周性活動量の6日間の1時間当り108は 66.2,40は191.9と

逆であった.これらの行動を命令する神経中枢はそれぞれ異なる部位にあると考えられる.

上記の歩行動は群行動であって行動要因も複雑であるが,ホモ系統問の変異と系統内の個

体の日周性活動量やリズムの変異についての関係を分析し,特徴のあるものを選抜する予

定である.

(e) 幼虫の摂食行動 (大西):勝沼で採集した雌の1匹ずつの子孫の約60isofemale系

統と三島で採集したオナジショウジョウバエの約40isofemale系統から2令幼虫10匹ず

つを時計皿の餌 (イースト･黒砂糖 ･酢酸 ･寒天)の上にとり,明環境において30秒間の

頭咽頭部の前後運動 (摂食行動)回数を測定した.キイロショウジョウバエ600匹,オナ

ジショウジョウバェ400匹の各個体の運動回数はともに平均値約 45で正規分布の変異を

示した.各系統の平均回数は 30-60間に,約 85% の系統の平均回数は 35-55間に分
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布した.また両種のすべての系統の連続2世代の運動回数を測定したが,その間の相関値

は約 0.95と高く,さらに15世代後に測定した運動回数との相関値も約0.68で有意性を

示した. したがってこの形質は比較的安定した遺伝的形質と考えられるが,各系統の Cy

法によって測定した生存力と運動回数の相関は 0.5で 5% の有意性を示したことから,

この幼虫の摂食行動も適応的形質の構成分子と考えられる.

2) ショウジョウバェの自然集団の遺伝的変異の研究

(a) 不妊遺伝子突然変異率 (渡辺 ･季):平衡集団における第2染色体がもつ致死,雄

不妊,雌不妊のそれぞれの劣性遺伝子は4:2:1の比率であることが観察されている.この

結果はそれらの遺伝子の突然変異率と,遺伝子座の数のどちらに依存するかを明らかにす

るために,まず自然か EMSなどの処理によってこれらの突然変異率を調べた.変異原の

種類や濃度の違いを補正するために雄不妊/致死 (A),雌不妊/致死 (B)の比率を求めた.

12の異なる処理区 (発表済の結果も含む)の平均は A-0.28,B-0.17で,AとBは有意

な差ではないので,雄不妊は雌不妊より一般に高い突然変異率であるとは言えないが,両

突然変異率は致死突然変異率よりも著しく低い.第2染色体の致死遺伝子の座を500とす

ると雌不妊遺伝子の座は 500×0.28-140,雌不妊遺伝子の座は500×0.17-85と推定され

る.一方遺伝子座の数が遺伝子の同座率の逆数であるという関係から,級数248の致死染

色体,44の雄不妊染色体,25の雌不妊染色体で起原集団の異なる間で,それぞれの同座

率を求め,その道数をとると致死遺伝子の座は 400,雄不妊遺伝子は 192,雌不妊遺伝子

は156となった.したがって致死,雄不妊,雌不妊の遺伝子の座の数はそれぞれ 400-500,

140-192,85-156と考えられた.

(b) 実験集団における逆位染色体の消失 (渡辺 ･井上):自然集団に保有される多型的

逆位染色体を集団飼育箱の実験集団に含ませると頻度が変動することがウスグロショウジ

ョウ/ミェなどで認められている.25oC一定の飼育室で1962年以来維持された須山実験集

団,1963年以来維持された勝沼実験集団では6年後には多型的逆位染色体はすべて消失し

た.そこで赤湯(山形),勝沼および石垣島で採集した--で14実験集団を作り,25oC一

定,20-30oC変動,18oC一定の3温度環境で,簡易飼育箱によって維持し,18-20ケ月

後に抽出した幼虫の唾腺を調べ逆位染色体の頻度を推定した.それぞれ3個所の自然集団

の常染色体腕当りの多型逆位染色体の頻度は赤湯 12%,勝沼 16%,石垣島 53% であっ

たが,25oCでは平均 0.6%,20-30oCでは平均 1.1%,18oCでは平均 6.7% となり,

石垣島実験集団は 35月後には平均0.4%になった.これらの結果は実験集団では逆位染

色体は短期間に消失することを示した.温度環境によって低温ほど消失の速度は遅いよう

であるが,25oCの1世代の長さを1とすると20-30oCでは 1.15,18oCでは1.95とな

るので,世代当りの消失率の差は3環境においてまったく認められなかった.

(C) 酵素多型と逆位多型の関係 (渡辺):第2染色体左腕の逆位 In(2L)Bは世界の広範

囲の自然集団に比較的高頻度に保有される.一万2種のアイソザイムα-GpdとAdhの遺

伝子 (それぞれFとSの対立遺伝子がある)は第2染色体の左腕に位置する.1972年の勝

渇,1973年の石垣島の自然集団から多数の第2染色体を抽出し,これらのアイソザイム遣
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伝子と逆位の連鏡を調べた結果,ほとんどの逆位染色体は α-GpdF と AdhS遺伝子をも

っていたが,標準染色体は両アイソザイムの対立遺伝子とランダムな割合で連鎖していた.

勝沼の 1969,1970,1972,1976年,赤湯の 1974年,石垣島の 1973,1974,1976年の自

然集団の逆位In(2L)Bの頻度に対するα-GpdS,AdhSの頻度の回帰をみると,α-GpdSは

負,AdhSは正の有意な値を示し,これらのアイソザイム遺伝子頻度はこの逆位の頻度によ

って決められるように考えられる.一方長期間維持された実験集団 (須山12年,勝沼11

年など)は前項で述べた通りIn(2L)B逆位染色体は消失しているが,環境が同じであるに

も拘らずアイソザイム遺伝子はランダムな頻度を示し,遺伝的浮動が働いたと考えた.こ

れらのアイソザイムの生存力と生産力を 25oC一定と20-30oC変動環境で測定したが,

有意な-テロシスは認められなかった.

3) ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

(a) オナジショウジョウバエの分布と季節変動 (渡辺 ･河西):オナジショウジョウバ

エが日本各地で最近採集されることは前年に報告した.1976年晩夏から秋にかけて北海道

から沖縄までの85埠点で人家付近に トラップをかけて採集した.分瑛した結果は6属 51

鍾,総計35002個体を同定した.そのうちオナジショウジョウバエは関東地方 (宇都宮,

前橋)から名古屋までの太平洋側地域と九州全域,四国の一部と下関に分かれて分布して

いるが,中国･近畿地方にはまだ定着していないようであった.奄美大島,八丈島,山形,

神戸,広島,直江津でごく少数採集されたが,これらはたまたままざれ込んだものかも知

れない.山梨県の 1975,1976年の調査の結果からオナジショウジョウバェの内陸部への

移動は認められなかった.また 1975年 10月から1年間に三島市内の3カ所でオナジシ

ョウジョウバェとキイロショウジョウバエの数の季節的変動を調べた.前者は人家から離

れた天然林に多く,7月と9-10月に増加したが,後者は人家に近い所に多く,8月に増

加したので両種問にはある程度の棲分けがあるものと思われる.

(b) オナジとキイロ両ショウジョウバェの雑種形成率の変異 (渡辺 ･李 ･井上 ･河西):

日本各地から採集したオナジショウジョウバェの8地方系統の雄とキイpショウジョウバ

ェ OR系の雌を交雑させ,その成功率 (交尾率,雑種生産率,雑種個体の生存力)を 25oC

と 18oCの両環境で測定した.25oCでは8系統の雄の交雑成功率の間には有意な差異が

認められたが,18oCではその差異がなかったことからオナジショウジョウバェの各系妖

の交雑顔功率に関して温度感受性の変異があると考えられた.一方キイロショウジョウバ

ェの OR系統と5地方系統の交雑成功率にも有意な差異が認められ,と くに那覇キイロ

雌×大分オナジ雄の組合せが最高の交雑成功率を示 した. またキイロショウジョウバエ

yellow遺伝子 (y)をホモにもつ雌は交雑成功率が高かったが,OR系統に最近偶発した

y突然変異遺伝子をもつ雌や付着Ⅹyellow雌にも同様な傾向が認められたことから,y遺

伝子が交雑に関与していると考えられた.

(e) 雑種の性に及ぼす SR因子 (性比異常)とda遺伝子 (娘致死)の作用 (渡辺 ･
山田)･.キイTlとオナジ両ショウジョウノミェの雑種の性は (1)キイp(?)×オナジ(8)で

は雌,(2)オナジ(?)×キイp(8)では雄,(3)付着Ⅹキイロ(早)×オナジ(8)では雄と
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なる.SRスピp-一夕に感染したショウジョウバエの雄接合体は肱期に死亡する性質を
利用してSR感染雑種の性を調べた.ORNSR系統のへモリンフをオナジショウジョウバ

エの三島系統に注射してSR条件を確立した.(1)の感染雑種は無影響であったが,(2)の
感染雑種は少数の雄と雌が羽化LSR因子が雑種個体の発生に複雑な作用を示した.(3)の
感染雑種は婦まで発育した個体はすべて雄であったが死亡した.SR田子の腫期にあらわ

れる致死作用は幼虫嫡期まで遅延した.キイロショウジョウバェのda遺伝子(daughter･

less)をホモにもつ ♀×オナジ 8 の雑種はすべて幼虫で死亡し,その性は雄であること

から,da遺伝子は雑種個体にも作用し,雌は旺期に雄は幼虫期に死亡すると考えられた.

4) 環境庁の公害防止の総合研究

(a) ショウジョウバェの生理,行動に与える騒音の影響 (大島･李):1975年勝沼で採

集した--からCy/Pm 法でつくった第2染色体の多数のホモ系統の中から1系統 (40)

の雄について行った実験について述べる.明(bluelump-2501ux)暗13:11に騒音(white.

100ホン)静 12:12を加え 25oC一定の環境 (光 ･温度プログラム制御付コイトトロソ)

において1匹の8の活動を昆虫活動計で連続5日間記録した.騒音は暗時に与えたが 24

時間1周期の活動量は平均 636(26･5/時)で,周期が経過するにつれて減少し,興奮は暗

時騒音にもかかわらず沈静する傾向を示した.また日周性活動リズムは薄暮薄明の2峰型

を明らかに持続した.

その後同じ--を全暗,無騒音環境に移して4日間の連続活動を記録した.24時間の活

動量は平均 258(10.8/時)と低下したが,活動リズムは2峰型がくずれて小活動の連続型

になったが,活動休止点の問には日周性を認めた.

次に同系統の雄1匹を全暗,騒音,静 6:6,25oC一定の環境で7日間 (騒静 14周期)

の活動を連続記録した.騒静1周期の平均活動量は 578･1(48･2/時)で,全期間を通じて

興奮は沈静することなく持続した･また活動リズムは騒音刺激を 24時間に2回与えたに

も拘らず,日周性を持続するように現れた･すなわち日周性から外れた騒音刺激は全暗環

境において脳神経を長期間興奮させたが,生物時計の調節機能を著しく狂わせなかったよ

うである.

(b) 環境汚染 (カドミウム)の障害遺伝子の誘発と蓄積過程の研究 (渡辺 ･井上):シ

ョゥジョウバェの標準培地に 50ppmの塩化カドミウムを混ぜて,後代のⅩおよび第2染

色体に誘発,蓄積される突然変異遺伝子を調べた.付着Ⅹの雌 (ⅩⅩY)5匹にカドミウム

培地から羽化した雄(ⅩY)5匹を交配させて,次代の性比を調べた.次代の雌はⅩⅩYで,

雄は前代の雄のⅩをもつので,もしカドミウムによって生じた突然変異遺伝子はその雄に

発現する.致死遺伝子のような障害遺伝子が誘発されると雄が死亡し性比は雌に傾いてく

る.実験区と対照区でそれぞれ 12組の交配 した結果,平均性比 (8/9+8)は対照区
0.568,実験区 0.550で,有意な差は認められない.なお性比がともに 0.5以上を示した

ことは付着Ⅹをもつ雌の生存力が弱いためと考えられる.

一方,致死,不妊などの障害遺伝子をもたない正常な第2染色体を約100本選び,それ

ぞれ Cy染色体と-テFlにもつ系統をつくり,50ppm カドミウム培地区と対照区で数代
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にわたり飼育して劣性突然変異を第2染色体に蓄積した.対照区 13代,カドミウム区約

7代 (カドミウムの影響によって発生が遅れる年報26号参照)経過した後,Cy/Pm法に

よって第2染色体をホモにもつ-工をつくり,劣性致死,雄不妊,雌不妊遺伝子および染

色体変常などをもつ染色体の頻度を調べた.()内の数字は染色体数×世代を示す.

致 死 雄不妊 雌不妊 染色体異常

対 照 区 0.85(1300) 0.51(1170) 0.34(1170) 0(2574)

カドミウム区 0.41(729) 0.85(702) 0.28(702) 0(1470)

これら両区の結果には統計的有意差はなく,塩化カドミウムによって障害遺伝子 (主働

遮伝子)が有意に誘発,蓄積されることは認められなかった.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部の目的は,主として多細胞生物における遺伝子の機能と作用を生化学的な

立場から追求するにある.そのため用いる材料も多岐にわたっており,コナマダラメイガ,

ショウジョウバェ,日本中型犬,栽培および野生イネ,ナス科植物,および淡水ヒドラそ

の他である.

主要な研究課題の一つは多細胞生物における形質転換であり,これまでコナマダラメイ

ガ,カイコなどで広く認められている業績をあげてきた.その模作にはなお未解決の問題

点を残しているが,遺伝子工学-の道を開いたものといえよう.

第二の研究課題はタンノミク質およびアイソザイムの遺伝子分析である.タンパク分子を

構成するポリペブタイドは遺伝子の直接的な生産物とみなしてよいが,なおかつ生体内で

はいろいろな修飾をうけるものが少なくない.一方,突然変異によって完全に失活した酵

素分子をもつ系統もしばしば見出されている.したがって,これらの同質遺伝子系を用い,

酵素分子の遺伝的修飾や失活の生物学的効果を明らかにすることができよう.

第三の研究課題は淡水ヒドラを用いた,細胞分化機構と形態形成の遺伝学的分析である.

ヒドラは多細胞中最も単純な構造をもつ腔腸動物で,出芽,再生,移植等の実験材料とし

て広く使用されてきた.第3研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,現在,多くの突

然変異株の分離に成功した.これらの突然変異株の分析を通じて,上記研究課題の解明を

試みている.

第1研究室 (名和)

1) 高速液体クロマトグラフイによる生体成分の分析 (名和 ･山田):生体内である作

用を持つ未知または既知の物質を追求する手段として,高速液体クロマトグラフィを用い

た場合の問題点を追求した.この方法は短時間で極微量の物質の分析が出来るのが特徴で,

とくに気化しにくいものや熱に不安定な物質に対して有効である.そして充てん剤や溶媒

の選択によりほとんどあらゆる物質に適用される.発生,分化,変態などにおける物質の
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変動,変異体間における化合物の差異などについて調べるとき,抽出,検出,分析などの

最適の条件を見付けることが必須である.

分析材料として,ショウジョウバェ,コナマダラメイガのいくつかの変異体について,

それぞれいろいろの発生段階のものを用いた.これらを各種溶媒中摩砕し遠心した上清,

いわゆる粗抽出液を直接カラムにのせた場合,最初の非反応部分のピークの後にいくつか

の成分を明瞭に分離出来ることが分った.検出手段として,主に 260mJJと210mJJの紫

外部吸収を用いた.充てん剤の選択により,ある官能基を持つ物質に分頬した場合,この

吸収性物質に限って言えば,上記生体のいずれの場合でも,粗抽出液中の検出可能の成分

は考えられていた程多くはなかった.たとえば,陽イオン交換性充てん剤ZipaxSCXによ
る分析では,水溶性塩基性物質として数種類,陰イオン交換性のPermaphaseAAXまた

は ABXによる酸性物質でも多い場合で 10数種類,PermaphaseETIIによる順相分配
クロマトグラフィによる極性官能基を持つ化合物は2-3種塀,PermaphaseODSまたは
ETHによる逆相分配での非水溶性極性物質でも2-3程度,ZorbaxSILとか日立ゲル
3020による吸着法でも,多くて10前後のピーク成分があるにすぎなかった.とくにイオ

ン交換法ではグラジェソト溶出法を用いなければ良好な分離は出来なかった.

これら粗抽出液の場合のピークを主成分と見たとき,分子吸光係数 30,分子量 300の

物質なら lppm の濃度で存在すれば検出可能であるが,それ以下のものについては選択

的濃縮手段が必要となって来る.しかしこれら検出可能な主成分について,発生時期や変

異体間でいくつかの差異が観察された.たとえば,ショウジョバ-の雄性致死作用を示す

SR因子を持つ卵と正常卵の成分の比較の場合,ODS,ETH,SCXなどではきれいに一致

したパターンが見られたが,AAXによる 15の成分の分離のうち2つの物質について顕

著な差異があった.これらの化学的同定と作用の解析は今後の課題であるが,雄性致死作

用の機構解明に1つの手掛りを与えるものかも知れない.

上記の分析について問題となるのは再現性であるが,われわれの用いている島津デュポ

ン830型は定圧ポソプ駆動のものであり,それに定流量制御装置を組み合せて,良好な結

果を得ることが出来た.紫外部吸収のない物質の探究として,示差屈折計による検出を試

みたがピークは極端に少なかった.それはかかる物質がないというよりも,むしろ検出の

低感度性による場合も考えられるので,今後誘導体化による吸収性または蛍光性付与の手

段で調べていきたい.

2) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田):(a) ショウジョウバエのSR因子に
よる雄性肱致死作用の機構として,SR因子が雄性肱を殺す特異物質を産生しているとい
う示唆があるが,SR因子を持つ--の体液の注射実験,SR因子のSR活性 (雄豚致死
作用)に対する抗生物質の影響などから,SR因子は特異物質を作っていないかまたは作

っていても非常に不安定なものであろうと推察された.SR因子を有する雌--の産生卵
の細胞質になんらかの欠陥が生じている可能性も考えられるので,これを調べるため微量

注射法を導入した.予備実験としてSRの雌-エからの発生初期卵に,正常卵細の胞質を
注射して成虫にまで発育させた.処理された389の卵から14匹の成虫が得られ,そのう
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ち3匹が雄であった.これらの雄の体液中に,少数であるがSR因子が認められた.この

結果はSRの雄肱は正常卵の細胞質成分により救済される可能性を示している.さらに詳

しい解析を続けている.

(b) 母性効果によるショウジョウ/ミニの旺致死突然変異体の分離が試みられた.卵の

細胞質には受精後の肱発生に重要な役割を果たしている物質が貯えられており,これは親

の遺伝子により形成されるため,母性効果として現れる.昨年に続いて,Ⅹ染色体上にあ

る雌不妊性突然変異体を分離した.現在までのところ,21系統の肱致死突然変異体が得ら

れた.これらは相補試験の結果,11の相補群に分け られた. これ らの うち,変異体

fs(1)MY18は大部分の艦がほぼ完全に発生し,中には運動しているものもあるが,すべて

形化しなかった.また fa(1)MY130,160,150は,のう旺期,体節形成期で致死がおこっ

ているが,後期にまで発生した歴では前頭部が欠けていた.fS(1)MY171のグループでは,

卵黄膜に異常があると考えられた.これらの変異体についてさらに詳しい解析を進めてい

る.

第2研究室 (小川)

1) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究(小川):札幌周辺に飼育され

ている北海道犬のアク系とメリオ系各 30例を生体計測して比較した結果,両系統の問に

統計学的有意差を認めなかった.その主な原田は,同一系統の中でも犬舎の問でバラツキ

があまりに大きかったためである.このことは同犬種の系統保存に関する根本的な課題な

ので,調査の範囲を全道に及ぼし,測定対象犬の例数を増し,またその選定にも十分注意

して再調査を実施している.

メリオ系の兄妹交配は現在 16世代まで進み,近交系の維持に困難はない.アク系の場

合では不妊により13世代で一応計画の進行を中止し,第6世代に戻って再出発したが,

10世代まで進んで再び同じく不妊による近交系の維持困難が予想されはじめた.アク系と

フジ系の新しい祖犬を選び兄妹交配のやり直しを計画している.

2) セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究(小川):セルローズアセテー

ト膜の組成は変えずに,そのポアサイズのみを製膜時の溶媒の蒸去条件を調節することで

いろいろ変えて,電気泳動分析における担体としての性能の比較を行った.試料はヒト血

清である.この試みの目的は新しい分離能を持つ担体の開発と血清の新しい分画の分離の

可能性を調査するにある.計画では分子飾効果の相違による成果を期待していた.ところ

が実験の結果では,ポアサイズの変化のみで電気鯵透現象が大いに変化した.勢い試料の

分析成績も著しく異なった.

いまヒト血清の分析成績とポアサイズとの関係を詳しく調査している.

3) アロザイム間の雑種形成に関与する突然変異 (遠藤)

栽培および野生イネの開花期の寮には,構造遺伝子の Pxlおよび調節遺伝子の Rp∬_1

に支配される 2A,4A などのアロザイムが検出されている.これら Pxlアロザイムは二

量体型であり,いずれの組合せでもFlでは常に1個の雑種バンドが形成される.ところ

が本年,栽培型の 563(2A バンド)とアフリカ産野生イネの AflO7(4Aバンド)問のF2
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世代で,両親由来の 2A および 4A バンドをもつが,雑種バンドだけを形成しない個体

が発見された.この事実は,アロザイム間の雑種バンドの形成には,特定の細胞内条件が

あり,その条件を支配する系に突然変異が生じたことを暗示している.

第3研究室 (杉山)

1) 淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離 (杉山･藤沢):ヒドラは山間の小池のよ

うな閉鎖的なところからも採集が可能で,増殖は季節的に有性生殖 ･無性生殖を繰り返す.

従ってこのような閉鎖的に生息する集団には同一の劣性有害因子を-テT,としてもつ確率

が高いと推定し,このような因子の分離を試みてきた.方法としては,同一の池から採集

した雌雄それぞれ2個体間の組合せ,計4組の交雑を行い,FI僧体,F2個体,戻し交雑

個体を調べた.その結果,今までにチクビヒドラ(Hydramagnipapillala)の倭小株,

巨大株,出芽異常株,体幹奇形株,再生不能株,刺細胞欠失株,雄性不稔株,細胞比変異

株等,多数の異常株を分離することに成功した.

これらの分離した変異株は,普通,出芽による無性生殖で安定して後代に伝えられる.

上記の異常が近親交雑の結果ホモになった劣性遺伝田子によるものか明らかではないもの

が多い.しかし,1つの池から採集されたヒドラの有性生殖株が階化し,成育した割合か

ら計算された近交度は非常に高い.しかも,再生不能性や嬢小姓は,有性生殖で安定して

子孫に伝えられる結果を得ており,多くの異常株が遺伝的であると考えられる.

これらの変異株を用いて,ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析の結果を次に述べる.

2) 間細胞欠失株 (秒山･藤沢)･.ヒドラの体は6種類に大別される細胞 (筋肉･消化 ･

間 ･刺 ･神経 ･分泌細胞)約 10万個から成り,野性株ではこれらの細胞が一定の比率で

維持されている,間細胞欠失株は,有性生殖子孫のある系統で,偶発的に出現した,自ら

餌を捕食出来ない個体を系統化したものである.この株は,未分化細胞である間細胞とそ

れから分化して来る.刺細胞,神経細胞が存在せず,強制的な給餌によってのみ無性的に

増殖させ得る.ヒドラの発生過程で,神経細胞の果す役割は,重要なことが従来から示唆

されているが,これを確認するた削こは,この変異株は最適の材料である.

野性株の間細胞のみをこの変異株に導入してキメラを造ることが可能である.問細胞欠

失株,キメラ株の,増殖速度,再生,側部移植実験の結果は次のことを示している.

(1)ヒドラの神経細胞は,形態形成並に細胞分化の過程で必要不可欠なものではない,

あるいは (2)神経細胞の果す役割は,神経細胞の存在しない時には他の細胞が代役を務め

得る.

3) 再生不能株 (杉山･藤沢):再生不能株 reg-16について解析した.

野生株は頭,脚部両端切断後,5から6日で切断前と同数の触手を再生した.一方 reg-

16は,同処理後8日までに,切断前の25%以下の触手数しか再生しなかった.しかし,

再生の効率は,頭,脚両端切断後,残った体部を更に縦に切断すると,著しく回復した.

次に,体部の組織片を同株ヒドラの体側部に移植して,移植片が,頭あるいは脚を産生

する能力があるかどうかを調べた (側部移植実験).この結果reg-16の再生能は,この株

の極性勾配に何らかの欠陥があるためと示唆された.
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間細胞欠失株にreg-16の間細胞を導入し,キメラを造り,一eg-16の間細胞から由来す

る神経細胞の形態形成に果す役割を調べた.キメラ株は,正常な再生能力を示し,この場

合もreg-16の再生能力の欠失は,神経細胞の機能に起因しないと結論された.

4) 刺細胞移動能欠失株 (藤沢 ･杉山):チクビヒドラには描食 ･移動 ･防護の役割を担

うとされる4種類の刺細胞 (A,B,C,D型)が在り,これらの細胞は,間細胞から体幹中

で分化,成熟し,触手,体幹の筋肉細胞の走った位置に移動し機能を果す.

細胞移動能欠失株,nem-4は,体幹中には野性株と同程度のA型刺細胞が存在するが,

触手にA型刺細胞がない.野性株ヒドラの頭を nem-4の体幹に接いだ時と,その道の組

合せの場合,後者のみ,A型刺細胞は触手に連続的に移動した.これらの結果は,nem-4

のA型刺細胞が,触手から送られてくるとされる ehemotaetiesignalに反応して,移動

できないためと考えられる.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部における研究活動の共通の目標は,人の生活に関係の深い高等動植物の遺伝

学的研究である.私たちがとり上げている研究課題は以下に述べるように多種多様である

が,それらは野生動植物の家畜または栽培植物-の進化と環境適応機構の遺伝学的研究と

言うような概括的表現をとってもよい.

上述の他に,生理遺伝部および生化学遺伝部との共同のプロジェクトとして環境庁の補

助金の下に ｢環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究｣を行っている.その中,動

物については第一研究室 (河原 ･藤島)が主として騒音の影響を,植物については第2,3

研究室 (井山,森島,岡)が主として土壌汚染の影響について研究活動を続けている.

本年も人事の移動はなかった.岡は6月下旬タイ国に旅行し野生稲集団の生態学的調査

を行った.フランスの ｢植物社会学生態学研究中心｣(モンペ.)-)から P.Jacquard博

士が学術振興会招-い研究員として三島に来て,2月22日から4月8日まで,主として植

物の競争関係の分析など生態遺伝学的問題について岡,森島らと協同研究に従事した.ま

た,京都大学農学部博士課程学生,山岸博は特別研究生として5月7日から主として稲の

成長様式と競争関係について研究活動に従事した.

第1研究室 (岡)

1) ケージ飼育による野生ウズラの遺伝的変化 (河原 ･三田･斎藤 ･杉本):富士山麓で

1965-68年と1970年との5カ年間ワナまたはカスミ網を用いて野生ウズラを描獲し (農

林省の許可による),合計 306羽を飼育した.その後,ケージ飼育による室内繁殖に成功

し,本年は第 10世代に達した.すでに報告したように,野生ウズラをケージで飼育する

と,その諸形質や能力が家禽ウズラの方向に変化する.特に,性成熟に関する形質では第

3-4位代まで急速に早熟化しその後は緩かな変化を続けた.集団内変異も世代の経過とと

もに徐々に減少した.行動については,同一の方法による全世代の調査記録がないが,初

生雛の飛び上りや成熟した鳥が刺激に反応して暴れる程度は第4-5世代までほ甚しく,ケ
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ージの天井にスポンジゴムを貼るか漁網を用いて飛び上ったとき頭を打つことを防止しな

いと死亡するものが多かった.しかし第6代以後は暴れるものは少なくなった.

第 10世代までの各世代における受精率,ふ化率,生存率,産卵率,適応指数,性成熟

日齢,卵重,体重,艦長などの平均値を求め,それぞれの世代数に対する直線回帰式を作

ってこれらの測定値が家禽ウズラの平均値に達するには何世代の飼育が必要であるかを推

定した.形質により回帰からの偏差が異なるが,必要な世代は 12から64と推定された.

適応指数 (受精率×ふ化率×生存率×産卵率)では,回帰式は Y-0.0644+0.0173Ⅹであ

って,家禽ウズラの値 0.479に達する世代数は24であった.野生ウズラは形態的には似

ているが生産能力が著しく異なる.ウズラの家禽化の過程では,本実験で証明されたよう

な飼育による家禽型の自然選抜とともに意識的な生産形質の選抜も行われたであろう.今

後は野生系統の保存方法の開発を一つの目標として異なる角度から本実験を継続する.

2) ウズラの家禽化に伴う内臓重量の変化 (河原):野生 ウズラの飼育室繁殖第5世代

(W-5),第 10世代 (W-10)および家禽ウズラ (D)の25週齢における体重,骨格重,心

臓,肺臓,肝臓,筋胃,腸,肺臓,牌臓,腎臓,皐丸または卵巣と卵管および筋肉のそれぞ

れの重量を個体別に測定した.雌は 24時間以内に産卵したものを,雄は eloaealgland

が脹らんでいるものを材料として用いた.雌雄平均体重は W-5で 105.4g,W-10で

107.2g,Dでは 126.2gであった.一般に,内臓重と体重の間には強い相関があるので,

内臓重そのものの他に体重との比率を用いて3群を比較した.骨格重,心臓重,肝臓重お

よび腸重の体重に対する比率は,雌では群間に差がなく,雄では野生型の方が大きい傾向

を示した.筋胃重では,雌雄ともに平均値と体重比率の双方について野生型の方が大きか

った.生殖器官の重さは家禽化に伴い著しく増大した.皐九重はW-5で1.68g,W-10で

1.97g,Dでは 2.65gであり,卵巣重は W-5で 3.92g,W-10で4.81g,Dでは5.12g

であった.卵管垂も同様な傾向を示し,これらの体重に対する比率も家禽化に伴い増加し

た.

3) ウズラの産卵に対する騒音の影響 (河原):飼育第10世代の野生系および家禽化ウ

ズラを用いて,ブザーによる95ホンの騒音処理を1時間おきに1時間ずつ20日間行った.

日長は全期間18時間照明,6時間暗黒とし,産卵率,産卵時刻および奇形卵頻度をふ化

100日後48日間 (3日ずつ 16期)について調査した.騒音処理前の平均産卵率と処理の

ため最も低下したときの産卵率との差は野生型では 23.8% (82.9% から59.1%),家禽ウ

ズラでは 7.1% (90%から82.9%)であり,家禽ウズラでは低下した産卵率は騒音処理を

継続しても3日で回復したが,野生型では回復に9日が必要であった.したがって野生ウ

ズラは家禽ウズラより産卵について騒音に敏感であると言える.産卵時刻と奇形卵頻度は

騒音の影響を受けなかった.

4) ニワトリおよびウズラの系統育成と保存 (河原 ･三田･斎藤 ･杉本)

(a) ニワト1)の系統:近交係数90%以上の白色レグホン2系統,p-ドアイランドレ

ッド2系統をひき続いて全兄妹交配によって繁殖した.ミノルカ種および横斑プリマスロ

ック種など近交感受性の高いものは徐々に近交度を高める方法で系統の純化を継続した.
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(b) ウズラの系統:正常羽色で正常卵殻色の飼育系野生系羽色突然変異,卵殻色突然

変異など10系統を徐々に近交度を高める方法で保有している.また,実験動物として伴

性劣性アルビノ突然変異と常染色体劣性の卵殻白色突然変異との組合せ合成系統を作り,

生存率と卵殻の強度について選抜を行った.系統育成は長期間継続される仕事である.

5) マウスの弁別回避学習能力に関する選抜突放 (藤島):弁別回避学習について特徴の

ある4系統,C3H/HeMS,SWM/Ms,C57L/J班S,および DIO3/Msの4元交雑集団を学習

第2日目の成績に基いて同腹内選抜法により高･低2方向に選抜した.高い方向の選抜で

は,親系統の平均値が 52.0,千 (節l代)の平均は 32.2であった.低い方向の選抜では

親は 22.1,子は 26.3であった.親の選抜による子の平均値の差は,統計的に有意であっ

て,学習能力に関する遺伝的変異とその選抜効果が立証された.

6) マウスの学習に及ぼす騒音の影響 (藤島):C3Ⅱ/HeMsとSWM/Msの2系統を用

い,夜間 (12時間暗黒)1時間おきに6回 90ホソの騒音を1-3週間与え,処理中止後2

日間弁別と回避に関する学習能力を測定した.その後さらに1週間騒音を与えすでに記憶

された学習に及ぼす騒音の影響を調査した.回避能力の優れたSWM:では,第1日目の成

績には騒音の影響が認められず,第2日日では騒音区の方がかえって回避の成績がよくな

った.しかし3週間騒音処理を続けた場合には,このような傾向は認められなかった.弁

別能力の優れた C3H では1週間の騒音処理は弁別学習に対して抑圧作用があったが,3

週間の騒音は逆に弁別成績を向上した.このように騒音の学習に対する影響が系統によう

て異なることが示唆された.すでに記憶された学習に対しては,記憶の良否を問わず,騒

音の影響は認められなかった.

第2研究室 (井山)

1) 自殖性作物の集団育種法 (bulkmethod)における集団の大きさ(井山):自殖性作

物の集団育程法は,両親系統を交配ののち,組換えと固定を期待して,原則として無選抜

のまま数世代を自殖によって繁殖した後,選抜を始める.したがって選抜のとき集団の中

に希望組換え型が存在せねばならない.希望型を失う危険率は,維持する集団の大きさに

関係する.Singleseeddescent法 (1親1子法)による集団維持は有用な方法であるが,

F之から後代まで同じ大きさの集団を維持せねばならない.初期世代には小さい集団から

始めて次第に集団を大きくする場合について,必要個体数を計算し,1親1子法による場

合と比較した.その結果,最終的には1親1子法より大きい集団が必要になるが,F2,F3

などの初期世代にはかなり小さい集団でもよいことがわかった.

2) ヒエの除草剤感受性の変異(井山):前年にひき続いて,ヒエに選択的効果のある除

草剤プロパニールに対する感受性の変異を国内各地から採集したヒエについて調査した.

本年度はその中から強弱2方向に選抜した10系統について感受性の再現性(repeatability)

を調査したところ,約0.5であった.また,4倍体と6倍体のヒエは,それぞれの群の中

に幅の広い変異があり,群の平均値では感受性の差異を示さなかった.

第3研究室 (岡)

1) 稲品種の成長様式と競争 (岡･森島･山岸):さきに,｢国際生物学計画｣(IBP)の
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一環として種々の稲品種の収量安定性と成長様式を日本およびアメリカでの5カ所2年間

の試換成績に基いて検討した.その結果見出された ｢早期 ･晩期強勢型｣に関する変異に

ついて,6品種を選んで少肥および多肥条件で成長様式を追試し,またそれらを検定品種

(T65)と混植して競争の起り方を調査した.成長様式の品種間変異については,調査結果

は IBPにおける試験結果とよく一致した (相関係数 0.89).競争力は品種によって著しく

異なり,多肥区では発芽後 60-80日の成長率と,少肥区では80-120日の成長率と強い

相関を示した.

2) 野生稲 Oryzaperennis系統の競争力の異変 (岡･山岸 ･佐野):野生稲の競争力

については,セイロソにおいて栽培稲より弱かったと言う簡単な報告以外全く知られてい

ない.植物保存研究室の佐野研究員と共に,0.perennisのアジア型 18系統,アメ1)カ

型9系統,アフリカ2型系統,栽培稲 0.saliva2系統,0.glaberinnal系統を用い,

0.8ativaの1系統 (T65)に対する競争試験を行った,栄養成長量の (混植区一単植区)

の差および検定系統に与えた同様の差によって競争力を評価すると,系統間差異の分散は

有意であり,アジア型では多年生系統は一年生系統より競争力が強いことが認められた.

アジアの多年生 ･一年生中間型およびアメリカ型系統は幅の広い変異を示し,平均値では

アジアの多年生と一年生系統の中間に位置した.栄養成長に関する他の種々の測定値と競

争力との相関から成長様式の競争力に対する支配を経路係数で表現すると,競争力の分散

の 63% がそれらの測定値によって説明され,発芽後 60-70日の茎数と葉数およびそれ

らの増加率が競争関係を決定する主要な条件であることが認められた.

8) イネとヒエとの混植試験 (岡･森島･山岸):栽植密度の効果と種間相互作用の関係

を求めるため,イネの1系統 (T65)とヒエの1系統 (4ト22)とを5種の異なる密度の単椿

と混植とで試験した.単椿では,個体あたり乾物重その他の測定値は WNa-Kから導か

れた対数 ･回帰方程式によく適合した.混樺については,相手の影響を示すパラメーター

を方程式に加えてその値を推定した.競争効果が栽植密度とともに増加すると言う傾向は

見出されなかった.両種ともに高密度では ｢生殖効率｣が低下する傾向があるが,その程

度は異なっていた.イネでは茎の大きさと数とがともに密度増加に伴って直線的に減少し

たが,ヒエでは茎数だけにこの関係が認められた.

4) 普通稲とグラべリマ稲との種間雑種における不稔性の遺伝子分析(岡･佐野):この

遺伝実験は,1966年 (Bl)以来,8回以上の戻し交雑をくり返して分離した Fl不稔性同遺

伝質系統を用いて毎年継続してきた.従来の結果から得られた Fl不稔性遺伝子の体系は,

普遠稲 (Sativa)の親は Al/Alを もち,その同遺伝質 Fl不稔系統はグラベリマ稲 (0.

gkberrima)から導入された AIS/AISをもっている.A18遺伝子が芽胞体 (二倍体)組織

に存在するとき (AlS/Al),Alをもつ配偶子 (涯のうと花粉)は発育途中で退化する.グ

ラべ])マ稲の遺伝背景をもつ同遺伝質系統についても同様のモデルが試験成績に適合した.

この仮説を支持する証拠として,Alに強く連鎖した葉鞠および符先着色遺伝子(グラベリ

マ親から導入)をもつ系統と他の無色系統との交配で,Fl が稔性のときは F芝で着色は

3:1に分離するがが Fl半不稔性のときは F豆の全個体が着色して全く分離を示さないこ
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とが認められた.しかし,普通稲とグラべ1)マ稲との Fl不稔性にはこれと異なる体系に

属する遺伝子も関与するようであって,このモデルだけでは不稔性は完全に説明できない.

例えば,普通稲の遺伝背景をもつ半不稔性固定系統が得られたが,それは少なくとも2つ

の芽胞体に作用する補足半不稔性遺伝子についてホモであると考えられる.この仕事は本

年度から植物保存研究室の佐野研究員 と協同 して行 い,普通稲の遺伝背景に AlS/Al母

をもつ系統 (S)とグラべ1)マ稲の遺伝背景に A2g/A乞Sをもつ系統 (G)との戻し交配実験

を新しく開始した.

5) グラべリマ稲の育種試扱 (岡)

大部分のグラべリマ品種は赤色の種皮 (赤米)をもっている.無色の種皮をもつ植物を

西アフリカ各地から採集された約400系統を調査して探したところ,ガンビアの材料から

3個体が見出された.また,大部分のグラベリマ品種は感光性が強く三島の夏の自然日長

では出穂しないが,ギニアからの 84系統中8系統は弱感光性であった.無色種皮と弱感

光との交配 (合計 17交配)から無色弱感光の F237個体を選抜した (1970年).無色種

皮はすべての交配で単純劣性であり,弱感光性は交配組合せにより単純劣性 (3:1)または

二重劣性 (15:1)であった.

これらの選抜系統は他のグラベリマ品種同様に成熟時に倒伏した.非倒伏性の選抜のた

め,上述の選抜 F3系統を無作為的に相互に交配し (35組合せ),その F2約 1,100個体

から30個体の非倒伏と思われるものを選抜した.しかしその後代系統の試験は選抜が不

成功であったことを明らかにした (1974年).それらの系統の平均籾収量は 301g/m2で

あって隣接区における普通稲台中 65号の 447g/m空の約 2/3であった.したがって,そ

の種子を 20kRのガンマ線で照射し,約 1,000個体のMl植物から-穂一粒法で採種し
て約 10,000のM2植物を試験した.それから非倒伏性と思われる 21個体を選抜したが.
その後代の試験は再び選抜が無効であったことを示した (1976年).グラべリマ稲の倒伏

はその成熟時の枯死 (一年生)に強く関連しているのではないかと思われる.私共は非倒

伏性の選抜を断念し他の突然変異を求める実験を開始した.

6) 稲系統の幼植物の冠水抵抗性 (森島･岡):世界各地からの野生稲Oryzzperenni8

40系統,0.breviligulata7系統,栽培稲 0.saliva16系統および 0.glaberrimall

系統を調査した.発芽後 30-35日の苗を地上 15cm に切断し深さ50cmの水槽 (21oC)

に 14日間浸水して水槽からとり出し,7日後に系統別に生存率を調査した (1975および

1976年2回反覆).野生稲は系統の問に幅の広い変異を示し,アジアのペレニスでは一年

生系統は多年生のものより冠水抵抗性が強い傾向があった.アメリカのペレニス系統は抵

抗性が弱く高い死亡率を示した.栽培稲サティバもアジアのべレニス同様に広い変異の幅

を示し,イソド型 ･日本型の差は冠水抵抗性と関係がなく,一方,グラベリマは概して抵

抗性が弱かった.また,幼植物の冠水抵抗性は ｢浮稲性｣とは独立であることが認められ

た.

7) ヒエの銅抵抗性 (森島 ･岡):従来の試験結果により抵抗性の異なる9系統を選んで

れき耕装置2区 (銅 5ppm区と無銅区)を用い単植および特定検定系統との混植試験を行
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った.銅抵抗性 (銅処理区における生育量の対照区の生育量に対する比率)と競争力 (混

植区の生育量の単植区に対する比率)は,ともに供託系統の間の差異が有意であり,それ

らの測定値の間の相関を見ると,銅抵抗性の強い系統は無銅区での生育量が劣り競争力の

弱いことが認められた.

また,上記の9系統中の4系統については稲台中 65号を加えたダイアレル組合せの混

合試験を水田2区 (銅400ppm区と無銅区)を用いて行った.その成績の分散分析は,坐

育量,銅抵抗性,混穂において自己の受ける効果と相手に与える効果などについて系統間

差異が有意性を示した.4Ⅹ系統相互間,または 6Ⅹ系統相互間では混椎は両者に不利な

影響を与えること,4Ⅹ と6Ⅹ系統との混梅では4Ⅹの方が競争に強いこと,またこれら

の関係が銅処理によって変動することが認められた.

さらに,銅抵抗性と銅吸収量について分離する系統の後代個体 115を銅 400ppm を含

む土壌で試験したところ,33個体が死亡し82が残存した.その中7個体は強い銅抵抗性

を示し,抵抗性は少数の劣性遺伝子に支配されることが示唆された.

銅抵抗性系統は成熟時における地上部の銅吸収量が少ない傾向があり,銅吸収量の地上

部/地下部の比率は抵抗性と強い負相関 (γニー0.78)を示した.

8) スズメノチッポウの銅抵抗性(森島･岡群):馬県大田市および山梨県都留市の鉱毒

汚染田と対照非汚染田から採集した 28系統の種子を,銅 400ppm または200ppmを含

む土壌と銅を含まない土壌を用いて鉢に栽培し,生存率と成熟時の形質を調査した.幼植

物の霜柱による枯死率は銅処理によって増大するが,その増加率は系統の銅抵抗性によっ

て異なる.銅処理区の生存個体と対照区のそれとの比率によって銅抵抗性を示すと,その

値は系統により26-77% であり,原産地土壌の銅含量 (4-160ppm)と相関 (γ-0.50)

を示した.単位面積あたり乾物生産量も同様な銅抵抗性との関係を示した.

また,埋土種子の発芽数から各地点におけるスズメノチッポウの優占度を推定すると,

20-97%の変異があったが,汚染田 (銅 50ppm 以上)では一様に優占度が90%以上で

あった.優占度と銅抵抗性との系統間相関は,土中銅濃度を固定する偏相関では 0.61に

達した.このことは,鉱毒汚染田におけるスズメノチッポウの優占に銅抵抗性生態型の分

化が関与することを暗示する.

9) 水田雑草集団に対する銅汚染の影響 (森島･岡): 群馬県大田市,山梨県都留市お

よび三島市の水田表土 50サンプルについて従来同様の方法で埋土種子から発芽した植物

の種とそれぞれの個体数を調査した.また,代表的な種については系統 (サンプル別個体

秤)による銅抵抗性の変異を調査した.その結果は昨年報告した事実 (年報 26号,35-6

ページ)を再確認するものであった.銅汚染により雑草の発芽個体数が増加し種の多様性

が減少すると言う便向は,夏雑草だけではなく,冬雑草についても認められた.それぞれ

の種について銅抵抗性系統を選抜するため種子を採取した.
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F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,本来の趣旨として,第1研究室は動物に関して,第2研

究室は植物に関して,第3研究室に放射線同位元素などによって,誘発突然変異の研究を行

うこととされている.人事の面における変動として,第1研究室の野口研究員は米国ジャ

クソン記念研究所におけを留学を終了後帰国して新設の動物系統保存研究施設に転出した.

ここ数年来,成果を積み重ねてきたイオン化放射線によるDNA損傷の修復と突然異変

誘発に関する研究については,DNA鎖の切断末端を èlean'していると思われる新らし

い特異性をもつ酸素の分離精製がなされるなど著しい進歩があった.また,枯草菌のDNA

修復と突然変異誘発の系に関しては,当室で分離された遺伝的組換修復欠損株における諸

機構について J.Baeteriol.誌に2報を発表し,またイタリヤのローマ市で行われた国際

光生物会議で報告した.放射線と化学物質の担互干渉による遺伝的作用に関して,当部の

主催する綜合研究班が科研費補助によって出発し,これらの問題について,他機関との研

究協力が始められた.

遺伝毒性および環境発がんの問題については,昨年度に引続き,文部省 ･厚生省 ･科学

技術庁などの補助金による綜合研究に参加し,突然変異原の検出法の改良 ･人への影響に

ついての評価などを行ってきた.この分野に関して,米国国立環境衛生機関の招きによっ

て,賀田は 9,10月にわたり,テキサス大学医学部 (ガルベストソ)における遺伝毒性に

関するワークショップに参加するとともに,オークリジ研究所,国立環境変異原研究所な

ど主要研究機関と研究連絡を行った.また 11月には,本研究所の主催による東アジア地

区環境変異原研修ワークショップの実行に参画した.

第1研究室 (土川)

1) マウスにおける放射線および化学物質による突然変異誘起の研究 (土川): 新たに

育成した KYF/2とKYG系統をSPF化し,低線量および低用量の効果を検出するため,
骨の微細変異を指標に加えた骨格異常に関する,放射線および化学変異原による誘発突然

変異率測定の実験を開始した.

2) 化学変異原の検出と生体内における活性修飾機構(土川 ･賀田):Rec-asSay陽性を

示した抗寄生虫薬について,大腸菌とサルモネラを用いた復帰変異試験を行い,1-Bromo-

β-naphthol(Wormin),Niridazoleと,Phenylendiisothiocyanate(Jonit)が変異原とし

て検出され, また Chloroquineのほか Bephenium hydroxynaphthoate(AIcopar),

Pyrantelpamoate(Combantrine)および Pyrviniumpamoate(Poquil)は,特に胃酸

条件下で亜硝酸と反応して,新たな変異原を生成することがわかった.さらに化学変異原

の生体内における活性の消長を検定する方法に関して,おもに特別研究生下井信夫の協力

をえて,Host一mediatedTee-asSayについて種々な検討を行った.その過程において食品

の酸化防止剤であるButylatedhydroxytolueneは,マウスにあらかじめフェノバルビタ

ールを授与して肝の薬物代謝酵素を誘導しておくと,生体内でのDNA損傷性の活性化が

託められ,また Dimethylnitrosamineの生体内での活性化物質に対する反応に関して,
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枯草菌はサルモネラに比較すると,塩めて悪いことなどがわかった.

3) フタル酸エステルの突然変異性と催奇形性 (土川): プラスチック可塑剤としても

多用されているフタル酸エステルのうち,Di-2-ethylhexylphthalate(DEHP)は,噴乳動

物体内や,生態系においても,Mono-2-ethylhexylphthalate(MEHP)に分解されること

がしられており,従来 DEHPを投与しても催奇形性がなく,また突然変異性もないと報

告されている.しかしマウスに対して催奇形性のあることが認められ,突然変異性ととも

に,いずれも分解産物である MEHPに問題があることを指摘した.なお胎児毒性は胎児

側のり′く-ゼ活性の発現にともなって軽減するらしく,この点に関して静岡薬大衛生化学

教室との協同研究によって追究中である.

4) 疾患モデル動物の育成 (土川): 第2仙骨から第2-3尾骨のうち,いずれかの部

位に骨異常が現われ,そのため脊柱が琴曲隆起するマウスの異常に関して,異常選抜系は

F48,正常型選抜系は F64に到達し,前者の異常出現率は 50-60% でプラト-になった.

しかし妊娠中にウレタンを腹陸内注射すると,異常出現率は顕著に増加することを認め,

その機構について検討中である. また以前に放射線照射区で見出し,Whiteningとして

報告した突然変異は,Sl座位の新たな突然変異であることを確認し,Steel-Tutikawa

(Slt)とした.Sleは C57BL/6M:Sに導入し,Sl,Sldとの三者間で,致死性,貧血 色素

細胞の分化と分布,および妊性に関する相補性を調査している.

5) ネズミ鞭虫発生卵のUV 致死と卵色について (土川): 前にマウス消化管内で生
成される化学変異原検出法として,ネズミ鞭虫 (Trichuris仇uris)を用いる優性致死試

験について報告したが,さらに遺伝子突然変異検出の指標となる形質として,虫卵の卵色

を利用できる兄とおしをえた.すなわちKYF系統マウスで継代維持している鞭虫の虫卵

には,着色卵と白色卵が,それぞれ 24% と76% の比率で混在するが,2-6細胞期に

Uv1520ergs/mm2照射し,生存卵をマウスに感染させて次世代の虫卵をしらべると,着

色卵が 96% を占めるようになり,着色卵の選抜にUV照射が効果的であることがわかり,

UV選抜系の虫卵は,各発生段階において無選抜維持系にくらべ,UV致死に対して約2

倍の抵抗性を示すが,いずれの系の虫卵にも,29oCでの培養では PR効果は認められな

かった.

第2,3研究皇 (賀田)

1) DNA損傷の組換修復と突然変異誘発(定家･成井･賀田):当室で得られたreo143

および reeA5遺伝子欠損が枯草菌の遺伝的組換やプpファージ誘発における役割などに

ついて研究をすすめた.さらに関連した dnaあるいはpol遺伝子がDNA修復や突然変

異誘発における役割の追求をすすめている.本年度における成果 として,dna-8132と

poIA59との組合わせによって,サプレッサこの関与する自然突然変異率の著しい上昇が

諮められ,自然突然変異誘発における dnaの遺伝子自体の DNA修復-の寄与が示され

たことが注目された.またこの系は,AF2など代表的な塩基交換型化学変異原による突然

変異誘発に関しても著しく鋭敏で,環境変異原の検出にも役立つことが示された.一方,

枯草菌では胞子を用いた突然変異誘発実験が可能であり,一般に胞子の感受性は増殖細胞
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に比して低いので,検出系としての利用に不適当であると考えられるが,逆に,胞子の生

存安定性の面から,長期間にわたる変異原処理が可能で,かえって低線量の放射線誘発実

験に適している.その例として, 8Ⅱ グリセリンによる復帰変異試験において,同じ吸収

線量において, 8H の β線は,13rCoのガン11-線に比し100倍以上高い効率を示したこ

とは 3H の安全性の面から今後注目されねばならない (日本放射線影響学会大会発表).

2) イオン化放射線による DNA損傷の酵素的修復 (賀田･井上): この点に関しては

以前より野口らによってイオン化放射線による照射をうけた DNAに作用して,DNAポ

リメラーゼⅠに対するプライマー活性を高める枯草菌酵素を分離精製を行ってきた.本年

度においては,その一つである一種のエキソヌクレアーゼの精製をすすめ,その作用磯作

の一部を解明した.すなわち,この酵素は,ガンマー線照射のみならず超音波処理された

コリシン EIDNAのプライマー活性を高めるとともに,未処理 DNAには全くみられな

いDNA旋5壊をもたらし,主として燐酸-箇を含む産物が検出された.これらの結果から,

このエンドヌクレアーゼは,3LOHや5LP以外の鎖切断末端に作用して,これを èlenn'

し,DNA ポl)メラ-ゼ I-DNA I)ガーゼによる部分的修復によって鎖切断の再結合を行

っていることが考えられ,この仮説を今後とも追求することにした.

3) 環境中の変異原 ･発がん原の検出とその遺伝毒性的評価 (賀田･定賀･原 ･平野 ･

土川): 化学物質の突然変異誘発性は,遺伝子の劣化を招く遺伝毒性として近年注目され

ている点であり,一方,発がん物質あるいはその代謝物の多くが突然変異誘発作用を有す

ることが最近明らかになったので,人間環境の中から突然変異原を検出して,これを評価

することが棲めて重要である.本年においてほ従来実施してきた枯草菌 ree-assay法を改

良し,液体での処理とラット肝ホモヂェネートS9との併用で定量的かつ感受性の高い方

法を確立した.またこれらの方法を利用し,環境中の変異原,発がん原を積極的に不活性

化 ･分解することを試み,多数の野菜 ･果物 )とくにキャベツ,カ1)フラワーなど)から

得たホモヂェネートから得た硫安分画物は,ある種のニトpソアミンなどによるバクテリ

ヤ復帰変異を抑制することを見出し,その機構を追求しはじめた.

4)化学物質と放射線との相互作用と遺伝的影響 (賀田･横井山): 本課題は科研費総

合研究Aにおける課題および国際原子力機構(IAFA)の依頼研究として実施された.黒田

形質遺伝部長との協力によって,チャイニーズ-ムスク-細胞よりIodine-radiaSenSitiza-

tionに抵抗性の変異株の遺伝解析が行われた.一方,DNA修復を選択的に阻害する化学

因子のスクリーニングを行い,二 ･三の有望な候補物質を見出した.

5) 澱粉モチ性の定量 (天野): トウモロコシやイネに化学変異剤 EMSで誘発したモ

チ性澱粉変異体には塩基対置換型の点突然変異と推定される中間型変異体が少なくない.

遺伝子座に関する研究と平行してこれら中間型の形質表現の数量化測定を試みた.最終的

には含まれるアミロース分子の構造,含有比を求めることになる.遺伝子型の単位となる

穀粒1粒づつを分析することができて,アミロース含量は換算可能な方法として 430nm

と 660nmの2つの波長に対する吸収をヨード染色した澱粉水溶液について測定する方法

を開発した.澱粉溶液の調製はオ-トクレープ加熱 15分が良い結果を与えた.≡-ド試
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薬を加えて発色させた被検液を試料セルの中で稀釈しながら測光しⅩ-Y レコーダーに記

録させ,430nm での透過率が 50% の濃度になった時の 660nm での透過率を指標とし

た.この方法によってイネのモチ変異体 74wx5と 74wx8の中間型表現が数値的に確

認できた.またこれらホモ接合体による中間型の他に-テロ接合体において中間型を示す

ものが多く見られた.これら遺伝子の濃度効果はトウモロコシでは見られなかった.今後

も例数を多くして研究する必要がある.

6) モチ澱粉突然変異体の誘発 (天野): 本年度もモチ変異体の作出実験を続けた. ト

ウモロコシでは混合花粉交配法による純系変異体の作出が進み 10系統ほどが確立されて

おり,本年はさらに新しくγ線照射による変異体が得られた.この変異体は稔性などから

みて今後の分析に使用できそうである.この結果化学変異剤,紫外線,中性子線,r線,

Ⅹ線によるモチ変異体を確保できたので今後は遺伝子座内地図の作製,形質表現の検定を

行って各変異原の特性を明らかにして行く.

自花授粉型植物であるイネ,オオムギ,および,まだ報告のないコムギ (一粒系)につ

いても変異剤処理を行ったが,検出の困難なオオムギとコムギではまだ検出できていない.

イネでは本年4変異体が新たに検出されて合計 19系統が確保された.これら変異体の育

種的価値等については静岡県農試と連絡をとって検討しつつある.

7) 植物培養細胞における放射線照射の効果 (天野): 菊科植物の-プロパップスの培

養細胞について線量効果曲線を求めた.この系統はカルス組織が軟らかく,容易に懸濁培

養ができる.当初細胞濃度を 2mg/ml以上にすれば液体培養によってよく増殖する. こ

の材料に 13TCsγ線を照射すると10KR以上では生長の立上りが遅れ,20KRでは14日

目まで立上らなかった.14日目の生長量を生鮮重量で求めた所約6KRで生長量が1/2と

なり10ER以上まででは,当初接種濃度の2倍程度にとどまった.実験方法の改良をす

すめて,各種阻害,促進剤の効果の検定が行なえるようにする予定である.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人塀の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

人事の異動では,京都大学医学部大学院博士課程を修了した塩田浩平が,4月1日より

第1研究室の研究員として発令され,ヒトの初期発生における各種奇形の成因に関する遺

伝学的研究に従事することになった.松永部長と中込室長は,10月にメキシコ市で開催さ

れた第5回国際人塀遺伝学会議に,それぞれ ｢ダウン症と母年齢の相関パターンの年次的

推移｣,｢早期複製 DNA と染色体の縞模様｣と層する報文を提出した.

本年度に行われた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特別

研究費の援助を受けた.

第1研究室 (枚永)

1) 家族性網膜芽細胞腫の遺伝学的研究 (松永): 網膜芽細胞佳(Rtb)は幼児の眼を冒
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す悪性腫癌で,約2万人に1人の割で発生する.その大多数は孤発例であるが,まれに同一

家系内に2人以上の患児の発生をみることがある. このような家族性 Rtbは常染色体上

の浸透率の不完全な優性遺伝子によることがわかっており,その浸透率は一般に約 80%

とされている.ところが自験例の5家系とわが国の文献から集めた 24家系の家族性の資

料を分析したところ,Rtbを表わしてくる優性遺伝子の浸透率と表現度とは,その遺伝子

を保有していた親の表現度に応じて変異することが明らかになった.例えば子における患

児の分離比は,親が南限羅息のときには0.50であるが,片限鼠愚のときには0.48となり,

保因者である親が無症状のときには 0.27に低下してくる.また,患児における両眼鳳患

例の比率は,親が両眼性のときにもっとも高く(100%),つぎほ片眼性のとき (59%)で,

保因者である親が無症状の場合にはもっとも低い(33%).この所見は,主遺伝子の効果を

抑制する遺伝的背景の存在を意味し,新しい知見である.詳細は Hum.Genet33:1-15,

1976に発表.

2) "しきい形質"に対する自然淘汰の緩解の帰結に関する研究 (松永): `̀しきい形質"

とは遺伝･環境の多要因によっておこる疾病異常のことで,兎唇 ･口蓋裂を初めとする

ありふれた多くの先天奇形と,糖尿病や高血圧症のような各種の内因性疾患が含まれる.

これらはその発生率と有病率がきわめて高く,遺伝的荷重の大きな部分をしめている.袷

療の成功に伴って患者の繁殖率が回復するから,子孫の世代には同じ疾病異常の発生率が

次第にふえてくることが予想されるが,この点の研究はまだほとんどなされていない.そ

こで先天性心奇形を例にとり,新生児集団における発生率を 0.4%,羅病傾向の遺伝率を

60% とし,すべての患者の繁殖率が人並みに回復したときに,この奇形の発生率が最大限

どの程度にふえるかを予測した.この仮定ではしきいモデルに基づいて,たとえば治癒し

た患者の子では再発危険率が 4%,孫では0.8% となる.こうして計算すると,心奇形の

相対的増加パターンは,1代後に約7%,2代後には10% とふえ,それ以後は比較的ゆる

やかになる.詳細は Hum.Genet.31:53-57,1976に発表した.しかしこの推定法では

わずか数代先の予測しかできず,しかも第一近似にすぎないので,なお研究が続けられて

いる.

3) ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究 (塩田･松永)

(a) 人工流産胎芽の母年令･出産順位:京都大学医学部付属先天異常標本解析センタ

ーに所蔵されているヒト胎芽標本約 36,000例のうち,損傷のない 3,411例について母年

令と出産順位の同時分布を調査した.母年令の平均は 30.2才で,これは新生児の全国平

均より2.6才高く,また出産順位の平均は 3.78で,新生児の全国平均より約 2.0高くな

っている.この2要因の同時分布表は,疫学的分析の基礎資料として重要である.

(b) 単前脳胎芽の成因:上記センターの標本車に150例の単前脳症を見出した.これ

は発生初期の胎芽約250に1例の割になり,出生児における出現率の200倍も高い.年次

別･月別にみると特に多発はみられないが,夏よりも冬の受胎に多い傾向がみられた.父

母年令,両親の近親婚,妊娠中の母の病歴,不順月経,薬物服用の有無などとの相関は認め

られなかったが,単前脳胎芽の出産順位の平均は対照よりも低く,これは母が妊娠早期に
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自然流産をくり返しているためと解釈された.詳細は Teratologyに投稿した.

第2研究室 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について,基礎および応用両面からの研究を行っている.

1) 染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究

(a)染色体レベルでの DNA複製の研究 (中込)･. ヒト染色体のどの部分から DNA

複製が始まるかを知るため,昨年に引き続き,S期の最初の10分間におけるDNA複製
を研究した.昨年中に観察された事実としてほ,この時期に複製されるDNA(ER-DNA)

は,多くの染色体において淡/ミソドに限局していること,5q,6pなど幾つかの腕では,

逆に濃バンドに限局する `̀逆転現象"が見られること,2次狭窄部は総て ER-DNAを含

まぬこと,などがある.これらの研究は総て-キストーギムザ法によった.

本年度は,さらに特異性の高い蛍光法を使用して,同じ結果が得られるか否かを検定す

ること,5q,6pなどでの逆転現象の本態を探ること,同調性についての検定の追加,オー

トラジオグラフィーにより検出した ER-DNAの分布との比較,などを行った.

その結果,S期の最初の10分間に合成されるDNAの分布は,染色体上の淡バンドの
分布とほぼ完全に一致すること (2次狭窄を除く)が証明された.換言すれば,一つの淡

バンド上のレプリコンのかなりの部分は,GlとS期の境界で一斉に複製を開始すること

になる.5q,6pなどでの逆転現象は,これらの部分のクロマチンが,BrdUrdの取り込み

の有無と関係なく,Gバンドを示す傾向を持つことが原因であること,オートラジオグラ

フィーとの比較から,蛍光法は BrdUrdの分布を忠実に反映していること,などが明き

らかにliDった (詳細は,中込:Exper.CellResりinpressおよび発表準備中).

(b)後期複製ⅩにおけるDNA複製所見と,Lyonizationの不完全性 (中込 ･岡･出

口): 正常な女性のⅩ染色体は,2本の内1本が不活性化している(Lyonization)と広く

信じられて来たが,性染色体異常患者の臨床像の研究から,不活性化が不完全であるという

疑いが出て来た.例えば Ⅹ0個体は, ターナー症候群と呼ばれる異常の組合せを示すが,

若しⅩⅩ (正常女性)個体の Ⅹ1本が完全に不活性ならば,両者の間には表現型に差が

無い筈で,Ⅹ0も正常女性となることが期待される.

この現象を説明する目的で,幾つかの仮説が提唱された.イ)後期複製Ⅹは全長にわた

り不活性化するのではなく,一部分が活性のまま残る.ロ)不活性化ほ全長にわたるが,

何%かの細胞では不活性化が起きない.-)全長にわたり全細胞で不活性化するが,細胞

周期の一部では活性が戻る.ニ)胎生の初期には,Ⅹは2本共活性を持ち,Ⅹ0とⅩⅩの

表現型の差は,総てこの時期に原因を求められる.

我々は昨年に引き続き,イ)の仮説を検証する目的で,後期複製Ⅹにおける DNA複製

の詳細な検討を行っているが,本年度は,ロ)を検討するため,単一な細胞を出発点とする

クローンを分離する作業を開始した.

2) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込 ･飯沼 ･阿部･千代 ･岡)

従来は原因不明とされていた先天異常の内から,分染法による詳細な分析によって,染

色体の特定の部位の変化に基づく新しい疾患単位を,分離,同定することを目標とする研
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兜で,昨年までに引き続いて行っている.

先ず分析技術に関しては,構成的-テロクロマチンに挟まれた,微小なユ-クロマチ./

の検出法の開発が,挙げられる. これはS期の全長にわたり大量の BrdUrdを取り込ま

せ,2次狭窄部を引延ばした後に,キナクリンないしギムザ染色を行う方法と,CBG法に

おけるアルカリ処理の時間を庵めて短くする方法の組み合せに よ り達成 した (阿部ら:

UAnn.Genet.,inpress).この方法を,一見C群染色体を1本過剰に持つ症例に応用した

ところ,9q2101に切断点を持つ isodieentrie染色体という,新しい染色体異常であるこ

とが,明きらかにされた.

その外,3q末端部の トリソミーによる先天奇形の同定に,初めて成功したこと(千代ら:

J.Ned.Genetリ13:525,1976),2q近位部の重複の同定に,やはり文献上初めて成功し

たことが特記されるが,後者については,なお検索が進行中である. また 13q末端附近

(遠位)の部分 トリソミー2例を経験した.従来から知られている 13トリソミーを,遠位

と近位 トリソミーに分ける可能性を含めて,臨床像との対応関係を検討している.性染色

体異常としては,環状のYについて,性分化の問題とからめて検討を進めている.

3) ヒト染色体多型の研究

(a) QおよびC多型(飯沼 ･松永): 昨年までに引き続き,ヒト正常集団の染色体標本

を,Cバンド法 (CBG)およびQバンド法 (QFQ)により分染し,多型分析を行った.今

年度は約 20例を加え,合計すると120例強についてのデータが集まったことになる.

実地面への応用に関して特記すべき結果としてほ,ⅩⅩ/ⅩYの症例が,おそらく重複受

精により生じたキメラであることを突き止めたことが挙げられる.血液型によってキメラ

の証拠が得られなかった症例に対し,多型分析が有効であたことになり,興味が深い.

(b) DNA複製パターンに基づく,染色体多型の解析 (岡･中込 ･松永): 多型分析の

目的には,従来は C(CBG)および Q(QFQ)バンド法が使われてきたが,分析精度が必

ずしも充分でなかった.そのため,例えば 21番の不分離についての家系分析でも,30%

程度の家系で結果が得られるに過ぎなかった.この数字を大幅に改善する目的で,DNA

複製に基づく解析法を開発し,LBA法と名付けた.4例についての予備的な検討の結果

では,DおよびG群の計 40本 (各例5対,計 10本)の内から,QFQでは5種の多型を

検出したのに対し,LBA法では13種が検出され,この方法がきわめて優れていることが,

明きらかにされた.しかも,本法で検出される多型は,Q多型との重複が少いので,両法

を併用すると,飛躍的に分析精度の向上が期待できることになる.さらに症例を増し,ま

たD,G群以外の染色体についての検討も,進行中である (岡･中込 ･松永 ･有馬および

中込 ･岡･松永,各発表準備中).

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいてDNAの複製と細胞分裂の調節機構に関する研究を

を行っている.そのほかに1万株を越える突然変異株の系統保存と分与も当部の任務とな

っている.
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当研究部の人事の面では榎本室長の岡山大学理学部への転出と,微生物遺伝部第1研究

室鈴木研究員の第2研究室長への昇格によって欠員となっていた第1研究室研究員に安田

成一博士を九州大学理学部生物学科から迎えた.さらに非常勤研究員として東京大学応用

微生物研究所松橋教授,九州大学理学部関口教授,東京大学理学部飯野教授の参加を得て

｢ペプチドグリカソの生合成に関する共同研究｣,｢DNA修復の細胞分裂に及ぼす効果｣,

｢細胞分裂と鞭毛形成との共観機構に関する研究｣を推進することのできたことは, まこ

とに有意義であった.3月にはカリフォルニア大学二階堂浩教授の来訪を受け,細菌外膜

の構造と機能に関する研究討論をおこなった.

研究費の面では一般研究A｢細菌細胞の生長と分裂の遺伝的調節機構に関する研究｣(継

読),ガン特別研究 ⅠI｢細胞分裂とDNA複製とをプラスミドやファージがコソトp-ル

する機構の解析｣および一般研究C ｢大腸菌の染色体DNA複製の調節機構｣などの研究

課題について文部省科学研究費の交付をうけた.さらに総合研究A ｢大腸菌 K12株変異

体をもちいた生体高分子生合成に関する総合的研究｣が認められたので 20名の分担研究

者とともに生体高分子の生合成機構を研究することにより,共通の問題である細胞の増殖

機構の研究を進進することが可能となった.

1)細菌細胞の分裂枚構 (鈴木 ･西村(行)･池谷･荻野 ･小林 ･広田):ペニシリンは細

菌の細胞分裂を停止させて細菌を殺すことが知られている.このペニシリンの性質を ｢細

胞を分裂させる蛋白質｣を同定する手段として用い,細胞分裂に温度感受性欠失をもった

突然変異体に適用することにより次の事実をあきらかにすることができた.すなわち,

(1)Sprattが命名した結合蛋白Ⅰとして知られるペニシリン結合蛋白は2種の蛋白質,わ

れわれは Ia,1bと名付けた,の混合物である.(2)結合蛋白 Ia,Ib,ⅠⅠⅠ,ⅠⅤのそれぞれ

についてペニシリン結合能を失った突然変異体を見出した.すでに ⅠⅠの欠失変異体は報

告されている.われわれはⅤの酵素活性(D-アラニン･カルボキシべプチデースIA)を失

った欠失変異体を既に分離しているから,これでペニシリン結合蛋白のすべてについて変

異体を得たことになる. (3)Ibか ⅠⅠⅠの結合能を失った変異体の細胞分裂は温度感受性

になる.このペニシリン結合能の欠失と細胞分裂の欠失とは1対1の対応をする.この事

実は IbとⅠⅠⅠが細胞分裂を実行する蛋白であること示している.(4)IaとⅠⅤ に結合

能を失った変異体は正常な細胞分裂をする.(5)東大 ･応徴研 ･松橋らとの共同研究によ

り,IVとⅤ とはそれぞれD-アラニン･カルボキシべプチデースIBとIAであり,この

両酵素の活性を欠く変異体は正常に増殖するので,両酵素は細胞分裂には不要であると結

論した.以上の事実から,｢両酵素がペニシリンの作用点であるとの説｣をくつがえし,寡

の作用点は ｢細菌の細胞分裂を行うIaとⅠⅠⅠである｣ことを示すことができた.

2)細胞分裂を行う遺伝子DNAをになうプラスミド(安田･武田･西村(行)･西村(昭)･

広田): 大腸菌の結合蛋白 ⅠⅠⅠの結合性がない変異体 (ftSⅠ)は同時に高温では細胞分裂

がとまることから,ⅠⅠⅠは細胞分裂に本質的な役割をもつもので, またペニシリソによる

細胞分裂阻害の標的であると結論される.われわれはCart)onらの合成したコリシンEI･

プラスミドコレクションのうちからftsI遺伝子をもつプラスミドを見出した.これらの
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プラスミドをftSⅠ変異株に入れると細胞分裂が正常におこり,また ⅠⅠⅠ蛋白の量が正常

な菌の約 10倍に増加する.コリシンElプラスミドDNAは菌の核当り10コピー以上

存在していることは既に知られているので, この ⅠⅠⅠ蛋白量の増加はその遺伝子数に対

応して量が増えたのであろう. このプラスミドを持つ菌を使えば細胞分裂遺伝子 fteⅠと

その産物ⅠⅠⅠ蛋白の純化を大量に行うことが可能となった.このプラスミドは分子量約

15×108ダル ト./の環状構造をもち,大腸菌 DNA約 11×106ダルトンを含み制限酵素

EooRIでは切られず,BanI,HindIH ではそれぞれ1ヶ所と3ヶ所が切られる. これ

をさらに他の制限酵素で切って細胞分裂遺伝子の純化を試みている. この他に,ftSB,

ftSE,ftsGの遺伝子を含むプラスミドを得た.いずれも細胞分裂に関する遺伝子である

ので,これらについても研究を進めている.

3) 細菌の突然変異系統の保存に関する研究 (広田･西村(行)･安田･斉藤 ･西村(昭)･

荻野):世界各地で現在活発に進められている ｢細菌をもちいた分子遺伝学的研究｣の進

展に伴って作成される細菌やプラスミドの基礎研究に有用な突然変異体を蒐集保存し,さ

らに変異体に関する情報を系統的に整理し,国内はもとより国外の研究者の求めに応じて

菌株およびそれに関する情報を提供し得る系統保存,情報センタ-を作りつつある.当研

究部で分離した温度感受性変異体5,000株のうち,約 1,000株について系統的同定を行っ

た.本年度は遺伝的に深い解析のされているβ-ガラクトシデース遺伝子欠失変異の生起

率と,トリプトファネース遺伝子の欠失変異の生起頻度を測定し,いずれも約 5-10% の

価を得た.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行っている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として進

化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究を

行っている.本年における研究活動および人事を要約すると次の通りである.

第1研究室では昨年に引続き集団遺伝学の立場から分子レベルにおける進化と変異の問

題を扱った.また,本年は新たに多重遺伝子族における同時進化の問題も加え,理論的研

究を行った.部長木村はコレジ･ド･フランスにおいて分子進化と集団遺伝学に関する講

義を行うよう招待を受けたので,英仏の遺伝学者との研究連絡も兼ね,5月12日から5月

28日までの期間,フランス国および連合王国へ出張した.また,11月22日から 12月2

日までの間,学会出席および研究連絡のため渡米した.木村の集団遺伝学および分子進化

論への貢献は次第に広く認められるようになり,本年は2つの名誉が与えられた.1つは

仏国トゥルーズの科学 ･考古学 ･文学アカデミー (L'Acad6miede且Sciences,Inscrip-

tionsetBelIesLetter8deToulouse)の外国人会員に選ばれたことである (1月 29日

付).j木村の渡仏の機会を利用し5月19日,同アカデミーでメダルおよび証書の授与式

が行われた.もう1つは文化勲章の受章で,11月3日,皇居における伝達式に出席した.

続いて文化功労者に選ばれ,11月4日顕彰式が行われた.人事の面では主任研究官太田朋
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千 (原田)が 11月1日付で第1研究室長に昇格した.

第2研究室では細分化された集団の遺伝的構造について数理的研究を行うと共に,遺伝

子頻度の確率過程一般についても拡散モデルによる研究を行った.また自然集団における

変異保有機構や人類進化の問題を集団遺伝学の立場から追究した.室長丸山毅夫は米国ウ

ィスコンシン大学の招きを受け客員教授として講義と共同研究のため6月 30日羽田発で

渡米した.また,昨年以来/-スカpライナ州にある国立保健環賃料学研究所 (NIEHS)

へ共同研究のため出張中の山崎常行研究員は4月 29日帰国,それに先立ち4月 25日付

で九大理学部生物学教室 (細胞遺伝学研究室)の助教授として転出した.

本年,集団遺伝部に関係の深かった行事をあげると,第2回谷口国際生物物理シンポジ

ウムが分子進化と多型 (̀̀MolecularEvolutionandPolymorphism")の題目の下に10月

1日から 10月5日まで遺伝研の会議室を借り開かれた.第1研究室の木村および太田は

この組織委員会 (委員長 木村)のメンバーとしてシンポジウムの編成および実行のため

努力した.外国人5名と日本人 13名が参加し,非常に有意義な会であった.

外国からの来訪者の主なものを列記すると次のようになる.ロンドン大学A.LMackal

博士 (6月 30日～31日),ロンドン大学 で.Blundell教授 (9月6日),フランス国立血

液研究所長 JacquesRu爪6教授 (9月7日),オ-ス トラ1)ア CSIRO数学 ･統計学部門

∫.Gani教授 (10月9日),フランス国立血液研究所 H.VergneS博士 (11月10-12日).

また,昨年と同様,非常勤研究員として安田徳一 (放医研 遺伝部室長)が ｢人類集団

の統計遺伝学的研究｣の題で共同研究に参加した.

第1研究室 (太田)

1) 分子進化論および集団遺伝学における中立説の立場 (木村): 分子進化の中立説が

1968年に木村 (Nature217:624-626)によって提唱されて以来,それをめぐって多くの

論争が行われるようになった,中立説によれば,分子 (遺伝子の内部構造)のレベルで初

めて検出されるような進化的変化や集団内変異 (多型)の大部分は自然淘汰に中立な突然

変異の出現 とその後の偶然的浮動によって生じたものである. これに対し,いわゆる淘

汰説側の主張によれば,分子進化は正の自然淘汰の助けを借りて起り,遺伝的多型は平衡

淘汰によって維持される.この両学説のいずれが正しいかの論議は中立説対淘汰説の論争

としてここ数年ますます盛んになって来た.木村は中立説の提唱者としてこの論争に加わ

り,所説を TrendsinBiochemical Sciences(1:N152-N154,N248-N249),科学 (46:

528-535)などの雑誌に表明し,また中立説の発展を JohnsHopkinsMedical Journal

(138:253-261),AnnaleSdeG6n6tique(19:153-168),遺伝 (11月臨時増刊号,貢 37-

45)などの雑誌に発表した,また,谷口国際シンポジウムその他における講演でも中立説

の主張を述べた,

2) マルチジーンファミリー(多重遺伝子族)の進化を扱うための簡単なモデル(太田):

リボゾームRNAや転移 RNAの遺伝子は染色体上で反復してマルチジ-ソファミ1)-

をなしており,突然変異遺伝子が染色体上を横に広がるという現象 (同時進化)が知られ

ている.この現象を説明するのに最も適当と思われる機構は不等交叉で,これによる染色
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体内での遺伝子数の増減によって同時進化が起ると考える.この場合1染色体のジーンフ

ァミリー内での遺伝子の増減は,有限集団における突然変異遺伝子の増減と同じように扱

うことができることを示した.いま遺伝子が不等交叉によって1個だけふえたり減ったり

し,増減が交互に起り,増減の2回の交叉を1サイクルと呼べば,1つの突然変異遺伝子

がファミリー内に広がるのには平均して n2サイクルの不等交叉を必要 とす る.詳細は

Nature263,74-76に発表した.

3) 蛋白質アミノ酸配列の進化に関する模擬実験 (太田): 蛋白質のアミノ酸配列の進

化速度一定性に関しては最近多くの議論がなされている.進化機構論の立場からは中立説

のもとで進化速度と突然変異率とが等しいことによって説明されるが,もしほぼ中立な突

然変異,特に微弱有害突然変異が蛋白質のアミノ酸置換に重要であれば進化速度は一定で

なくかなり時間と共にゆらぐことが予想される.そこで電子計算機を用い速度がゆらぐ場

合のモンテカルTl実験を行った.一般に用いられているように,ポアソン分布による補正

を行って進化速度を推定した場合,遠縁の比較ではこのゆらぎの度合を正確には推定でき

ないことがわかった.また進化速度の推定値も遠縁の比較では実際の値よりかなり低い場

合がある.詳細は J.Mol.Evol.8,1-12に発表.

4) 分子レベルの進化と変異における微弱有害突然変異の役割 (太田): 自然淘汰にほ

ぼ中立な遺伝子の中で重要なものは微弱有害突然変異ではないかと考えられる.それは次

のような観察事実によって示される.1)電気泳動法による測定では,実際に観察された-

テロザイゴシティーには上限があるようである.2)頻度の低い対立遺伝子が,突然変異と

遺伝的浮動の釣合いから予想されるよりも多数存在し,この傾向はショウジョウ/ミニの方

がヒトよりも強い.3)-テロザイゴシティーの遺伝子座の問の相関はショウジョウバェ

では中立説からの予想より高すぎるようである.4)-ワイのショウジョウバエでは蛋白

の進化速度が標準の値よりやや大きい.詳細は Theor.Pop.Biol.10,254-275に発表.

第2研究室 (丸山)

1) 地理的構造を持つ集団の数学的研究 (丸山): 集団全体の総個体数が一定であり,

交配がそれぞれの分集団または地方集団で独立に行われること以外はほとんど制約のない,

極めて一般的な集団構造について数学的解析をする方法を開発してきた.その方法は,逮

伝子頻度の時間的な変化をある拡散過程として取扱うもので,それによって遺伝学的に意

義のあるいくつかの事柄について解析が可能になった.詳しい成果については近く出版さ

れる予定の LectureNotesに発表する.

2) ヒトの進化について (丸山): IIomoerectusからHomosapiensが進化したとさ

れているが,どのようにして発祥したかについては幾つかの異なった学説がある.一方,

発見された当時には異なった属に命名された数多くの化石人が実はHomoerectusの地方

的亜種程度の違いであり,HomoerectuBは新大陸を除くほぼ全域に棲んでいたことが明

らかにされてきた.このような事情を背景に,われわれは,アジア,アフリカ,ヨーロッ

パの大陸に棲んでいた Homoerectusがそのまま種全体として Homosapiensに進化す

ることが可能であったかどうかを集団遺伝学的立場から考察し,それが不可能ではなかっ
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たという結論に逢した.詳細は,K.M.WeissandT.Maruyama,AmericanJournal

ofPhysicalAnthropology44.･31-50(1976).

3) 自然集団における酵素多型の分析 (山崎 ･丸山): ここ数年間タンパク多型に関す

るデータを集団遺伝学の立場から解析し,その維持機構と進化学的意義を調べてきた.今

までの研究はすべて稔合的性質についてなされ,多型の分布の諸性質は中立説から期待さ

れるものと矛盾しないことを示してきた.今年はしかし,おのおのの酵素について,-チ

ロ接合体頻度の分布および-テロ接合体の分散を計算し,それらの結果を理論的期待値と

比較した.ここでは,一つの種の一つの遺伝子座を確率過雀のいわば一つのサソプルパス

とみなし,サソプルパスの問の分散を求めた.それによると,-テロ接合体の分布では,

調べられた 22酵素群のうち 14酵素でやや有害,その他の7遺伝子座では中立説から期

待される分布とよく一致した.また分布において有害性を示した酵素群では分散が中立説

から期待される分散より低い値を示した.また一般にも,ほとんどの酵素で分散は中立説

から期待されるものより低い値を示す傾向があり,これは有害な多型対立遺伝子がかなり

含まれていることを示唆しているものと思われる.また,基質特異性を持つ酵素は非特異

的なものと比べて,より有害性が強い傾向が見られた.詳細は谷口国際シンポジウム講究

録に印刷中である.

4) キイロショウジョウバェにおける致死遺伝子とタンパク多型の比較 (山崎･渡辺):

今まで多くの集団でタソバク多型の分布が調べられてきたが,集団構造や集団の大きさ等

の重要なパラメクーがわかっていないためその維持機構を解明することが困難であった.

本研究は,集団における性質がよく研究されている致死遺伝子の分布と比較することによ

ってタンパク変異の維持機構を明らかにしようとした.調べた集団は勝沼,修善寺,山形,

安養 (韓国)の4集団で,そのおのおのの集団について 15のタンパク遺伝子座の遺伝子

頻度,致死遺伝子頻度と同座率を実験的に調査した.得られたデータ分布を比較検討する

と,タンパク多型は中立説から期待されるものと矛盾しないことがわかったが,これが唯

一の説明であるという保証を得るには至らなかった.そこで現在,電子計算機の助けを借

りた模擬実験によって違った説明の可能性について検討している.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行い,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の

開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究

を進めている.

二本鎖RNAを遺伝子とするカイコの細胞質多角体病ウイルスを用いてメッセンジャ-

RNA(mRNA)の 5/末端に特別の修飾構造が当部で発見されてから2年ほどの間にこの

構造が有核細胞系 mRNAに共通の構造として広く認められるようになった.われわれは

この構造の分布,形成過程,機能について研究を進めている.ここには明瞭な結果を得た

点についてのみ記すが,特に顕著な点はこの構造がタンパク質合成開始の複合体形成に必

要であること,この構造により細胞内で mRNAが安定に保たれることが下遠野を中心に
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した研究で明らかにされたことである.これらの結果が得られたことは,国立がんセンタ

ー研究所 ･杉村隆,三輪正直,進士秀明の三氏との共同研究によりタバコ細胞ピロホスフ

ァターゼがRNAの末端にピロ7)ソ酸結合を介して着く修飾のみを外すことが見出され,

この酵素を研究に導入できたことに依存するところが大きい.

杉浦は大腸菌RNAポリメラ-ゼの構造と機能を追究する研究の一環として微生物遺伝

部広田らの大腸菌 K12株の変異体コレクション中からRNA合成に関する変異体を調べ

た結果,初めて RNAポリメラ-ゼの β/サブユニヅトの変異株を得た.

当部では遺伝子DNAの構造研究を開始したが,ヌクレオチド配列順序の分析法を確立

し,あわせて生物学的に重要な機能をもつ遺伝子部分を分析するため,添田を中心にポ.)

オ-マウイルスの複製基点付近のDNA構造を調べている.また,カリフラワーモザイク

ウイルスDNAなども材料として調製し,構造研究に着手した.

杉浦は7月に西独-ソプルク市で開かれた第10回国際生化学会に於いて,二本鎖RNA

が大腸菌RNAポリメラーゼの鋳型になり得るという結果を発表した.引続き8月から10

月の問スイス国バーゼルのバーゼル大学バイオセンターと,(-ゼル免疫学研究所において

有核細胞の遺伝子クp-エソグの試みとして免疫グロプ1)ソおよび-モグロビンの遺伝子

の合成を利根川進博士らと共同研究した.

今年度は研究職員のほかは楠田潤,日高操,伊藤望,児玉八恵子,鈴木美枝,蛭田庸代,

瀬川和子,湯不二夫,榊原久美子らが研究に協力した.また,非常勤研究員 ･今本文男博

士 (大阪大 ･徴研),前述の国立がんセンター研の方々,植物ウイルス研 ･橋本純治博士,

東大理学部･岡田吉葉教授,大野嘩司博士,東京工大 ･畑辻明教授と研究室の方々,静岡

大 ･書永光一博士,大阪大 ･大塚栄子助教授などと共同研究を行った.

今年度も特別研究 ｢増殖の分子機構｣および文部省科学研究費補助金,とくに特定研究

｢生体における分子識別｣が研究の大きな推進力になったことを感謝したい.

1) レオウイルスのメッセンジャー RNAの 5′末端における修飾構造の形成機構 (下

遠野 ･三浦): レオウイルスの mRNAの5′端にはmTGS',p｡8′Gm-C-C一･･･なる修飾構

造があることを昨年明らかにしたが,RNA合成に際してこの構造がどのような順序で形

成されるかを調べ,CPウイルスの mRNA形成の場合と比較した.前処理したレオウイ

ルスに試験管内で基質 NTPとメチル供与体 S-アデノシルメチオニソ(SAM)を与えて

RNA合成を行わせるとき,加えるNTPの種類を限定し,反応温度を低く保ったのち,

基質と反応温度を通常に戻してごく短時間反応を進行させる.このとき合成されたオリゴ

ヌクレオチドを DEAEセルローズ尿素のカラムクロマ トグラフィーにより大きさの順に

分離し,5′末端部のメチル化の程度を分析した.これらの結果からまず,向き合いヌクレ

オチ ド構造 G5',,pBlGができ上がり,次に一方のGが7位置でメチル化して m7GmpG と

なり,RNA鎖が伸長しはじめると同時にもう一方の Gの 2/位置にメチル化が始 まり

m7GpppGm-C-C-- となることがわかった.CPVの場合はRNA鎖が3-4個伸びない
と5′末端ヌクレオチドの2/-0-メチル化が起こらなかったが,レオウイルスの場合は1-

2個の伸長時にメチル化が完了してしまう点が臭っている. また化学合成した G5'ppp5'G
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をレオウイルスおよび SAM とまぜると一方のGの7位置のみメチル化される(mTGp"G).

化学合成した GpppAに対しては全 くメチル化を起こさない. このことは CPVの場合と

全く対称的で,レオウイルスもCPVもメチル化するときの基質の構造を厳密に識別して

いることがはっきりした.

2)バクテリアメッセンジャーRNAの 5/末端構造 (三浦･今本): 有核細胞系では

mRNAの5/末端修飾構造が一般的に認められるが,バクテ])アなど原核細胞ではどうで

あろうか.大腸菌 ト1)プトファンオペロンの mRNAを 【82p]リン酸と【8Ⅱ-メチル】メチ
オニンでラベルしてみた.細胞から全 RNAを抽出し,グリセリン密度勾配中で遠心 L

mRNAを含む分画を T)ボヌクレアーゼ T雪とペニシT)ウムヌクレアーゼ Plで分解し,

向き合いヌクレオチド構造を探索した.NpppN型の構造は見出されず,5′末端から生じ

たと考えられるヌクレオチドとしては p,pRとppR(Rはプ7)ソヌクレオシドを指す)が
検出された.メチル化はリボソームRNAおよびその前駆体,tRNAにみられた.

3) 動物細胞核内低分子 RNAの 5/末端の修飾構造 (下遠野･漆原 ･三浦): 有核細
胞の mRNAの 5/末端に 7-メチルGが向き合いヌクレオチド構造をとっていることが

一般的に知られるようになってきたが,細胞内の他のRNA種について同様の構造をもつ
ものがあるかどうかを検索した.ベビー-ムスター腎臓の培養細胞 (BHK細胞)に 【82p]

リン酸と【aHメチル】メチオニンをまぜて培養したのち細胞質と核を分離し,それぞれか
ら全 RNAを抽出した.5/-5/向き合いヌクレオチド構造の検出にはRNAをリボヌクレ

アーゼ T2分解をしてDEAEセルロース上で7M尿素中でクロマトグラフし,オ1)ゴヌ

クレオチドを調べた (通常のヌクレオチ ド部分はモノヌクレオチドになる).問題となる

オリゴヌクレオチドは核内低分子 RNA画分から得られた.

このオ7)ゴヌクレオチドの構造を決定するためにPenicilliu仇 のヌクレアーゼPlで分

解し,N,p,Nと考えられるものを得た,これをホスホジエステラ-ゼで分解して陰イオソ
交換樹脂BioRadAGlでクロマトグラフすると,8乞pのピークは3つに均等に分かれ,その
1つは無機オルト.)ソ酸であった.あとの2つのピ-クにはメチル【3ⅠⅠ】が重なっている

ヌクレオチドで,一方は｡Am(2′-0-メチルアデニル酸)と同定された.もう一方のピ-ク

は,Amと比較して2.7倍のメチル基を含んでいた.アルカリホスファターゼで分解して
生じたヌクレオシドは+電荷を持ち,標準品数種と合わせたところ 2,2,7-トリメチルグ

ァノシソm㌔,2･TGと同定された.ヌクレオチドの状態で合成,m82,2-7Gとクロマトグラフ

ィで合わせたところたしかに 2,2,7-トリメチルグアニル酸であることがわかった･ これ

らの結果から元のヌクレオチドの構造はm32,2,TG8'mAmと結論した･RNAのT生分解の
とき2つのオリゴヌクレオチドが得られていたが,一方は m8乞一2･7Gさ′pp,AmpNpであり,

一方はm82,2,7G5′｡｡｡AmpNm,N,であることがわかった･これらの構造は核内低分子RNA

のうち 5.7SRNAと5.9SRNAにそれぞれ含まれていることが明らかにされた･
核内低分子 RNAの 5′端のこの向き合いヌクレオチド構造はアデノウイルスで形質転

換した BAT細胞でも全く同様に検出された.
R.J3hoiらは Noviko庁へ′iトーマ細胞の低分子 U2RNAに同様の構造を報告してい
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るが,これは同じ分子種と考えられる.しかし,彼等は向き合いヌクレオチド中に2個の

1)ソ酸を考えているが,われわれの仕事により3個の])ソ酸基が含まれていることがはっ

きりしたといえよう.(概略は Proc.Japan Acad.52(1976)563-566に発表した).

4) メッセンジャーRNA の 5/端修飾構造を分解する酵素の研究 (三浦 ･下遠野):

最近国立がんセンター研究所杉村隆研究室で三輪正直,進士秀明はタ/ミコ培養細胞から

ポリADPリボースを分解するホスホジエステラーゼを精製した.この酵素は核酸主鎖の

ホスホジエステル結合は切らないのでピロリン酸結合に特異的であると考えられた.上記

3名と共同して以下の実験を行った.[8IIメチル】で 5′末端向き合い ヌクレオチド構造

をラベルした CPウイルス mRNAを用意し,この酵素で分解した.酸可溶部にはpmTG

が検出され,RNA5′端の pAm-は RNA鎖に入ったままであった.調製した向き合い

ヌクレオチド構造 mTGる′p,pb′Am は分解されて pm7G とPiと pAm に分かれた. これ

らの実験によりタノミコのホスホジ-ステラ-ゼは ピロ リン酸結合に特異的で,有核細胞

mRNAからは 5′端の向き合いヌクレオチドの mTG6′pと隣り合うもう1個の1)ン酸基の

みを外すことが明らかになった.(EEBSLetters65(1976)254-257に発表)

5) タバコモザイクウイルス RNA の 5/端修飾構造の除去がウイルス感染性およびウ

イルス粒子形成に与える影響について (三浦･下遠野):

前項 4)に述べたタバコホスホジエステラーゼでRNA の 5′端修飾構造を外したとき

の生物活性の変化をみる一つの仕事としてタバコモザイクウイルス (TMV)のRNAの活

性に対する影響を調べた.この研究は東大理学部 ･岡田善美,大野嘩司;国立がんセンタ

ー研 ･進士秀明,三輪正直,杉村隆との共同研究である.

酵素の作用の完全性を確かめるために TMVRNA の 5/端,3′端の糖の2′,3′シスジ

オールを酸化後【BH】NaBII4で還元してラベルした.タバコホスホジエステラ-ゼほ5′端

の向き合いヌクレオチド構造のみを外すことを確認した.

この酵素処理をした TM:Ⅴ-RNA は TMV タン/くク質と会合して通常の TMV粒子を

再構成した. この再構成粒子および RNA のままで Niootianatabacu仇 Var.Xanthi

に対して感染性を調べたところピロホスファターゼ処理したものでは感染性が失われた.

TMV-RNA の 5/端修飾構造中のメチルグアニル酸は TMV 粒子の形成には直接関係

ないが,感染には関係があると考えられる.感染性がなくなったことはRNAの安定性が

失われ,エクソヌクレアーゼなどの作用を受け易くなったためであろう.(FEESLetters

67(1976)207-213に発表)

6) メッセンジャー RNA5′末端修飾構造の活性における役割 (下遠野 ･三浦):

有核生物の mRNA の 5′端の修飾構造がわずかの例外を除いて共通的に見られるよう

になってきたのでその生物学的役割を調べることにした.4)項に述べたタバコのピロホス

ファターゼを用いればRNA主鎖を痛めずに 5′末端修飾構造のみを特異的にとり外すこ

とができる.これまで同種の実験をするためには末端ヌクレオシドの酸化,β-除去の方法

しかなかったが,これでは 5′端修飾構造m7Gの他3/末端ヌクレオシドも外すので5′端

に特異的というわけには行かず,5′端修飾構造の除去も 100% というわけには行かなか
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った.

mRNAとしてCPVmRNAとTMV-RNA,グロビンmRNAを調製し,ピロホスフ

ァターゼ処理をしたものとしないものについてタンパク合成における鋳型活性をみた.タ

ンパク合成系は小麦肱抽出物の invitro系を用いた.3種類のmRNAともピロホスフ
ァターゼ処理をするとタ./バク合成能は失われた.

mRNAの 5′端付近はタン′くク合成の開始時に重要な役割を果たすと考えられるので,
mRNAを小麦腫抽出物の分画と混合し,スバルソマイシンでペプチド鎖の伸長を抑えて

タソバク合成開始の複合体の形成を調べた.天然のmRNAで複合体ができる条件でもピ
ロホスファターゼ処理した mRNAは複合体を形成しなかった.5/端の7-メチルGはタ
ンパク合成開始複合体の形成に必要と考えられた.

酵素処理をしたものとしないmRNAを小麦腫抽出物とまぜて保温すると,ピロホスフ
ァターゼ処理したmRNAは短時間で (1分で)分解してしまうのに,天然のmRNA分

子はほとんど分解しないことが見出された.従ってmRNAの 5/端向き合いヌクレオチ
ド構造はmRNAのエクソヌクレアーゼによる分解を抑え,mRNAを安定に保つために
必須の構造であるといえる.2)項に述べたようにバクテT)アのように mRNAの代謝回

転が盛んな細胞ではmRNAの5/端修飾構造がなく,そのためにmRNAの安定性が有核
細胞にくらべて非常に低いのであろう.

7) 大腸菌 RNAポリメラーゼの β′サブユニットの高温感受性変異株 (杉浦): 前年

度分離した高温感受性 RNAポリメラーゼ変異体のうち,JEIOO92株について酵素化学
的および遺伝学的解析を進めた.一般に,温度感受性菌からの酵素の精製は困難であるが,

精製法の改良によってJEIOO92株から効率よくRNAポリメラーゼの純化が可能となっ

た.純化した親株(PA3092)と変異株のRNAポリメラーゼを用いたサブユニット再構成

実験から,β/サブユニットが変化していることが明らかとなった.Plファージによる形
質導入実験から,この変異 (rpoC92)はrifと92%の頻度で同時に導入され,さらに遺
伝子の配列は argH-rif(β)-rpoC92(β)であることが判明 した.また,JEIOO92株を

Plよる形質導入で温度抵抗性にするとRNAポT)メラーゼほ温度抵抗性となり,道に野
生株 (W3110)に rpoC92を導入するとRNAポT)メラーゼは温度感受性になる.以上の
ことから,JEIOO92株の高温感受性はRNAポリメラーゼのβ/サブユニットの構造遺伝

子の変異によると結論された.SDS-ゲル電気泳動法,尿素-ゲル電気泳動法および等電点-

ゲル分画法で調べた限りでは,野生株と変異株の β′サブユニット問に差は検出できなか

った.T4lDNAを鋳型とした場合,野生株酵素活性の至適温度は400に対し,変異株酵
素のそれは 320であり460にすると活性が全く現れない.変異株酵素を高温にしてから

低温に戻すと活性が回復する.従って,JEIOO92のRNAポリメラーゼは温度を変える
ことによって活性を可逆的に変化せさることができ,そのため invilroで転写過程の詳

細な解析に極めて有用である.大腸菌ではこの種の変異株としてほ最初のものである.予

備的実験から,β′サブユニットが転写過程におけるプTlモータの選択に重要な役割をもっ

ていることが示された.
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8)真核細胞遺伝子のクローニングの試み (杉浦): 真核細胞の遺伝子を直接クローニ

ングするには,目的の遺伝子を濃縮するかまたはそのmRNAからDNAを合成すること

がまず必要である.後者の場合リバーストランスクリープタ-ゼで mRNAから相補的な

DNAを合成するが,従来は効率よくしかも鋳型 RNA と同じ長さの DNAを合成する

ことが困難であった.反応条件を大幅に変えることにより- 基質濃度を高める,鋳型濃

度を至適にする,反応温度を高める,反応時間を短縮す る等- ウサギ-モグロビン

mRNAでは加えた鋳型の40% の効率で mRNA と同じ長さのDNAの合成が可能とな

った.マウスミ-I-マより精製された免疫グロブリンmRNA(H20201鎖,甲2020α鎖,

3216毒j5)も同様にして,15-35% の効率で mRNA と同じ長さの DNAが合成できた.

これらの相補的 DNAを大腸菌 DNAポT)メラーゼ IAで二本顔とし,その 3/一末端に

ターミナルトランスフェラーゼでポリ(dT)を付加した.これらの合成 DNAからクロー

ニングが可能である (この研究は主としてバーゼル免疫学研究所の利根川進博士と共同で

行った).

9) ファ-ジT4の RNA リガーゼの反応中間体 (杉浦): ファージ T4の産生す る

RNAリガーゼは,ATPをコファクターとしてポリリボヌクレオチド鏡の環化反応以外に,

オリゴリボヌクレオチドの線状結合反応も触媒する.A-A-A-A-A-Aを受容体とし.PU-

U-U-Uを供与体として,ATP存在下で反応させた際に,基質と産物以外の化合物が検

出された.種々のヌクレアーゼを用いてこの化合物の構造を調べた結果 Ap暮pU-U-U-U

であると判明した.このオリゴヌクレオチドを供与体とすれば,結合反応に ATPを必要

としないので,Ap･pU-U-U-Uは反応中間体であることが明らかとなった.従って全反応

は下式で示される.

ATP･･pU-U-U-U- 0く:pAu_｡_｡J ppi

A-A-A-A-AIAI0くこAU_｡_｡_｡
ー A-A-A-A-A-A･pU-U-U-U+AMP

(大阪大学の大塚氏らとの共同研究で,NueleieAcid.Res.3,1613に発表).

K.遺伝実験生物保存研究施設

植物保存研究室 (藤井): 研究室設置の目的にそってイネ,ムギの主要系統を栽培し,特

性調査を行うとともに種子の更新,増殖を行った.イネについては 0.8ativaO.brevili-

gulataのうち過去 10年間繁殖していないものを重点とした 246系統と,保存種子の少

ない152系統を栽培した.なお今年新たに導入したものは0.salivalO系統と0.peren-

ni810系統 (タイ国野生集団)である.ムギ類は従来から栽培している Tritieu桝 属,

Aegilops属の外エソバク,栽培コムギなど合計 350系統を栽培した.また新しくえられ

た2倍体コムギの突然変異系統について遺伝様式と形質の調査を行った.

サクラは成木の老化にそなえ ｢天の川｣｢盛岡枝垂れ｣など30系統の接木を行うと共に
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構内に植栽している成木の調査を行った.アサガオは ｢木立｣｢獅子｣など 180系統を栽
培し調査と種子の増殖を行った.なおこれらの作業は非常勤研究員笠原博士,古里博士指

導のもとに農場 (応用遺伝部)の宮沢,田村が担当した.

藤井はコムギ, トウモロコシ,キュウリなどを用い突然変異の生成と回復,植物の性発

現機構の研究を行い,佐野は主としてイネを用いて同遺伝質系統の育成,野生イネから栽

培イネへの進化機構などについて研究した.

新しく開始した研究は ｢空中窒素固定能のイネ科植物への賦与｣である.これは微生物

遺伝部,分子遺伝部,および応用遺伝部の協力で始めたもので,当研究室の保存する豊富な

遺伝資源を利用し,イネ,ムギなどの中から空中窒素固定能をもつ系統を探索し,その遺

伝機構を明らかにしようとするものである.ガスクロマトグラフ装置によってトウモロコ

シ約100系統,イネ約200系統についてアセチレン還元能を測定した結果,前者で1系統,

後者で数系統に有意に高い還元能を認めた.この結果は系統によっては空中窒素固定菌と

の共生を可能とする遺伝子を含む可能性があることを示したものと云えよう.この知見に

もとずき還元能と植物の生育時期との関係や測定法などに検討を加えながらこの研究を強

力に推進する.

1) 種々の標識遺伝子をもつ相互転座系統の育種 (佐野･岡): 転座染色体の上に標識

遺伝子をもつ同遺伝質系統 (その遺伝背景はすべて台中 65号)を育成するため,交雑実

験を行った.この仕事は 1967年以来岡が続けてきた (年報 26号 34ページ)が本年度

から植物保存研究室に引きつがれた.本年は T6ne,T8neおよび T12如の3系統が選抜さ

れた.転座ホモ系統 T6および T8は穂かむり遺伝子 (ne)をもつ同遺伝質系統 (T65ne)

との交雑で,転座点とne遺伝子とが強い連鎖関係を示し(組換価 10% 以下),その F8

の検定交配の結果から転座と ne遺伝子についてホモの個体がそれぞれ選抜された.T12

では転座点は鎌不要遺伝子 (bc)と強い連鎖を示したので,同様に転座とbo遺伝子につい

てホモの FB個体を選抜した.その他,長護薪 (g),無葉音 (lg),無毛 (gl),もつれ (la),

赤米 (Rc)およびモチ (WX)遺伝子と転座ホモ30系統との交雑実験を行った.

2)野生稲の同化産物分配様式 (佐野･森島): 植物はその同化産物を各種器官に分配

しながら成長し,特定の成長様式を示すが,同化産物の生殖器官への分配率は生殖効率

(reproductiveeぽort)と呼ばれ,その適応的意義が重要視されている.本実験は種々の野

生稲系統の同化産物分配率の変異を調査し,それらの適応様式と栽培型への進化機構を検

討することを目標として計画された.野生稲 (OryzaperenniS)38系統と栽培稲 (0.

8ativa)3系統を短日水田2区に栽培し,各種の器官の大きさ･数 ･乾物重などを調査し

た.全量に対して種子重の占める割合 (生殖効率)は系統によって0-50%であり栽培稲

およびアジア一年生型系統は高い値を示した.

本実験での調査形質と他の実験から得られた競争力と繁殖様式に関する測定値,種々の

環境反応性など合計 45形質の測定値について,相互間の相関係数を求めた.それらの形

質は,群内では正の,群間では負の相関を示す2群に分かれた.第1群は種子生産性,坐

殖効率,種子の休眠性と散布力,乾ばつや浸水に対する抵抗性であり,第2群は栄養器官
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に対する同化産物分配率と生育量,他殖性,栄養成長における競争力などであった.この

ことから,同化産物分配率は他の種々な生態的特性と関係をもち野生稲における適応戦略

の分化を支配する要因であることが示唆された.

3) グラべ1)マ稲の突然変異の作出 (佐野･岡): 西アフリカの栽培稲 Oryzaglaber-

rimaの品種間には遺伝子分析のための十分な標識遺伝子が見出されない.必要な標識遺

伝子を整備し,それらの変異と形質発現に対する作用を普通稲0.sativaの遺伝子とを比

較することを目標として岡が選抜した種皮無色･弱感光性グラべリマ系統 の種子に EMS

処理 (0.5% 溶液に5時間種子浸折,27oC)を行った.Ml植物約1000個体から-穂一柾

法によって採種し約 7000のM2個体を栽培し,その中から識別できる形態的変異を示す

96個体を選抜した.それらは24の異なる表現型に分類された.寝性 ･葉緑素異常 ･葉の

褐斑点 ･無葉音は 0.1-0.5% の頻度で出現した.それらの遺伝子の同定は今後継続して

行う.

さらに,Ml植物の穂 3,780本について種子 (M2)の沃度試験を行い,モチ性について

-テロの1穂を発見し,それからホモおよび-テロの M2個体が得られた.グラベ.)マ稲

には今までモチ遺伝子は報告されていない.本研究室に保存するグラベリマ稲の450系統

はすべてウルチ性であった.今回得られたモチ突然変異遺伝子は-テロ個体では83(ウル

チ):25(モチ)の分離を示したので普通稲のモチ遺伝子同様に単純劣性であると考えられ

る.またそのホモ系統と普通稲台中 65号のモチ系統との Fl種子はモチ性を示した.こ

のことは両種のモチ遺伝子がほぼ同一の機能をもつことを暗示する.

4) トウモロコシ花粉による放射線障害の回復 (藤井): トウモロコシ花粉によってr

線の分割,低線量率照射,あるいは紫外線照射後に光回復処理などを行うと突然変異頻度

の低下,すなわち前突然変異からの回復がおこることは既に報告した.旺乳形質 Bz遺伝

子の突然変異には全体型と部分塑とがあり,さらに後者では粒の表面に現われる変異形質

の大きさに差がみられる.全体型と部分型の出現頻度はγ線,中性子ではほぼ2-3:1の

比率を示すが,γ線の分割照射,低線量率照射での変異頻度は前者が約 1/2と著るしく低

下するのに対し,後者は約2/3と低下の度合は少ない.(中性子は分割照射による変異頻度

の低下がみられない).一方紫外線照射では部分型が全体型の約3倍の頻度で出現し,電

離放射線と全く反対の様相を示すが,光回復処理によっては全体,部分両型ともに同じ度

合で非常に効率よく回復が行われる.

次に部分型について変異セクターの大きさの分布を調査した結果,紫外線処理によるも

のは粒のほぼ1/2が変異形質を示すものが部分型変異の 50% をしめたのに反し,電離放

射線によるものは粒のほぼ全面が変異形質を示すものが約 50% と放射線の質によって変

異セクターの分布が異なることが明らかになった.

5) 雌雄異花植物の性表現の変化 (藤井): キュウリによる雌雄花着生の変化について

引続き調査を行った.全雌性キュウ.)(MSU系統)種子にγ線照射を行い,処理当代(Aql)

にえられた雌雄同株植物の花粉を MSU系統に戻し交配したもののF4世代では全個体が

雌雄同株性を示した.ちなみに雌雄同株個体の分離は Fl,F2F8ではそれぞれほぼ 2/3,
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1/2,3/4であったことから自殖を重ねることによって雌雄同株性が強まることが知られた.

さらに同じ方法で 1974年の Mlにえられた雌雄同株個体の自殖種子からの後代でも同様

な傾向が認められ,このばあいは Faで全個体が雌雄同株となった.雌雄同株個体の出現

は 1973年の実験では 40kR区で 19個体中1本,1974年の実験では 50kR区で28個

体中3本と非常に頻度が高く,しかもMl世代に出現したものである.通常の突然変異は

殆んどが劣性であり,変異原処理による出現頻度も本実奴の結果に比べると著るしく低い.

しかし全雌性キュウリに現われた雌雄同株性はその形質が後代にうけつがれることから突

然変異によるものと云える.

6)遺伝工学的手法による窒素固定能のイネ科植物への賦与 (藤井 ･井山･佐野 ･下遠

野 ･広田): イネ科植物に遺伝学的手法によって窒素固定能を賦与しようとするもので本

年はトウモロコシとイネについて実験を行った.窒素固定能はアセチレン還元法によりガ

スクロマトグラフ装置 (島津 GC-3BF)を用いて測定し,大豆 ｢北農試 T202｣の根と根粒

の還元能を標準とした.

トウモロコシは世界各地原産の品種から無作為に抽出した100品種を無肥料の新墾地で

栽培し,出穂期に根を採取して一定量の切断根について還元活性を預け定した.ほとんどの

品種で活性が認められなかったものの,中米由来の1系統が明らかな還元活性を示した.

活性は大豆のばあいと同_じく好気的条件 (空気 90%+C2H乞10%)でしかも反応開始後約

60分から認められた.この系統については更に追試を行う.

イネは野生種を含んだ400系統を慣行肥料から窒素を除いて施した水田に栽培し,穂ば

らみ期から出穂期の根(切断根)について前述の好気的条件とともに嫌気的条件(He90%+

C乞H210%)の二通りの気相条件で反応させた後測定した.約200系統について還元能を測

定することができたがイネは大豆や トウモロコシとは異り好気的条件下では全く還元活性

が認められなかった.嫌気的条件下では活性を示すものがあったその大部分は 5nmol/g/

hr以下と好気的条件下の大豆の根の 1/100以下であった.しかし50nmol/g/hrと有意

に高い活性を示したものが3系統あり窒素固定能をもつ遺伝子型が発見される可能性が示

唆された.興味あることはこの3系統は何れも熱帯原産のものであり,また全般的にみて

野生系統は栽培系統に比べて還元活性が若干高かったことである.

動物保存研究室 (富田)

動物保存研究室はネズミ,ショウジョウバエおよびカイコ等の重要系統の保存と特性開

発の研究を行う目的で9月より発足した.吉田 (細胞遺伝部長)が室長を兼任し,米国ジ

ャクソン研究所に出張中の野口武彦研究員が,変異遺伝部から配置かえとなり,12月に帰

国者任した.なお野口研究員は帰国に際し数種の卵巣性および精巣性テラトーマを自然発

生的に生ずるマウス数系統をジャクソン研究所のDr.Stevensより分譲を受け,現在当保

存研究室で繁殖中である.

ネズミの系統保存は吉田室長,野口研究員および船津研究補助員と細胞遺伝部の協力に

より,カイコは鬼丸研究補助員と形質遺伝部の協力により,またショジョウバ-は大島施

設長および生理遺伝部の協力によって進められた.なお動物の保存系統名の詳細について
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は本誌保存系統のリストを参照願いたい.

1) ラットの毛色遺伝子の調査 (青田･船津): 日本国内にWistarと呼ばれるいろい

ろなラットの系統が分布しており,医学 ･生物学の研究に数多く使用されている.これら

は全てアルビノであるから外見から系統を識別することは困難である.したがってアルビ

ノの他の系統が混入している危険性もある.このために現在遺伝研で飼育中のWistarの

3系統および他のアルビノ系 (Buffalloおよび Fischer)の黒色毛 (a)および頭巾斑 (h)

の遺伝子を調査した.それの系統の由来および調査の結果は,次表 (蓑1)の通りである.

なお Wistar/Ms系は兄妹交配数代で毛色遺伝子が検討されたが (青田･牧野 1954),現

在と全く変りはない.

表 1 遺伝研にて飼育中のアルビノラット5系統の毛色遺伝子

系 統 名 E 系 統 の 由 来 l毛色遺伝子

2) マウスのテラトーマ発症機構の発生遺伝学的研究 (野口): マウスの精巣性テラト

ーマはその発症に関して,多数の条件や因子がわかっているので自然発生的に生ずる底蕩

の研究にとって貴重な研究材料である.129近交系マウスは精巣性テラトーマを多発する

が,それは胎児の生殖隆起中に多数存在する始原生殖細胞の内のほんの一部が突然発生学

的に全能 (totipotent)な肱細胞に異常分化することに起因する.この様な異常分化の背景

には始原生殖細胞の発生の仕方に何んらかの変化が兄い出せるものと期待し,テラトーマ

の発症時期に近い頃の生殖細胞の分化とテラトーマの発症頻度との関係を調べた.歴栓形

成後12日目から13日目にかけて,生殖隆起中には生殖細胞の分裂像が多数見られるが,

テラトーマの初期の細胞塊 (foci)が出現する 15日日～16日日には分裂像はほとんど認

められなくなる.テラトーマの出現の直前に大きな変化を示すこの生殖細胞の分裂像の敬

を生殖細胞の発生の一つの指標に選んだ.129系には7つほどの亜系が存在し,それぞれ

特有なテラトーマ発症率を示す.これら亜系の内から高発系と低発系を選んで生殖細胞の

分裂像の発生ステージにともなう変化を比較すると,低発系ではほとんど分裂像の見られ
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なくなる 16日目にも,高発系では散発的にかなりの数の分裂像を含む精巣がみつかり,

さらに重要なことはこの様に遅れて分裂する生殖細胞を含む精巣がテラトーマを持つ確率

はそうでないものに比べるときわめて高いことである.また 16日日肱の精巣をテラトー

マ fociの有無で二つのグループに分けその精細管の体積を組織学的方法で測定したとこ

ろ,テラトーマ foeiを有する精巣の精細管の体積はfoeiを持たないものより有意に小さ

いことがわかった.これは fotiを持つグループの精巣では生殖細胞の数がまだ十分数に

達していないこと.別な表現をすれば,生殖細胞の成熟が遅れていることを示唆する.
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V.研 究 活 動

A. 研 究 業 績

著 書

井 山 審也 1976:量的形質の遺伝.植物遺伝学 ⅠⅠⅠ,369-413.

賀 田 恒夫 1976:発癌物質の検出法と意義一突然変異を指標とす る実験-.岩波講座

現代生物学 15,癌 95-100,岩波書店,東京.

木村資生 ･近藤宗平編 1976:生命の起源と分子進化 岩波講座現代生物科学 7,岩波書

店 (東京).

黒 田 行 昭 1976:旋回培養.組織培養.基礎編 (中井準之助他編),158-167,朝倉書店

(東京).

黒 田 行 昭 1976:発生学における応用.組織培養.応用編(中井準之助他編),418-451,

朝倉書店 (東京).

松 永 英 1976:人発生のひずみ.出生前の医学,第2版 (村上氏広 ･馬場一雄 ･鈴木

雅洲編),17ト180,医学書院 (東京).

松 永 英 1976:遺伝 ･環境両要因による発生のひずみ.出生前の医学(村上氏広 ･馬

場一雄 ･鈴木雅洲編),359-374,医学書院 (東京).

松 永 英 1976: ダウン症とその他の染色体異常症.神経疫学(黒岩義五郎 ･近藤喜代

太郎編),290-308,医学書院 (東京).

松 永 英 1976:網膜鯵鹿 (網膜芽細胞腫).神経疫学 (黒岩義五郎 ･近藤喜代太郎編),

375-384,医学書院 (東京).

三浦謹一郎 1976:VirusesIChemistryoftheirstructuralunit.AGethodicumChi-

micumllPart1:84-102.AcademicPress(NewYork)-GeorgThieme

(Stuttgart)-Maruzen(Tokyo).

森 島啓 子 1976･. 野生稲と栽培稲における進化と適応に関す る詰問愚.育種学最近の

進歩第17集,13-18,啓学出版 (東京).

森 脇 和 郎 1976:細胞遺伝学から見た老化.老年学,56-74,朝倉書店 (東京).

森脇和郎 ･青塚正志 1976: マウス H-2抗原特異性の同定および抗 H-2血清の作製.

免疫実験操作法 ⅤⅠ.1443-1447,日本免疫学会.

中込 弥 男 1976:染色体異常による疾患.出生前の医学,第 2版 (村上氏広 ･馬場一

雄 ･鈴木雅州編),232-266,医学書院 (東京).

小 川恕 人 1976:セルt,-ズアセテ-ト電気泳動法.電気泳動実験法 (電気泳動学会

編),45-80,文光堂 (東京).

田島弥太郎 1976:突然変異成立機構の研究法,出生前の医学 (村上ら編),490-50,医

学書院 (東京).
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田島弥太郎 1976:環境要田による先天異常の予防一突然変異の問題,出生前の医学 (料

上ら編),887-889,医学書院 (東京).

田島弥太郎･松永 英 1976:人間の遺伝 改訂版,日本放送出版協会 (東京).

青 田俊秀 1976:培養細胞の染色体.組織培養,5171530,朝倉書店 (東京).

吉田俊秀 ･加藤旋夫 1976:染色体.組織培養一基本と実際,174-203,永井書店 (大阪).

青 田俊秀 1976:Thecytogeneticsandevolutionofrats.Asian ratsandtheir

control,3-10,ASPAC,Taipei.

輸 文

A.A.Baradjanegara･藤井大胡 ･天野悦夫 1976:Effectsofgamma-raysandneu-

tronsontheseedlingandcallusgrowthinriceseeds.Radioisotopes

25:209-214.

藤島 通 ･市川忠雄 1976: 2田子反転試験の補足分析法と不等間隔搾乳試験-の適用.

日本畜産学会報 47:68-72.

市川忠雄 ･藤島 通 1976:不等間隔搾乳が乳牛の乳量･乳成分および乳房炎発生にお

よぼす影響一昼間の搾乳間隔を7時間半とした場合.日本畜産学会報 47:

518-525.

磯野克己･I.Krauss･広田事故 1976:Isolationandcharacterizationoftemper-

ature-sentitivemutantsofEscherichiacoliwithalteredribosomal

proteins.Mol.gen.Genet.149:297-302.

今井弘民 1976:Furtherevidenceandbiological signiRcancefornon-random

localizationofthecentromereonmammalianchromosomes.J.theor.

Biol.61,195-203.

賀 田恒 夫 1976:Rec-assaywithcoldincubationwithandwithoutmetabolic

reactivationinvitro.MutationRes.38:340.

河原孝忠･西藤克己 1976:Geneticparametersoforganandbodyweightsinthe

Japanesequail.Poult.Sci.55:1247-1252.

河原 孝 忠 1976:実験用ウズラの由来と有用性.実験動物 25:351-354.

加藤旋夫･H.F.Stick 1976:Sisterchromatidexchangesinageingandrepair-

deficienthumanfibroblaStS.Nature260:447-448.

木 村 資生 1976:Randomgeneticdriftprevails.TrendsinBiochemicalSciences

l(No.7):N152-N154.

木村 資 生 1976:Populationgeneticsandmolecularevolution.JohnsHopkins

MedicalJournal138(No.6):253-261.

木 村 資生 1976:Howgenesevolve;apopulationgeneticist'sview.Annalesde

G6n6tique19:1531168.

木村 資 生 1976:ThenelltraltheoryasasupplementtoDarwinism.Trendsin

BiochemicalSciences1(No.ll):N248-249.
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黒 田 行 昭 1976:Sensitizationprocedurefordetectingdrug･resistantmutations

inculturedhuman diploidcells.MutationRes.38:341-342.

黒 田 行 昭 1976:培養ヒト2倍体細胞における誘発突然変異の発現機構.組織培養 2

(1):20-23.

Weiss,K.M.･丸山毅夫 1976:Archeology,populationgeneticsandstudiesof

humanracialancestry.AmericanJournalofPhysicalAnthropology

44:31-50.

松 永 英 1976:Possiblegeneticconsequencesofrelaxedselectionagainstcom-

mondisorderswithComplexinheritance.Hum.Genet.31:53-57.

松永 英 ･尾久博一 1976:RetinoblastomainJapan:Follow-upsurveyofspo-

radiccases.Jap.J.Ophthalmol.20:266-282.

松 永 英 1976:Hereditaryretinoblastoma:Penetrance,expressivityandage

ofonset.Hum.Genet.33:1-15.

藤田弘子 ･松永 英 1976:Down'ssyndromeandmaternalage:A surveyover

30yearsinJapan.ExcerptaMedicaIntern.CongressSeriesNo.397:

72.

松 永 英 1976:introductiontoasymposiumonmonitoringofbirthdefects.

Teratology14:231.

森 脇 和 郎 1976:野生音歯頬の実験動物としての有用性.実験動物 25:335-344.

有 賀 勲 ･村上昭雄 1976: カイコ雌におけるエチルメタンサルフォネ～トによる染

色体組換えの誘発実験 日蚕雑.45:219-224.

島田由美･村上昭雄 ･田島弥太郎 1976:Dosimetricstudiesontheincorporationof

furylframideintooocytesofthesilkworm.MutationRes.38:346-347,

村 上 昭 雄 1976:Ⅹ-ray-inducedrecombinationduringoogenesisinthesilkworm

(Bombya;noriL).Rad.andEnvironmBiophys,13:187-195.

村上昭雄 ･室田哲郎 ･島田由美 ･田島弥太郎 1976:Furtherstudiesonthegenetic

eだectsoffurylfuramideonmaturespermato-zoaofthesilkworm.

MutationRes.38:342-344.

室田哲郎 ･村上昭雄 1976:IndllCtionofdominantlethalmutationsbyAlkylating

agentsingerm-cellsoftheSilkworm,Bombyxmori.MutationRes.
38:343-344.

千代蒙昭 ･黒木良和 ･松井一郎 ･新津直樹 ･中込弥男 1976:Aeaseofpartialtrisomy

3q.J.Wed.Genet.13:525-528.

中込 弥 男 1976:Nonrandomdistributionofexchangepointsinpatientswith

structuralrearrangements.Amer.J.Hum.Genet.28:31-41.

中込 弥 男 1976･.EarlyreplicatingDNAandchromosomebands.ExcerptaNed.,

Intern.Congr.Ser.No.397,5thIntern.CongT.Hum.Genet.143.
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中込弥男･寺村文男･片岡健吉 ･細野文寿 1976:Mentalretardation,malformation

syndromeandpartial7pmonosomy45,ⅩⅩ,t,die,(7;15)(p21;pll).

Clin.Genet,.9:621-624.

中島俊一 ･柳沢正義 ･鴨下重彦 ･中込弥男 1976:A(entalretardationandcongenital

malformationsassociatedwithBringchromosome9.Hum.Genet.32:

289-293.

岡 彦 - 1976:Mortalityandadaptivemechanism80fOryzaperennisstrains.

Evolution30:380-392.

大 西 正 道 1976:ELrectsofpopulationdensityandtemperat,ureconditionon

RtneSSinDrosophila 仇elanogaSter.I.Developmentaltimeandpre-

adultviability.Japan.J.Genet.51:19-25.

大 西 正 道 1976･.Etfect80fpopulationdensityandtemperatureconditionon

飢nessin Dro80Phila 仇elanogaster.ⅠⅠ.Fecundityandmortality.

Japan J.Genet.51:305-314.

大沼昭夫 ･村上昭雄 1976: カイコにおけるガンマー線誘発-W転座系統の遺伝学的分
析.日蚕雑 45:172-178.

太 田 朋 子 1976:Simulationstudiesontheevolutionofaminoacidsequences.

J.Mol.Evol.8:1-12.

太 田朋 子 1976･.Simplemodelfortreatingevolutionofmultigenefamilies.

Nature263:74-76.

太 田朋 子 1976:Roleofveryslightlydeleteriousmutationsinmolecularevolu-

tionandpolymorphi8m.Theor.Pop.Biol.10:254-275.

定家義人 ･賀田恒夫 1976:Recombination-deficientmutantsofBacillus subtiliS.

J.Bacteriol.125:489-500.

白須寿彦 ･森谷正明･加藤貴美江 ･賀田恒夫 1976:Mutagenicityscreeningofpesti-

cidesinthemicrobialsystem.MutationRes.40･.19-30.

定家義人 ･成井喜久子 1976:Repairdeficiency,mutatoractivity,andthermal

prophageinducibilityindnal8182strainsofBaoilluSSubtiliS.∫.

BaeteTiol.126:1037-1041.

定家義人 ･成井喜久子 ･賀田恒夫 1976:Enhancedultravioletmutagenesis,repair

deficiency,mutatoractivity,andthermal prophageinducibilityin

dna-8132strainsofBaoilluSSublilis.Proc.ofVII.Inter.Congr.on

Pbotobiology(Rom乱)p.151.

佐 野 芳 雄 1976:数量分類法による Melilotus属の解帆 北海道大学農邦紀 9:286-

302.

下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1976･.Theprocessofformationofthe5′-terminalmodified

structureinmessengerRNAofcytoplasmicpolyhedrosisvirus.FEBS
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Lett.64:204-208.

進士秀明･三輪正直･杉村 隆 ･下遠野邦忠･三浦謹一郎 1976:Enzymecleavingthc

5'-terminalmethylatedbl耽kedstructureofmeSSengerRNA.FEES

Lett.65:254-257.

大野嘩司･岡田富美 ･下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 ･進士秀明･三輪正直 ･杉村 隆 1976:

-Enzymaticremovalofthe5/-terminalmethylatedblockedstructureof

tobaccomosaicvirusRNAanditseffectsoninfectivityandrecon-

Stitutionwithcoat.protein.FEBSLett.67･.209-213.

畑 辻明･中川 厳 ･下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1976:Thesynthesi80fα,㍗-dinucleO-

sidetriphosphates.Theconfrontednucleotidestructurefoundatthe

5Lterminusofeukaryotemessengerribonucleicacid.Chem.Lett.

980-990.

下遠野邦忠 ･漆原敏之 ･三浦護一郎 1976:TheNe,2,7-trimethylguanylicacid-block-

ingstructureatthe5′-terminusofsomelowmolecularweightRNAs

innucleus0fananimalcell.Proc.JapanAcad.52:563-566.

*塩田浩平 1976:Embryotoxiceffectsofpolychlorinatedbiphenyls(Kanechlors

300and500)inrats.OkajimasFol.Anat.Jap.53:93-104.

*塩田治平 1976:PostnatalbehavioraleぽectsofprenataltreatmentwithPCBs

(polychlorinatedbiphenyls)inrats.OkajimasFol.Anat.Sap.53:105-

114.

*塩田治平 1976:Fetalaccumulationofpolychlorinatedbiphenyls(PCBs).A

considerationontheproblemofhumanprenatalexposuretoenviron-

mentalpollutants.先天異常 16:9-16.

*塩田浩平･周 明仁 ･西村秀雄 1976:Factorsas80Ciatedwiththeoccurrenceof

earlyresorptionofhumanembryos.MutationRes.38:347-348.

塩 田浩平 1976:Humanmaterialsandstudyofpolllltant,S.I.ancetii:48.

塩田浩平･松永 英 1976･.EpidemiologiCalstudyofholoprosencephalyinhuman

embryos.Teratology14:253.

大塚栄子･西川 諭･杉浦昌弘･池原森男 1976:Joiningofribooligonueleotideswith

T4RNA ligaseandidentificationoftheoligonucleotide-adenylate

intermediate.NucleicAcidResearch3:1613-1623.

佐久間慶子･木南 凌 ･村松正実 ･杉浦昌弘 1976:Conservationofthe5′-terminalnu-

cleotidesequencesofribosomal18-SRNAineukaryotes,differentialevo-

1ut.ionoflargeandsmallribosomalRNA.Eur.I.Biochem.63:339-350.

鈴木秀穂 ･西村行進 ･池谷弘子･J.Campisi･平島昭和 ･井上正順 ･広田事故 1976:A

novelmutationwhichcausesaStructuralchangeinalipoproteinin

*他機関の所属にて発表された業歳.
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theoutermembraneofEsoherichiacoli.J.払cteriol.127:1494-1501.

八木康興 ･土川 清 ･下井信夫 1976:Teratogenicityandmutagenicityofaphtha-

1ateester.Teratology14:259-260.

渡辺隆夫･W.W.Anderson 1976:SelectionforgeotaxiSinDro80Phila nelan0-

gaSler:Eeritability,degreeofdominance,andcorrelatedresponces

toselection.Behav.Genct.6:7ト86.

渡辺隆夫･山口 修 ･向井輝美 1976:ThegeneticvariabilityofthirdchromosomeS

inlocalpopulationofDrosophilamelanogaster.Genetics82:63-82.

渡辺隆夫 ･山崎常行 1976:Evidenceforcoadaptation:Negativecorrelationbe-

tweenlethalgenesandpolymorphicinversionsinDro80Phila肌elan0-

gastor.Genetics82.･697-702.

渡辺隆夫 ･河西正典 1976:ColonizationofDrosophilasinukneinJapan.Proc.

JapanAcad.56:191-194.

渡辺隆夫 ･渡辺泰州･大島長造 1976:Geneticchangesinnaturalpopulationsof

Dro80PhilamelanogaSter.Evolution30:109-118.

安田成一 ･関口睦夫 1976:FurtherpurificationandcharacterizationofT4endo-

nucleaseV.Biochim.Biophys.Acta442:197-207.
西田育巧 ･安田成一 ･関口睦夫 1976:RepairofDNAdamagedbymethylmethane-

sulfonateinbacteriophageT4.Biochem.Biophys.Acts442:208-215.

青 田俊 秀 1976:SegregationontheNo.1chromosomepairintheblackrat

(RattuSrauuS)maintainedinapopulationroom.Proc.JapanAcad.

52:130-138.

青 田俊 秀 1976･.KaryotypesandmeioticsegregationofhybridsbetweenAsian

andOceaniantypeblackrats.Proc.Japan Acad.52:304-307.

青 田俊 秀 1976:FrequenciesOfchromosomepolymorphism(pairs,No.1,9and

13)intheblackratofJapan.Proc.Japan Acad.52:405-408.

青 田俊 秀 1976:染色体とネズミの進化.進化生研年報 2:3-20.

B.その他の発表文献

天 野悦 夫 ムラサキツユクサによる放射線の測定.IsotopeNews1976月2年号p.6-

p.7.

広田事故 ･高垣洋太郎 1976:急展開する実験発生学.自然12月号:40-49.

飯沼和三 ･日暮 其 1977:染色体異常の最近の話題.小児科 18:ll-16.

飯沼和三 ･日暮 其 1977:遺伝学の知識と遺伝相談.臨床医 3:186-191.

日暮 真 ･飯沼和三 1977: 明日-の小科児展望.'76年版4.染色体異常 ･奇形,p.25-

31,金原出版.

賀 田恒 夫 1976:環境変異原の検出方法の進歩とその利用一微生物を用いた変異試験
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法一.公害と対策 第12巻4月号,5-9.

賀 田恒 夫 1976:環境変異原の検出の実例と対策一食品添加物.公害と対策 第12巻

4月号,29-32.

賀 田恒 夫 1976:微生物の変異と改良.醸醇と工業 第34巻3月号,158-162.

木 村 資 生 1976:分子進化論および集団遺伝学における中立説の立場.科学 46(No.
9):528-535.

木 村 資 生 1976:集団遺伝学,遺伝 11月号臨時増刊号:37-45.

黒 田行 昭 1976:環境変異原の検出方法の進歩とその利用一培養細胞について.公害

と対策 12(4):384-392.

黒 田行 昭 1976:Hayflickの俣説をめくすって-培養細胞の老化と寿命.医学のあゆみ

97(9):472-478.

松 永 英 1976:経口避妊薬による突然変異誘発の問題.産婦人科治療 32(1)88-93.

松 永 英 1976:遺伝学の最近のあゆみを振り返って.遺伝 30(12):3-12.

三浦謹一郎 1976:遺伝学の最近の進歩一分子遺伝学,遺伝 30(12)174-187.

三浦謹一郎 1976: ファ-ジ遺伝子 RNAの全塩基配列決定.蛋白質 ･核酸 ･酵素 21

(7)555-556.

森 脇 和 郎 1976:Myelome細胞の clonalaging.医学のあゆみ 97:464-471.

村 上 昭 雄 1976:環境変異原の検出方法とその利用一昆虫について一.公害と対策12:

393-396.

村 上 昭 雄 1976:PCBの突然変異性-カイコの実験を中心として-.化学と生物 14:

782-785.

中込 弥 男 1976:染色体領域における最近の話題.松医会報 No.20:14-17.

中込 弥 男 1976:羊水から得られる情報.耳からきく医療情報 No.112:テープA面,
メジカルビュー社 (東京).

大島長造 ･李 元鏑･河原孝忠･藤島 通 1976:環境悪化の動植物に与える影響の遺

伝学的研究.Ⅰ.動物に対する騒音環境の影響の研究.昭和 50年度環境保全

研究成果集 (Ⅰ),環境庁編 5-1-58.

大 島長 造 1976:行動遺伝学.遺伝 30(12):154-163.

太 田朋 子 1976:分子進化.遺伝 30(12):46-54.

武田 穣 ･広田事故 1976:大腸菌の DNA複製に関する分子遣伝学的研究.蛋白質 ･

核酸 ･酵素 21:905-926.

田島弥太郎 1976:DNA分子組換え研究の国際的動向.学術月報 29(6):420-427.

田島弥太郎 1976:遺伝学の将来.遺伝 30(12).･188-191.

吉 田俊 秀 1976:実験動物の純化と開発.学術月報 29(3):29-31.

吉 田俊 秀 1976:実験動物の純化と開発に関する研究の必要性.学術月報29(6):378-

381.

青 田俊 秀 1976.新しい実験動物の候補,学術月報 29(6):381-385.
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C.発 表 講 演

高一 i l 題 名 I月日I場 所 l 学 会 等 名 称

天 野 悦 夫

天 野 悦 夫

天 野 悦 夫

天 野 悦 夫

遠 藤 徹

藤 井 太 朗

藤 井 太 朗

藤 井 太 朗

藤 島 通

藤 島 通

松橋 通 生
高垣洋太郎
丸 山一 郎
玉城成夫
広 田幸敬
西 村 行 進

トリチウム実験施設について

速中性子による突然変異誘発効果

モチ澱粉変異体の形質表現

Mutationdetectioninmaize

イネ･アイソザイムの調節系

全雌性キュウリの雌雄同株変異について

トウモロコシ花粉における γ線障害の回復

AhtationinhigherplantsanditstestSystem

PSyChologiCaladaptationへのアブp-チ

マウスの Albinism と弁別回避学習成績

カイコの卵形成におよばすアニリン誘導体の影響

力イコ桶期の生殖細胞のマイトマイシンC処理によ
るF2世代における突然変異反応

細胞壁合成の分子生物学 Ⅰ-Ⅳ

京都大学原子炉実験
所

〟

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

京都大学宇治分校

北 海 道 大 学

大 阪 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

大 阪 大 学

京都工芸級維大学
京 都 市

岐阜県勤労福祉セン
ター
岐 阜 市

京 都 女 子 大 学

京大原子炉短期研究会

京大原子炉短期研究会

日本遺伝学会第 48回大会

East-AsianWorkshopon
A(utagemicityTestingof
Chemicals

植物タソバク質研究ゼミナール

日本育種学会第 50回講演会

日本遺伝学会第 48回大会

East-AsianWorkshopon
MutangenicityTestingof
Chemicals

家畜育種研究会第 15回談話会

日本動物心理学会第 16回大会

日本蚕糸学会第 46回学術鼓浜
会

日本蚕糸学会東海支部第 24回
研究発表会

51年度日本農芸化学会
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玉
高
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広
西
鈴

飯
松
山

今

井
賀

井
酒

井

並
伊
鬼
賀
辻

賀
辻
西

賀

賀
定
井

大腸菌細胞壁ペプチ ドグリカン生合成酵素の機能

異常染色体の由来に関する研究と染色体多型の利用

晴乳類におけるテロセントリック染色体の起原

枯草菌の PrimerAetivating酵素について

林木の精英樹選抜法に関する考察

ヒエにおけるプロパニール感受性の変異

ソルビン酸と亜硝酸の反応による微生物生育阻害作
用物質の生成について

微生物変異株による発癌性 ,遺伝毒性物質の分解と
不活性化 Ⅰ.6価クT,ムお よびニ トロフラン化合物
について

放射線による微生物育種

外部および内部放射線によるDNA損傷の生成,醍
秦,修復の機構とその効果比 Ⅰ.

放射線の分子レベルでの考察,修飾機構とくに感受
性化について

賢 買芸妄韻 裏芸韻 蒜,D"3%AidimtaogeBgn還"の検

ll.20

10.28

9.4

4.1

9.6

4.1

4.2

7.9

10.8

10.12

10.16

北 海 道 大 学

京 都 会 館

日本生命中之島研修
所

北 海 道 大 学

東 京 大 学 農 学 部

北海道大学農学部

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

国立予防衛生研究所

広 島 大 学

広 島 大 学

東京大学医科学研究
所

第 49回日本生化学会大会

第 21回日本人検遺伝学会総会

日本遺伝学会第 48回大会

日本生化学会昭和 51年度大会

日本育種学会第 49回講演会

日本育種学会第 50回講演会 冷

日本農 芸 化学会昭和 51年度大 鞘
金

轡

日本農 芸化学会昭和 51年度大
会

放線菌育種談話会

日本放射線影響学会第 19回大
会

第 15回日本生物物理学会年会
シンポジウム

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会
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賀 田恒 夫
定 家 義 人
成井喜久子

賀 田恒 夫

蓑 田若 美‡

白須 春 彦
森 谷 正 明
加藤貴美江
F.Lienard
英
昭
恒

量
恒

塚
本
田

松
田

手
寺
賀

兼
賀

森 谷正 明
加藤貴美江
白須 春 彦
賀 田恒夫

加 藤 旋 夫
A.A.
Sandberg

河 原 孝 忠

河原 孝 忠

穿 琵 憲監‡

河 原 孝 忠

河 原 孝 忠

河原 孝 忠

枯草菌における突然変異の検出

Mutationinductioninbacteria

2-(2-Furyl)-3-(5-Nitr0-2-Furyl)-Acrylamide(AF-
2)の生化学的及び電気化学的異性化反応について

Mutagenicityscreeningonpesticidesandmodi-
Gcationproducts;abasisofcarcinogenecity
evaluation

金属化合物の突然変異原性について

聖 警翌 夏警禦 讐 警票薫葉性スク- .'ニソグ

EffectsofvariousseraOntheyieldofsister
chromatidexchangem vitro.

野生型ならびに飼育型ウズラに関する遺伝学的研究

実験用ウズラの由来と有用性

ニホンウズラの産卵に関する遺伝学的特性

日本ウズラの内臓重量に対する近親交配効果

野生ウズラの実験室内環境下における無意識選抜に
よる諸形質の遺伝的変化

野生ウズラの飼育による遺伝的変化

10.16

10.16

ll.ll

1.24

2.5

4.1

4.2

4.4

5.23

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

京 都 女 子 大 学

米 国
ColdSpringHarbor

東京大学医科学研究
所

東京大学医科学研究
所

OMNIInternational
HotelNorfolk,Va.
U.S.A.

山 階 鳥 類 研 究 所

農 協 ビ ル

日本都市 セ ンター

明治大学 生田校舎

東 京 大 学

山 梨 大 学

日本遺伝学会第 48回大会

East-AsianWorkshopon
A(utagenicitiyTestingof
Chemicals

日本農芸化学会昭和 51年度大
会

ColdSpringHarborSym-
poslum OntheorlglnOf
eaneer

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

15thAnnualSomaticCell
GeneticsConference

日本鳥学会1月(1976)例会

実験動物の開発改良第4回シソ
ポジウム

日本家禽学会1976年度春季大会

日本畜産学会第 65回大会

家畜育種研究会第 15回談話会

日本鳥学会 1976年度大会
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河 原 孝 忠

河 原 孝 忠

木 村 資生

木 村 資 生

木 村 資 生

木 村 資生

木 村 資 生

木 村 資 生

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

ウズラにおける改良の経過

ウズラの domestieationに関する研究

ウズラにおける血菜アルブミンの多型

ウズラの赤血球エステラーゼ Dアイソザイム

How genesevolve;apopulationgenetieist's
γlew.

EvolutionaryChangeatthemolecularlevel;a
neutralist'sview.

Causes0fevolutionandpolymorphismatthe
molecularlevel.

集団遺伝学と分子進化論

Geneticcodesandthelawsofevolutionasthe
basesforourunderstandingofthebiological
natureofman

GeneticCodesandthelawsofevolutionasthe
basesforourunderstandingofthebiological
natureofman.

Chemicallyinducedsomaticcellmutationsin
culturedhumandiploidcells.

ヒトの培養2倍体細胞における老化と変異

動物細胞の相互接着性の細胞周期による変動

培養ヒト2倍体細胞の復帰突然変異を用いた化学物
質の突然変異性の検定

10.15

10.29

10.15

4.1

5.14

5.24

10.1

ll.13

ll.17

ll.26

8.5

8.10

10.4

10.16

新 潟 大 学

日本生命中之島研修
所

新 潟 大 学

日本都市センタ-

Col1台gedeFrance,
Paris

オックスフォ-ド大
学 (oxford)

国立遺伝学研究所

国立教育会館(東京)

国立遺伝学研究所

The Washington
HiltonHotel,
Washington,D.C.

日光プリンスホテル

食 品薬品安全センタ

広 島 大_ 学

東 京大学医科学研究
節

日本家禽学会1976年度秋季大会

日本遺伝学会第 48回大会

日本家禽学会1976年度秋季大会

日本家禽学会1976年度春季大会

習

:ahtei.Snea7onsdymT,aSilguuihi.三m監 冷
physics.

第 13回特別講演会 諦

East-AsianWorkshopon
MutagenicityTestingof
Chemieals

TheFiftlllnternationa.I
ConferenceontheUnity
oftheSeienees

U.S.lJapanCooperativeAIed.
S°i.Program,5thJointEn-
vironmentalConference

研究所セミナー

日本動物学会第 47回大会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会 のqD
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昭

幸

郎

哉
昭

子

徹
子

昭

丸 山 毅夫

丸 山毅夫

丸 山毅夫

丸 山毅夫

丸 山毅夫

ショウジョウバェの培養膝細胞における fuSed致
死遺伝子の発現

Mutagenicity testingofchemicalsinmam一
maliancellsinculture.

チャイニーズ･-ムスター細胞における 5-ヨード
ウリジン抵抗性クp-ソ株の分離とその性状

培養動物細胞に対する金属塩の作用

最新の動物組織培養技術

培養動物細胞の細胞接着及び増殖に対する金属の作
用

亜硫酸塩の培養細胞への影響

チ ャイニーズ ･ -ムスターDon細胞の 6-チオグア
ニン抵抗性変異

集団遺伝学の理論的方法

集団構造について

突然変異遺伝子の年令について

集団構造と遺伝子頻度分布

集団遺伝学の数学的理論

10.28

ll.8

ll.12

ll.19

12.6

1.19.

4.7

10.29

10.25

10.26

10.29

10.30

ll.1

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

薬 学 会 館

仙 台 市 民 会 館

東 京 全 共 連 ビル

海 洋 博 会 館

愛知県産業貿易館

日本生命中之島研修
所

pッチスタ-大学
(米 国)

pッチスタ-大学

テ キ サ ス 大 学
(ヒ ュー ス ト ン)

テ キ サ ス 大 学
(ヒ ュー ス ト ソ)

テ キ サ ス 大 学
(オ - ス チ ソ)

日本遺伝学会第 48回大会

East-ABianWorkshopon
班utagenicityTestingof
Chemicals.

日本組織培養学会第 42回研究
会

日本細胞生物学会第 29回大会

イソジェクト･システム講座

第 12回口腔組織培養研究会

日本薬学会第 96年会

日本遺伝学会第 48回大会

生物学進化学セミナー

集団生物学セミナ-

医学生物学大学院セミナー

集団遺伝学セミナー

動物学セミナ-

ーコ
(=〉

国

幹

淋

苗

場

望

冷

望

冷

茶

鵠
2
7

坤



丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

丸 山毅 夫

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英
飯 沼和 三
中込弥 男

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

松永 英

喬 島警三を

喬 島警三〉

森 島啓 子

森脇和 郎

集団遺伝学における確率過程について

集団遺伝学からみた蛋白多型現象

集団遺伝学の数学的問題について

先天奇形の遺伝的基礎

Indirectinguinalhernia: A multifactorial
thresholdtrait.
難病研究の遺伝学的アブp-チ

染色体の正常変異と父子鑑定

Monitoringcancerfamilies.

先天異常のモニタ])ソグー序言

網膜芽細胞腫を追って- 発がんと突然変異

Possiblegeneticeだectofinducedmutationsin
humanpopulations

網膜芽細胞腫の再発危険率について

野生稲および栽培稲における銅抵抗性の変異とその
遺伝

ヒエにおける銅抵抗性の変異

イネの変異と適応に関する諸問題

野生寄歯類の実験動物としての有用生
一 免疫遺伝学の立場から-

日本産野生-ツカネズミにおけるH-2抗原の分布

ll.12

12.2

12.3

1.24

2.10

2.14

6.3

8.3

9.17

9.26

ll.9

ll.20

4.1

9.6

10.6

2.5

10.29

メンフィス州立大学

ミ ソ ネ タ 大 学

ミ ソ ネ タ 大 学

志摩 観 光 ホ テル

日本都市センタ-

日本都市センタ-

北海 道 自治会 館

日光プリンスホテル

名 古屋港 湾会 館

北海道 医師会 館

国立遺伝学研究所

京 都 会 館

東 京 大 学

北 海 道 大 学

富 山 大 学

農協 ホール (東京)

日本生命中之島研修
所

数学セミナー

生物学セミナー

集団生物学セミナー

第9回志摩循環器カソファラン
ス

医学振興財団主催国際シソポジ
ウム

文部省科研費特定研究 ｢難病｣
主催シンポジウム特別講演

第 60次日本法医学会総会

日米医学協力研究会

第 16回日本先天異常学会シン
ポジウム

第 56回北海道医学大会絵会特
別講演

East-AsianWorkshopon
MutagenicityTestingof
Chemieals

日本人類遺伝学会第 21回大会

日本育種学会第 49回講演会

日本育種学会第 50回講演会

日本植物学会第 41回大会

実験動物特定研究第1回シソポ
ジウム

日本遺伝学会第 48回大会
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志
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郎

保

和
正

恭

正
久
和
正

脇
塚
沢
藤

徳
木
脇
川

森
育
峰
近

湯
青
森
北

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

宕 義 昭纂‡

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

奈 至 昭 卦

欝 望昭歪‡

Recentproblemsofmammaliangenetics

日本産野生-ツカネズミのH-2抗原特異性

マウスミニローム由来細胞の形質変換

昆虫に於ける突 然変異原の検出法,各種変異原検出
の手法とその諸 問題

カイコにおける化学物質の代謝活性化突然変異検出
法の試み

カイコにおける中性子の突然変異誘発効果

カイコにおける放射線類似化合物誘発染色体組換え
事象の比較

カイコにおける新しい環境変異原検出法の紹介

カイコにおける化学物質誘発突然変異研究か らみた
卵色の特定座位法 の性質について

Methodsfordetectingmutationsinsilkworm

カイコにおけるトリエチレンメラミン誘発染色体組
み換えについて

カイコにおいて高頻度で自然発生したモザイク (突
然変異個体の分析
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12.10

10.5

1.14

4.5

8.23

10.9

10.16

10.30

ll.16

4.5

10.30

国立遺伝学研究所

大 阪 商 工 会 議 所

経団連会館 (東京)

教 育 会 館

京都工芸級維大学

京大原子炉実験所

広島大学総合科学部

東京大学医科学研究
所

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

京都工芸織維大学

日本生命中之島研修
所

East-AsianWorkshopon
AhtagenicityTestingof
Chemicals

第6回日本免疫学会総会

第 35回日本癌学会総会

日本メディカルセンタ-研修会

日本蚕糸学会第46回学術講演
会

京大原子炉熱中性子の有用突然
変異誘発効果に関する短期研究
会

日本放射線影響学会第 19回大
会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

日本遺伝学会第 48回大会

East-AsianWorkshopon
Mutagene畠ityTestingof
Chemicals

日本蚕糸学会第 46回学術講演
会

日本遺伝学会第 48回大会
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光
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原
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杉
瀬
安
広

大
西
杉
池

カイコ精子におけるマイ トマイシンC誘発劣性継代
致死突然変異

カイコにおける微生物の突然変異検出法を用 いた薬
剤代謝活性測定の試み

9番部分テ トラソミ-の同定

4pト1)ソミ-の1例

DNA複製パターンに基づ く多型染色体の研究

枯草菌における復帰突然変異検出系

TranscriptionofDouble-StrandedRNAbyE.
coliRNAPolymeraSe

RNA 1)ガーゼの反応について- オリゴヌクレオ
チ ドアデニレ- ト中間体の同定-

大腸菌 RNAポリメラーゼ β′サブユニットの高温
感受性変異体の分離

RNA I)ガーゼによるオT)ゴヌクレオチ ドの結合

ll.20

ll.20

10.16

7.30

9.2

京 都工芸織維大学

東京大学医科学研究
所

京 都 会 館

京 都 会 館

京 都 会 館

東京大学医科学研究
所

CongressCentrum
Hamburg

北 海 道 大 学

日本生命中之島研修
所

武 田 薬 品 研 修 所
(吹 田 市)

日本蚕糸学会第 46回学術講演
会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

第 21回日本人類遺伝学会総会

第 21回日本人類遺伝学会総会

第 21回日本人類遺伝学会総会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

lothlnternationalCongress
ofBiochemistry

第 49回日本生化学会大会

日本遺伝学会第 48回大会

第5回分子生物学シソポジウム

鷲
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響
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西村 昭子
鈴木秀 穂
広 田幸敬

松 橋通生
高垣洋太郎
丸 山一 郎
玉城成 夫
西村行 進
鈴木秀穂
広 田幸敬
小川恕人

小川恕 人

霊 鳥豪享†

豊 島喜 享)

鬼丸喜美治

鬼丸喜美治

大 西 正 道

盃晶 )..甘 )

.歳 品 !'ニ‡

大 島長 造

鞭毛蛋白合成と細胞分裂過程との共髄

大腸菌のリボタソバク欠失変異体 Ⅱ 遺伝分析と生
理的解析

E.colimutantsdefective in two enzyme
fractions with I)D-earboxypeptidase-trans-
peptidase activities involved in cellwall
peptidoglycanbiosynthesis.

遺伝と教育

遺伝と環境

銅汚染による水田雑草集団の変化

スズメ,テヅポウにおける銅抵抗性の変異

卵内にとりこませたSH-thymidineの個体発育に伴
う放射活性の変化

カイコ桶期における卵殻形成と3H-thymidine取り
込み量との関係

ショウジョウバェにおける幼虫の摂食行動

化学変異原によって誘発された突然変異体の後代検
定結果について

アルキ-ル化剤誘発卵色モザイク成田の遺伝的に特
異な 2,3の例

ショウジョウバェの羽化 ･行動のサ-カデアン･I)
ズム

1.21

8.24

4.1

9.6

4.5

ll.17

10.28

4.5

ll.17

10.4

日本生命中之島研修
所

日本生命中之島研修
所

京都 国際会 議 場

吉 原 元 書 中学 校

長 泉 公 民 館

東 京 大 学

北 海 道 大 学

京都工芸線維大学

岐阜県勤労福祉セン
メ- (岐阜市)

大 阪 大 学

京都工芸級維大学

岐阜県勤労福祉セソ
クー (岐阜市)

広 島 大 学

日本遺伝学会第 48回大会

日本遺伝学会第 48回大会

ⅤⅠⅠⅠInt.Symp.Carbohyd.
Chem.

元吉中学 PTA総会

長泉婦人会総会

日本育種学会第 49回講演会

日本育種学会第 50回講演会

日本蚕糸学会第 46回学術講演
会

日本蚕糸学会東海支部第 24回
研究発表会

日本遺伝学会第 48回大会

日本蚕糸学会第 46回学術講演
会

晶裏裏裏芸会東海支部第 24回

第 47回日本動物学会大会シン
ポジウム
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歪 島 莞 義)

大 島 長 造

太 田朋子

輔 t≡;:'lt･

定 家 義 人

定 家 義 人

定 家 義 人

言 .I_‥-

lJf-Iu,1･LL畏 :lI･l.汁

告農法 琶)

下井信夫
土川 清
八 木康 興

芽 望浩芸)

蒙 票豊 藁)

ショウジョウバェの発育 ･羽化 ･寿命に対する騒音
環境の影響

昆虫の体内時計

Extensiontotheneutralmutation random
drifthypothesis.

Enhancedultravioletmutagenesis,repairde-
ficiency,mutatoractivityandthermalprophage
inductivity indnal8132strainsofBacillus
subliliS

枯草菌胞子発芽機構の遺伝解析

枯草菌胞子発芽機構の遺伝解析

Procedureoftherec-assayforrapiddetection
ofchemicalmutagens

高温でプロファージ保持のできない枯草菌変異株の
分離

Melilotus属種間 Fl致死および弱勢を交配する補
足遺伝子の分析

Melilotus属における受粉様式の変異

Host-mediatedrec-assayによる化学変異原の生体
における活性消長の検索

ヒト胎芽に見出されたholoprosencephalyの疫学的
研究

ヒト胎芽に見出された単前脳症の遺伝疫学的研究

10.28

ll.13

10.2

9.1

9.25

10.30

ll.12

10.8

4.2

9.7

10.16

9.17

ll.19

大 阪 大 学

国 立 科 学 博 物 館

国立遺伝学研究所

Palazzo deiCon一
gresSi,Rom乱

八王子セミナー-ウ
ス

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

広 島 大 学

東 京 大 学

北 海 道 大 学

東京大学医科学研究
所

名 古 臣 港 湾 会 館

京 都 会 館

日本遺伝学会第 48回大会

公開講演会

TheSecondTaniguchilnter-
nationalSymposiumon
BiophysicS.

ⅤⅠHnter.Con首.Photobiology

第2回 Sporeシンポジウム

日本遺伝学会第 48回大会

East-AsianWorkshopon
MutagenicityT estingof
Chem 呈eals

日本放射線影響学会第 19回大
会

第 49回日本育種学会

第 50回日本育種学会

日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

第 16回日本先天異常学会総会

日本人類遺伝学会第 21回大会
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行
成
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幸

秀

木
村
谷
田

木
村
田
谷
田

木

鈴
西
池
広

鈴
西
安
池
広

鈴

鈴 木 秀 穂

田島弥太郎

田島弥太郎
鬼丸喜美治
大 沼昭夫

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

大腸菌の外膜に存在するリポタンパクの遺伝生化学
的研究

大腸菌のリポタンパク欠失変異体 Ⅰ. リポタンパク
の喪失と外膜の安定性

べん毛形成の調節

細菌のべん毛タンパク生合成の制禦機構

生命の糸

カイコの特定座位法による突然変異個体中に高頻度
で発見されたW染色体を含む転座

Overviewofcurrentlaboratorytest,inrelation
tohumancarcinofenesis-Nextsubjectsinthe
study of mutagenicity and carcinogenicity
testing

Tritium の突然変異効果 ⅠⅤ.β線の低線量率域に
おける効果について

カイコを用いた Tritium の遺伝的効果に関する研
究方法について

Special casestudy-Anexperienceonafood
preservative

遺伝と環境

抗寄生虫薬の DNA損傷性について

10.30

ll.13

ll.20

1.31

4.5

8.4

10.9

10.30

ll.17

ll.19

5.8

北 海 道 大 学

日本生命中之島研修
所

国 立 科 学 博 物 館

静 岡 薬 科 大 学

清 水 市 民 会 館

京都工芸級維大学

日光プリソスホテル

広島大学総合科学部
(広 島 市)

日本生命中之島研修
節

国立遺伝学研究所

国立特殊総合研究所
(横 須 賀 市)

弘 前 市 民 会 館

第 49回日本生化学大会

日本遺伝学会第 48回大会

公開講演会

第 27回日本生化学会中部支部
例会

関東甲信越静地区教頭研修静岡
大会

日本蚕糸学会第 46回学術講演
会

US-JapanPanelonEnviron-
mental Mutagenesis and
CarcinogeneSiS

日本放射線影響学会第 19回大
会

日本遺伝学会第 48回大会

EastlAsianWorkshopon
MutagenecityTestingof
Chemicals

国立特殊総合研究所開所5周年
記念講演

第 45回日本寄生虫学会大会
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嘉 JB和 警手

土川 清

土川 清

土川 清

土川 清

土川 活

八 木康
土川
下 井 信

‥甘 晶

吉 田俊 秀

青 田俊 秀

吉 田 俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

マウスの仙椎異常系統

マウスにおけるミュータソト系の育種- 先天異常
研究用として- 1.ミュータゲソについて

化学物質の突然変異原性試験について

ネズミ鞭虫発生卵の紫外線致死と卵色について

クppキンと亜硝酸との反応生成物の突然変異誘起
性

Mutagenicitytestsinthemouse

優性致死について- 繁殖試験の問題点の1つとし
て-

フタル酸エステルの催奇形性と突然変異原性

ショウジョウバェの雑種の性におよはす SR因子お
よび da遺伝子の影響

｢組織培養の手技とその間層点｣特に細胞遺伝学の
立場から

インド産ネズミ類5種の核型とその飼育成績

Karyotype alterationsand aglng OftumorstemlineCells
HiStryOftheratinscribedinthechromosomes
(movie)

Chromosomeevolutionandspaciesdifferenti-
ationingenusRauuS.

8.26

9.18

10.1

10.2

10.16

ll.18

ll.30

9.17

10.18

5.28

8.26

9.7

9.8

9.13

農 協 ビル (東 京)

名 古 屋 港 湾 会 館

千 葉 市 民 会 館

北 里 大 学 医 学 部

東京大学医科学研究
所

国立遺伝学研究所

京 都 大 学

名 古 屋 港 湾 会 館

大 阪 大 学

福岡市電気ビル会館

東 京 農 協 ビ ル

Boston

Boston

JacksonLab.
Maine,USA

日本実験動物研究会第 11回研
究発表会

第 16回日本先天異常学会小集
会

日本薬学会第3回環境汚染物質
とその トキシコロジーシンポジ
ウム

第36回日本寄生虫学会東日本
大会
日本環境変異原研究会第5回研
究発表会

East-AsianWorkshopon
MutagenicityTestingof
Chemieals

第 65回先天異常セミナ-

第 16回日本先天異常学会総会

日本遺伝学会第 48回大会

日本組織培養学会第 41回研究.∠ゝ=て

日本実験動物研究会第 11回研
究発表会

Ⅰ-stlntermCon首.CellBiol.

Ⅰ-stIntern.Con首.CellIiiol.

GeneticsSeminar
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吉 田俊 秀

青 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 ･

青 田俊秀
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三
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判
別
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劃

別
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Chrom鴫OmeSandevolutionofRuuusspecies

Chromosomepolymorphism andspeciesdiirer-
entiationintheblackrat

ChromosomeStudiesintheblackrat

クマネズミにおける染色体の分布とその由来

クマネズミにおける第 1,第 9および第13染色体の
多型の頻度
Ahmmaliancytogenetic8anditsapplicationto
thebiomedicalscience

TMVIRNAの 5/端ブロック構造の酵素的除去
- その再構成能と感染性-

mRNAの 5/端修飾構造の分布と機能

二本鎖 RNA ウイルス mRNA の modiacation
prOeeSS

核内低分子量 RNAの 5′末端修飾構造

二本鎖 RNA ウイルスメッセンジャ-RNAの 5/
末端修飾構造形成について

有核生物 mRNAの 5'末端修飾構造のタンノミク合
成における機能

CPウイルスmRNA5′末端構造の化学合成と生合
成

9.20

9.17

9.22

10.ll

10.28

ll.17

9.3

9.2

1.29

9.2

10.30

12.15

NIH,Bethesda
USA
TempleUniv.Sdl.
ofAIed.
CityofHope
MedicalCenter
鳥 取 大 学 医 学 部

日本生命中之島研修
所

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

北 海 道 大 学

関 東 逓 信 病 院

北 海 道 大 学

名 古屋 市 公会 堂

武 田薬 工 研 修 所

京 都 大 学

SeminarofCellBiology

SpecialSeminar

BiologySeminar

染色体学会第 ㌘ 回年会

日本遺伝学会第 48回大会

East-ASianWorkshopon
AhtagemicityTestingof
Chemicals

日本生化学会第 49回大会

日本生化学会第 49回大会シン
ポジウム
第9回日本ウイルス学会シンポ
ジウム ｢ウイルス感染と酵素｣

日本生化学会第 49回大会

日本ウイルス学会第 24回総会

第5回分子生物学シンポジウム

第4回核酸化学シンポジウム
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研 究 活 動

D. その他の研究活動

海外における活動

79

氏 名[ 内 容

杉山 勉

加藤 族夫

木村 資生

岡 彦-

田島弥太郎

丸山 毅夫

杉浦 昌弘

定家 義人

吉田 俊秀

広田 幸敬

賀田 恒夫

田島弥太郎

木村 資生

淡水ヒドラの遺伝学的研究

ヒト白血病における染色体異常及び姉
妹染色体交換の研究

コレジドフランスにおいて分子進化と
集団遺伝学に関する講義及び調査研究

野性稲及び栽培浮稲の生育初期の状況
を観察調査

組換DNA分子に関する国際学術連合
特別委員会出席並びに遺伝学研究及び
調査

ィスコソシソ大学において集団遺伝学
研究及び調査並びに講義

第 10回国際生化学会出席及び遺伝情
報転写制御機構に関する共同研究並び
に調査

第7回国際光生物学会出席並びに遺伝
学の研究及び調査

第1回国際細胞生物学会議出席並びに
細胞遺伝学に関する研究及び調査

細菌の細胞分裂に関する遺伝学的研究
及び調査並びに国際窒素固定シンポジ
ウム出席

遺伝毒性コースの研究集会出席並びに
遺伝学の研究及び調査

第 19回国際生物科学連合会出席並び
に遺伝学研究上の諸問題について連絡
協議等

第5回科学統一国際会議出席並びに集
団遺伝学の研究及び調査
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西
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51.3.27～
52.3.26

51.5.12-
51.5.28

51.6.19～
51.6.28

51.6.26-
51.7.4

51.6.30-
52.1.2

51.7.14.-
51.10.13

51.8.27-
51.9.10

51.9.3.-
51.9.24

51.9.6-
51.ll.12

51.9.17-
51.10.3

51.9.24-
51.10.6

51.ll.22-
51.12.2
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ほかの機関(=おける講義

氏 名 担 当 大 学

丸山 毅夫: 神戸大学農学部非常勤講師

三浦謹一郎: 名古畳大学工学部 〝

三浦護一郎: 神戸大学医学部 〝

丸山 毅夫: 九州大学理学部 J,

青田 俊秀: 信州大学理学部 〝

松永 英: 京都大学医学部 〝

圃 彦-: 京都大学農学部 〝

村上 昭雄: 東京農工大学農学部 〝

三浦謹一郎: 静岡薬科大学 〝

押野 啓子: 琉球大学農学部 〝

鹿田 幸敬‥ 霧 森学応用微生物 n

松永 英: 弘前大学教養部 〝

三浦謹一郎: 沼津工業高等専門学校〝

木村 資生: 広島大学理学部 〝

黒田 行昭: 東京教育大学理学部 〝

鹿田 幸敬: 東京都立大学理学部 〝

賀田 恒夫: 浜松医科大学医学部 〝

(51.1.5-51.2.15)

(51.1.16-51.1.31)

(51.2.16-51.2.29)

(51.4.1-52.3.31)

(51.4.1-52.3.31)

(51.4.1-52.8.31)

(51.4.1-51.10.15)

(51.4.1-51.10.15)

(51.4.20-51.9.30)

(51.4.15-51.10.14)

(51.5.1-52.3.31)

(51.7.17-51.7.19)

(51.10.1-51.12.31)

(51.10.1-52.3.31)

(51.10.1-52.3.31)

(51.ll.10-52.3.31)

(51.12.1-51.12.31)

担 当 科 目

集 団 遺 伝 学

応化合化特別講義

分 子 遺 伝 学

生物学特別講義

遺 伝 進 化 学

発 生 と 遺 伝

農 林 生 物 学
特 別 講 義

家蚕発生学特論

分 子 生 物 学

農 業 遺 伝 学

大腸菌の成長,分
裂の遺伝学に関す
る研究及び指導

人 口 論

工業 化学 特 論

集団遺伝学からみ
た分子進化

植物学特別講義

生物 化学 特 論

放 射線遺 伝 学
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A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の-寮として,4月 17日 (土)に研究所を公開した.

各研究部の展示及び映画を行い,9時 30分から 16時 30分までの問に約 5,000名の

見学者が来所した.

ち.公開講演会の開催

日 時 昭和 51年 11月 13日 (土)13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

法 涙

(1) べん毛形成の調節

微生物遺伝部室長 鈴 木 秀 穂

概 要

べん毛たん白の生合成を制禦する仕組みを解析する.

(2) 昆虫の体内時計

生理遺伝部長 大 島 長 造

概 要

昆虫の体内時計はどこにあって,どんな働きをするかについて述べる.

学術映画上映 ｢ひなにとって親とはなにか｣

C.環境変異原に関する国際研修会
期 日 昭和 51年 11月 8日～20日

場 所 国立遺伝学研究所

主 催 国立遺伝学研究所

日本環境変異原研究会

内 容 環境化学物質とくに環境変異原検出法に関する理論及び実技

対 象 東南アジア諸国における研究者及び技術者 13名
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ⅤⅠⅠ.研究材料の収集と保存

A.イネ (Ory宅α)の保存系統

種 名

栽特種

0.8ativaL.

0.glaberrimaSTEtlD.

載積型近称野生種

0.perenniSMoENCE.

0.breviligulalaA.Cm V.etRoEElR.

野生種 (o瓜cinali&群)

0.06lcinaliSW ALL.
0.ninulaPRESⅠ.

0.仇alanpuzhaenSiSERISE.etCEAND･
0.punctalaKoTSCEY

O.eichingeriPETER

O.latifoliaDESV.

0.auaSwALLEN

O.grandiglunisPROD.

その他の野生種

0.auStralienSiSDoh(IN

O.brachyanthaA.CE丑V.etRoEER.

0.ridleyiHook.

0.longigluniSJANSEN

O.neyerianaBAII.L.
0.abroneitianaPROD.

0.tiSSerantiA.CzlEV.

0.perrieriA.CA耶 S
O.coarctataRoxB.

0.8ubulalaNEES

B.コムギ (TrifictLm)

種 名

T.aegilopoideSBAI..
T.仇OnOCOeOu仇L.

カリ

ア

カ

界

フ

ジ

リ

米

世

ア

ア

〃

〃

フ

ォ

南

か
〃

全

西

南

ア

中

北オース トラリア

アフリカ

アジア

ニューギニア

アジア

〟

西アフリカ

マダガスカル

南アジア

南米

弼

畑

412

油

86

27

1

10

16

26

3

7

3

3

2

6

3

6

3

2

1

2

1

属野生種とその近縁野生種の保存系統

倍数性 ゲノム式 系統数

二倍体 AA 3

′ ′ 3
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T.dico¢¢oideSKORN.

T.dioocoumSczI缶BL.

T.durun DBSF.

T.orienlaLeP丑RC.

T.perSioumVAV.

T.turgidun L.

T.pyra仇idalePERC.

T.poloniounL.

T.tinopheeviZEUE.

T.SPeuaL.

T.aeStivu伽 L

T.ConpaclumHosT

T.sphaeroooocu仇 PBRC.

T.仇aChaDEC.etMEN.

Sybthesizedhexaploidwheat

AegilopS属

Ae.u肌bellulataZfIUK.

Ae.ovalaL.

Ae.triarislalaWILLD.

Ae.oolunnarisZEtJK.

Ae.biuneialisVIS.

Ae.variabiliSEIG.

Ae.triuncialiSL.

Ae.eaudataL.

Ae.oylindricaHosT.

Ae.oomosaSIBTE.etSh(.

Ae.uniariSlaぬ VIS.

Ae.nutieaBoISS.

Ae.speltoideeTAtlSCE

Ae.longws甘maScEw.etMtlSCE.

Ae.bioornis(Forsk.)JAtJB.etSp.

Ae.SquarrOSaL
AC.erassaBoISS.

Ae.ventrioosaTAUSCE.

その他の野生種

HordeumjubalumL.

H.puSSillu仇 NUTT.

四倍体

体

体

体

体

体

体

倍

倍

〝

〝

〝

〝

〝

倍

倍

倍

″

倍

″

″

″

二

四

二

四

二

二

体

か

倍

夕

四

AABB

′

C

認

諾

諾

c

e

M

M

M

s

芸

D

DM

DM

一▲e

▼

n

n

也

n

也

n

El

n

ち

3
4

4

1

3

2
1

1

2

3

8
4

1

1

7

3

6

7

2

1

7
6

1

3

3

3

1

3

3

2
7

2

6

83
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H.肌urinun

a.guSSOneanu肌PARL.

a.SPOntaneun KocE

SeealeeerealeL

Haynaldia villoSaScxuR.

四倍体

二倍体

2

1

3

8

2

C.花 井 , そ の 他
1.サクラ品種 (PrunuSSpP.)

大島桜,大捷灯,普賢象,一葉,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯廟,江

戸桜,を月,白妙,帯金(右近),御衣兼,楊弁妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

菊桜(兼六園),地山,嵐山,御所桜,汐登,描線寿,車監,福桜,珠数掛桜,負桜,

太白,見返解く御車返,鎌倉桜,桐谷),雨宿,法輪寺,小汐山,苔清水,手機,胡蝶,

千里香,関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,菊桜(火打谷),菊桜(本管寺),菊桜

(来迎寺),類嵐.手弱女,毛大島桜,芝山,帆立,便殿,水晶,妹背,撫子桜,高を

稚子桜,西方専桜,塩釜桜,貴船辛味,衣通姫,倭大島,八重大島(差木地),太田桜,

松前早生,みのかけ.八重虎の尾,八重琴平,車止,二尊院,泰山府君,宝珠杖,千

福桜,汐風桜,大村桜,吉野枝垂れ.

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,左近の桜,

木の花桜.若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,寒桜,松月院の大&',静匂,駿府&',

遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜,紅鶴桜,仙台屋,奈良八重桜,熱海桜,清澄枝

垂れ,千原桜,気多白菊桜,予野の八重桜,日吉八重.

染井吉野,船原書野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生青野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬桜,早生大島,紅染井,吉祥寺,Akebono,瑞雲桜.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,′ト彼岸.熊谷,十月桜,正

祐寺,越の彼岸,八重彼岸,冬桜く三波川),彼捧台桜,修善寺桜,粂井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),八房,零ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六園熊谷,輿

州里桜,金剛山.

常根桜(首土壌,豆桜),緑専桜,八重箱根桜,満願桜,ボンボ1)咲,飴玉桜,朝彦

桜,二子,Sioaoi,大箱根桜,水玉桜,斎藤桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父桜,高砂.

寒排&'(排奉桜),千島桜,夜桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜,ヒマラヤ桜,東海

桜,椿寒桜.

2. アサガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),CPr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲).

08(石畳咲),wr(締咲),S(桔梗咲),ot(渦咲),m(立田咲),ao(南天咲),pf(八重

咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

葉型辻伝子型; co(丸菓),Gb(草葉),dl(笹葉),n(丘田葉),ac(南天葉),fe(獅子
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葉),ct(渦葉), B,a(林風葉,(優性,劣性)), py(乱菊菜), Sr(鼻薬), dg(婿輪

業),cp(縮細葉),肌W(柳葉), colt(-デラセア葉),p(孔雀菓), bv(はだぬぎ),

γβ(洲浜兵).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),SP(吹掛絞), Mr(覆輪), Bz(吹雪), Ry(事故),

su-Mr(覆輪抑圧),lw(花僑色抑圧),fit(牽),dt(雀斑),Ln(立締), Bt(粂斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(寛人), ca･cb(自種子), br(褐色種子),

oai(象牙種子),yれ(松島),cu(夫婦咲き), we(枝垂れ), Cy(クリーム･イエT7

-),Su-Cy(クリーム･イエロー抑圧), cm(打込み),lp(′ト人), re+dg (大輪

(蝉葉)),re+dg+Gb(大輪(恵比須葉)).

3. ツ バ キ

ツ バ キ (Ca仇ellia3'aponicavar.hortensi8) 83品種

ユキツバキ (a.rusticana) 5品種

4. ウ メ (PrunusMume) 19品種

S. カ エ デ (Acerspp.) 30品種

D.淡水ヒドラ (Hud7･a)

A) チクビヒドラ (Hydramagnipapillata)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (PelmatohydrarobuSta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

E. シ ョウジ ョウ){エ (Drosophila)(622系統 ･11集団)

1. キイ口ショウジョウJtェ (D.melanogaeler) 469系統,7集団

A) 野生型系統- 203

(1) 地方種:3

(2) iso-female:200

B) 突然変異型系統- 91

(1) Ⅹ 染 色 体: 27

(2) 第2染色体: 37

(3) 第3染色体: ll

(4) 第4染色体: 3

(5) 混合染色体: 13

C) 第2染色体ホモ系統- 175

D) 集 団- 7

2. クE]ショウジョウJtェ (D.virilis) 1系統,2集団
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A) 野生型系統- 1

B) 集 団- 2

3. 7ナナスショウジョウJtェ (D.ananassae) 138系統

A) 野生型系統一一11

B) 央魚変異型- 97

(1) Ⅹ 染 色 体:

(2) 第2染色体:

(3) 第3染色体:

(4) 第4染色体:

(5) 混合染色体:

16

41

23

3

14

4.オナジショウジョウバエ (D.si肌ulans)8系統,2集団

A) 野生型系統- 8

B) 集 団- 2

5. 他 種 6種

D･lutea,D･auraria,D.rufa,D.inmigranS,D.hydei.D.oshimai.

F. コナマダラメイガ (Ephestiakiiniellakii九n)

NCR(wild)

b/a

肌l/ml

α/α

G.カ イ コ (BomhyxmoriL)

央然変異系統

第 1連関群 (od;oi′;ode;08e;Ge;SCh;Vg)

集 2連関群 b;+p;pM;pS;pSa;pSa-2Y;Y;oal)
第 3連関群 (Ze;len;Lent;lempeoo;a-le釈;a-leml;a-lem2;rm)

第 4 連関群 (L;Spo;Llenoc)

弟 5連関群 (pe;pet;re;ok;peokre;oc;pereoe;bw)

第 6連関群 (a;BOA;ED;EDl;Eu;EEC;EM.;EU;EN';Euc;

Eu一;EKpED;EKpEH;EnoE;EMcEg;ENMllEN;

b2),(他に EEp変異型5系統,EHl変異型4系統)

第 7連園群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+a.; +be;8t)

第 9連関群 ((a)

第 10連関群 (wl;W2;W8;WOE;jl;ba;Dew;Ol;wo野;wa;wb;Voa;wok)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)
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第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (oh)

第 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl乏;U;oa)

第 15連関解 くSe)

第 16連関群 (cts)

第 17連関群 (Bn)

第 18連関群 (Sly)

第 19連関群 (elp)

第 20連関群 (nb)

第 22連関群 (rb)

そ の 他 (bl;m-gr;Nd;PWa;so;sp;SOL);(青白;大正白;褐色斑点蚕;大

造;金色;アスコリ;青熱;漸江;漢川;鮮紅;p22;C108;C108旧;

遺伝的モザイク2系統;食性異常蚕3系統;KH19;pM/;クワコとカ

イコの雑種 2系統)

染色体異常系統
へ-_一一~~~一一... 一･･-T

W 原 (W･+P.pSay),(W･+P･pSaY)
/ー･･ヽ( (

ZW II (+od･W･十P･pSay/oa)
( ー _ヽ-~ー-I

ZIOl (十Od･W･+p･pSa/Z+/zed)(雌致死,2系統)
′-■~■■■ヽ､(

HIO8 (W･+py･pSay)
･･'~~~､

WP108 (W･+pyoa)
/{ ＼

改 7 (W･+pu欠)(3系統)
こ十i■■iヨ

M 3 (W･pM)(4系統)
′-~･ヽ､ ′へ･.. ( /~■■＼

限 性 虎 蚕 (W･Ze),(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere),(W･Ze,ch,pere),,一一■･.■■･･､ 一-､
(W･Ze,Ao),(W･Ze,ch,pere,W2)
亡il■正

T20 (W･+102)(4系統)
′′~~､･

0-t (W･V(+Pe欠))(2系統)

(W･V+Pe)
■一■■ー ノ~､ヽ

Oh-t (W･+pe),(W･+pe+re)
′ー･-
(W･V+oe/V+Pe)
Eu

BL-1 (W･+Pe/pell(l2),Pell/pel2)
r~~~~~一ヽ

BL-2 (W･+Pe/+Pell(+Pel2),+Dell/+Pel2
Eu IU

M-t (W･+Pe),(W･V+Pe/V+oc)
,~~ヽ

Dup (+py･pSaY/py)(2系統)
岳 コ!

Q121 (+Py･pSay/pYoα/pyoa)(2系統)
′ーヽ

C32 (pSa･+pY oα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)
■ー--■

GH l (U･EKp)
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,-.一L

GH 3 (U･EP)
GH 4 (U･EH)

IEJ
GH 6 (U･EucEq/++)

GH 7 (U ･Euc/Eg/十十)

GH 8 (U･EKpED/++)
亡:i■i

GH 9 (U･EEp/ED/++)
IE;iiii;≡

GHIO (U･Emea/++)
ノー･･ヽ

GHll (U･Ene/ED/++)′~-ヽ
GH12 (m2･ENeNo/++)
Trisomic 2 (pS/pM/+p)
Trisomic 6 (EqEEp/+/+)
Trisomic14 (Nl2/oa/+P)

Trisomicl12 (pSay/pY/py)
そ の 他 (黒色マグラ蚕)く2系統)

(bew 淡',bw3;T-3;T -12;N ij;MVINSTA;MTVP;x-rayE)
以 上 合 計 191系統

班.ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている近交系マウス (Mu8肌uSCulue)

A/EeJ(172+1)*,A/∫(171+1)**,AKR(105),AKR/J(132+2)*,ACA/Sn(10+1)*,

An/SsJ(36+1)*,AISW/Sn(?+1)*,BALB/cAnN(166+1)*,C3H/HeJ(150+2)*,
C3H･HB/Sn(18+1)辛,C3H･SW/Sn(?+1)*,C3rl･H-2o/SfSn(?+2)辛,C57BL/6J

(125+1)辛,C57BIJ/10Sn(110+2)*,CBA/CaHN(49+1)*,CBA/CaHNT-6(46+1)*,

DIO3/Ms(85),DBA/2J(122+2)*,DM/Ms(12+77),ETG/GoSfSn(31+1)辛,LPI

RIII/Sn(71+1)*,PL/J(104+2)*,RIII/2J(?+1),RF/Ms(?+53),SJL/J(?+1)*,

sM/J(84+1)辛,ST/bJ(?+ll),SWM/M旦(?+69),SWR/J(124+1)*,129/J(70+1)*,

D2･GD(?+1)*.

2. 系統維持をしているCongenieマウス

H-2a:BIOA/SgSn(?+2)*,II-2b:BIO/Sn(110+2)辛,H-2d:BIOD2/nSn(?+1)**,

H-2f:BIOM/Sn(45+1)*,H-2h-2sg:BIOA(2R)/SgSn(?+1)*,H-2h-3rg:BIOA(4R)

(?+2)*,I-21-sg:BIOA(3R)(?+1)*,I-21-2sg:BIOA(5R)/SgSn(?+1)*,H-2k:

BIOBR/SgSn(?+2)*,I-2m･･BIOAKM/Sn/Sn*,Ⅱ-2pa:BIOY/Sn(?+1)**,H-2t?:

BIOS(9R)(?+1)辛,I-2tl:BIOHTT(?+1)*,Ⅱ-2u:B10PL/Sn(15+1)辛,H-2V:

BIORIII(71NS)/Sn(?+1)辛,BIOBR-Yd81/SnJ(13 )*.

*1976年受入 **1977年受入

( )内の数字はそれぞれ受入前,受入後の兄妹交配代数
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ⅠⅠ 連 関 群 (第 9染色体) short･ear(se),dilute(a),dilutelethal(dl7n).

H

V

▼▲
l

連 関 群 (第14染色体) piebald(8),hairless(hr).

群関逮 Steel(Sl).

V 連 関 群 (第 2染色体) non･agouti(a),black-and-tan(at),Lethal

yellow(Ay). White-belliedagouti(Aw)

第 VI連 関 群 (第15染色体) Caracul(Ca).

第 VII連 関 群 (第 11染色体) Rex(Re),tipsy(ti).

第 ⅤⅠⅠⅠ連 関 群 (第 4染色体) brown(a).

第 ⅠⅩ 連 関 群 (第17染色体) Brachyury(T),Fused(Fu).

第 ⅩⅠⅠ連 関 群 (第19染色体) jerker(Jβ).

第 ⅩIV連 関 群 (第13染色体) furless(fS).

第ⅩVII連 関 群 (第 5染色体) Viabledominantspotting(Wv),luxate(la;).

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly(Po).

4. 系統維持をしている純系ラット(RattuS nOrVegiou8)

ACI/N(InbreedinglO7代),Albany(52代),Buffalo69代),Fischer(112代),

Long･Evans(54代),NIG-ⅠⅠⅠ(38代),Wistar(75代),Wistar-King-Ar202代),

Wistar-King/Showa(?+20代).

5. その他飼育繁殖中のネズミ類

8.ハムスター頬

チャイニーズ ･ハムスター (CricetulusgriSeuS)

ジァンガリアン･′､ムスク- (PhodopueSungOruS)

シロアシネズミ (Pero竹もySCuSleucopus)

b.スナネズミ頬

スナネズミ (MerioneSungui¢ulatuS)

イ ンドスナネズミ (Tateraindica)

C. ハツカネズミ類 (MuS)

日本野生′､ツカネズミ (Mus仇uSeulusmoloSSinuS)

MuBPlatythri∬

A.クマネズミ頬 (Rauu8rauuS)

2n-42

ニホンクマネズミ (R.rattuStaneZumi)

マ レーシァクマネズミ (a.rattuSdiardii)

ホンコンクマネズミ (R.rauuSβavipectus)

タイクマネズミ (R.ratlusthai)*

2n-40

セイロンクマネズミ (R.rauuskandianus)

2n=38
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インドクマネズミ (R.rattu8rufeseens)

ヨウシュクマネズミ (a.rauusralluS)

e.その他の RattzLS属

ナンヨウネズミ (RattuSeXulans)

RaltuSanクもαndalei

Rattu8argentiventer*

Rauusberdmorei*

Rauuslosea*

Rauusneilli*

Rauusra3'ah*

Rattussurifer*

f. その他のネズミ類 (Rodentia)

Millardia 竹もeltada

Vandeleuriaoleraoea

Bandicotaindica*

6. 維持しているネズミの腫癌系統

Ehrlichascitestumors(ELD)及び (ELT),マウスプラズマ細胞贋疲 (MSPC,1)

MouseHepatoma(MH134)

MouseTeratoma(402A,OTT6050)*

I. 細菌とそのファージ

1. 細 菌

Sal約0nellatyphinurium (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毒性突然変異株:

非運動性突然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600株 アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性,ビタミン要求性など

10株 アルギニン感受性,ウラシル感受性

50株

300珠

20株

170株

120株

べん毛抗原に関する突然変異株: 30株

Salmonellaaborわは･equi

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株: 30株

SL23

*今年度新たに入手.
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ファージ抵抗性突然変異株: 30株

無べん毛性突然変異株: 350株

非運動性突然変異株: 10株

べん毛抗原に関する突然変異株: 130株

Sal仇Onellaabony

野生株:

Hfr株:

F一株:

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

株

株

抹

株

株

0

0

0

0

0

1

1

2

2

2

SlⅣ803

91

その他の Sd m onella属の細菌

GroupA: S.paralyphiA

GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapest,S.banana,

S.eSSen,S.kingStOn,S.derby,S.california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.montevideo

GroupD: S.Sendai,S.moscow,S.roStOOk,S.pensaoola,S.enteritidiさ,

S.dublin,S.berta,S.wangata,S.blegdam,S.mia仇i,S.ndolo,

S.olaibornei,S.panama,S.canaStel

GroupE4: S.8enfunberg

GroupG2: S.wichita

Salnonellaの種間雑種 200株

ESCheriohiacoli(大腸菌) 約 10,000株

野生株:

栄養要求性突然変異株:

無べん毛性突然変異株

非運動性突然変異株

薬剤抵抗性突然変異株,

Hfr株,F一株など

温度感受性突然変異株:

K,ち,S,C,Rowなど

アミノ酸要求性,プリン要求性,ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

4,000株

70株

10株

フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

多数

約 5,000株

DNA 複製欠失変異株

RNA 合成欠失変異株

ムレイン生合成欠失変異株

細胞分裂欠失変異株

未同定欠失変異株
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ESCheriehiaooliと Salmonellaの属間雑種 300株

Serratia(霊菌)属の細菌 70株

Ser.indica,Ser.poly仇uthicun,Ser.仇areeeCena

野生株の托かに,栄養素宰求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗

性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株などを含む

BaoilluBBubliliS(枯革昔)

野生株のほかにアミノ敢要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然変異原

検定株など約 2,000株

その他の細菌

2. Jtクチリオフ7-ジ

Sal仇Onellaのファ ー ジ

ESCheriohiaのファージ

Serratiaのファージ

Bacillusのファ ー ジ

若干

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C8,h21,m8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7.PI

Lambda,如174など
Sigmaなど

P王‡Sl,SPIO,SPOl,SP02など



庶 務 93

VllI.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遭伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年4月に日本学術振興会内に設けられた

第4特別委員会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本辻伝学会は, 財団法人遺伝学研究所を設立し, 側面的に国立機関設置の 促進に努め

た.これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに

待望 10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第1(形質辻伝),第2(細胞遺伝),第3(生理遺伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,773平方メー トルを買収するとともに, 同社の建物 4,452平方メ

ー トルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度に払

従前の木造の本館を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和42年度

において全館が完成 した. また研究部門の構成 も, 昭和 27年度に形質遺伝部, 細胞遺

伝部,生理遺伝部と改組され,さらに昭和 28年度に生化学法伝部, 29年度に応用辻伝

部,30年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集

団遺伝部及び 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には潰伝

実験生物保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職員)

文部省設置法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)(抄)

第 2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条から第 27条までに規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,国

立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育給合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観沸所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院
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(評誇員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評蔑見会を置 く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助音する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により,文部大臣が任命する.

4 評議員会は,20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学務経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推希,任期その他評蔑見会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立遺伝学研究所)

第 23粂 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の緯合研究及びその応用の基礎的研究

をつかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 11部を置く.

一 庶 務 部

二 形質遭伝部

三 細胞遺伝部

四 生理連伝部

五 生化学渡伝部

六 応用遺伝部

七 変異遭伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

二 分子遺伝部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置く.

- 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をっかさどる.
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一 職員の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.
三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遭伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においでは,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学法伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学遺伝部に第1研究童,第2研究室及び第3研究垂を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遣伝学的研究を行う.

2 応用辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に
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関する研究を行う.

(変異連伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行う.

2 変異辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前額

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

上る突然変異に関する研究を行う.

(人類辻伝部)

兼 71粂 人類辻伝部においては,人類遭伝に関する研究を行う.

2 人類辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各墓においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(微生物辻伝部)

弟72粂 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各童においては,前項の研究につ

いて,それぞれ連伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を行う.

(集団遺伝部)

第 73粂 集団遺伝部においては,生物集団の遭伝に関する研究を行う.

2 集団漣伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においでは,前項の研究につい

て,それぞれ進化辻伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(分子辻伝部)

井 73条の2 分子辻伝部においては,生物の辻伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関する研究を

行う.

(遺伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 遺伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学的研究に必要な実験生物の

重要系統の維持保存及びその遣伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(遭伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 渡伝実験生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,遣伝実験生物保存研究施設の事務を掌理する.

第 73条の5 辻伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,それぞれ連伝学研究に必要な実験生物のうちそれ

ぞれ実験動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系統の維持保存及びその遺伝的特

性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74条 形質遭伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学辻伝部,応用連伝部,変異遺伝

部,人類辻伝部,微生物遺伝部,集団遺伝部,分子辻伝部及び遺伝実験生物保存研究施
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設においでは,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又は施設の所

掌事務に関し,次の事務をっかさどる.

一国の秩閑の求めに応じ,人E3,康生,兵菓等に関する政府の施策について,科学的
基礎資料を捷供すること.

二 回及び地方公共田体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び稽称す
ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,帝習会等の開催その他研究の促進に関すること.
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枚 撫 国 (昭和 51年 12月 31日現在)

一庶 務 部-一庶 務 可 :≡ … …

一会 計 叫 二≡ ≡ 芸

-# 質辻 伝 部lI≡;芸≡≡

一細胞 辻 伝 可 二≡;芸≡≡

-生 理 辻 伝 部-
一第1研究室

一第2研究室

辞鍵点食

- 部-E……≡≡…

一人類 遺 伝 部-

一棟生物辻伝部一

一集 団漣 長 都-

一分 子 辻 伝 部-

一第1研究童

一第2研究室

一策1研究嘉

一第2研究室

一弟1研究童

一第2研究真

一第1研究室

一第2研究室

一連伝実験生物保存研究施設

一動物保存研究室

一植物保存研究室

一微生物保存研究室
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散 員 定 数 (昭和 51年 12月 31日現在)

所 長

農学博士 田島弥太郎

評班長 (会長,副会長のほかは五十音順)

官 職 名

兵 庫 医 科 大 学

東 京 大 学 名 誉 教教

科学警察研究所

国立予防衛生研究所部

木原生物学研究所

東京農業大学教 授授長長長授

国立公害研究所副所長

人 口 問 題 研 究 所

岡 山 大 学 教 長授

帝京大学教授

東京大学教授

放射線医学紘合研究所長

理化学研究所理事

東京農工大学教授

氏 名

男隆栄夫均生学男平徳郎輔郎郎五次秀尚浜典借隆盾三重大静川井関沢原藤々崎橋中倉生脇星

国

書藤井梅木近佐篠高田長御森諸

任命年月日

111111111111l166ハ066666QC>66166

1
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研究敬具
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l

1

6

2

1

1

1

1

4

4

lb
3

4

6

3

27

弘

也

42

32

34

伯

秀

郎

夫

民

実

美

治

俊

和

直

弘

正

勝

久

田

脇

藤

井

木

原

崎

青

森

加

今

雰

榊

岩

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

細胞遺伝部

1

1

l

1

5

4

4

4

32

41

32

謝

造

夫

代

典

長

隆

和

正

島

辺

木

西

大

渡

鈴

河

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

生理遺伝部

2

1

1

0

1

1

1

3

9

9

8

4

6

4

47

31

出

が

胡

曲

勉

人

郎
徹

明

孝

恕

三

正

敏

山

川
和

藤

田

沢

杉

小

名

遠

山

藤

PIl.D.

医学博士

理学博士

農学博士

理学修士

Ph.D.

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

生化学遺伝部

l

1

5

1

1

1

6

0

1

2

8

4

0

7

5

4

1

7

1

g3
33

加

29

39

36

38

3

6

1

6

6

6

AV
1

1

1

1

1

1

9

1

1

1

8

1

4

1

36

37

公

溺

26

が

3

]也
明

忠

通

子

子

彦

啓

彦

審山

沢

原 孝

島

野 (旧姓森島)

田 治

田 臭

己
夫

一夫
勉

嵩

毅

正

典

仁

和

祐

藤

本

村

藤

井

田

川

岡

井

官

河

藤

沖

増

三
芳

杉

田

近

玉
音

芦

文 部 教 官,部 長

文 部教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

応用遺伝部

1

1

l

1

2

0

5

7

4

6

142

溺

41

娼

3

夫

清

夫

人

子

恒

悦

義

雅

田

川

野

家

賀

土

天

定

原

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

変異遺伝部
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34.4.1

36.4.1

演

昌

夫三

和

東

田

川

涙

声

1

tD
l

1

5

1

4

8

4

4

21

6

5

7
1

7

3

4

4

5

4

英

男

三

平

子

弥

和

浩

雅

永

込

沼

田

松

中

飯

塩

境

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

人類遺伝部

1

1

1

l

1

61

8

1

4

4

7

5

1

娼

38

娼

51

幽

伯

敬

穂

進

一
子

子

幸

秀

行

成

歌

昭

田

木

村

田

野

村

広

鈴

西

安

荻

西

士

士

士

土

樽

博

博

博

鮮

鮮

群

鮮

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

教生物遺伝部

24.ll.30

44.4.1

木 村 資 生

原 田(旧姓太田)朋 子

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 技 官

集 団遺伝 部

6

1

1

1

1

11

7

4

1

4

l

l

舶

仰

45

50

好

郎

弘

宏

一
息

▲葱

昌

泰

栄

邦

清

浦

市

田

野遠

≡

杉

古

添

下

理学博士

理学博士

薬学博士

農学博士

薬学博士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

分子遺伝部

0

1

1

1

1

l

1

3

3

9

4

11

10

4

5

9

25

舶

50

加

甜

37

4

朗

彦

雄

治

其

文

雄

美

美

大

武

芳

書

壱

正

登

井

口
野

丸

村

津

藤

野

佐

鬼

木

船

原

士

士

士

博

博

博

学

学

学

農

理

農

長文 部 教 官,重

文 部 教 官,研究員

負究釈文 部 教 官,

官

官

官

官

技

技

技

技

部

部

郡

部

遺伝実験生物保存研究施設
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細胞遺伝部
土 星 公 革

佐 渡 敏 彦

北海道立衛生研究所
研 究 職 員

放射線医学絶合研究所
生理病理研究部 室長

農学博士

農学博士

51.7. 1

永 海 秋
生理達伝部

横 浜 国 立 大 学
教 育 学 部 教 授

生化学遺伝部 野 田 幸 - 都立老人総合研究所研 究 員 理学博士 ∫〟
柿 沼 好 子 嘉翫 諸 宗管 苧 理学博士

応用遺伝部 笠 原 基 知 治 法政 大学教養学部教 授 農学博士 ∫∫

変異遺伝部
安 藤 忠 彦

乾 直 道

理 化 学 研 究 所
主 任 研 究 員

日 本 専 売 公 社
中 央 研 究 所 室 長

農学博士

理学博士

人現遺伝可 篠 田 友 孝 L貢京都草薮 学理学馴 理学博士

微生物遺伝部 関 口 睦 夫 九 州 大 学 理 学 部教 授 理学博士 ∫∫∫
飯 野 徹 雄 東 京 大 学 理 学 部教 授 理学博士Ph.D.

松 橋 通 生 東京大学応用微生物研 究 所 教 授 理学博士

集団遺伝部 安 田 .徳 一 蓬響 畏管 嘉腎 葉 Ph.D. 〟∫
山 崎 常 行 九 州 大 学 理 学 部助 教 授 Pb.D.

分子遺伝部 今 本 文 男 大阪大学微生物病研究所助 教 授 理学博士 ∫∫∫
掘 勝 治 九 州 大 学 理 学 部助 教 授 理学博士
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名 誉 所 員
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氏 名 職 名 称号授与年月日

木 原 均 元 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長 44.6. 1∫46.4.1
F.A.LⅠLIENFELD 前国立遺伝学研究所外 国人研究員

辻 田 光 雄 前国立遺伝学研究所生化学遺伝部長

酒 井 寛 一 前国立遺伝学研究所応用遺伝部長 48.6.1

事務職旦 (庶務部)

職 名

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(栄)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

用 度 係 長

書図

施

庶

庶

庶

人

経

経

用

用

設

演

務

演

辛

理

理

度

度

事 務

主

係

係

係

係

係

係

係

係

主

換

転運

交

務

事

話

動

電

自

守

用

氏 名

大 石 達 徳

大 塚 春 市

木 村 進

五 十 嵐 芳 男

関 根 明 雄

真 野 朝 書

内 田 茂 治

越 川 信 義

岩 城 英 一
山 本 す み 子

長 滞 明 子

梅 沢 三 郎
井 上 政 義

佐 藤 隆 司

山 本 勉

秋 山 啓 剛
風 間 勉

岩 田 英 子

半 田 日

西 川 元 雄

宮 内 千 枝

任用年月日

51.4. 1

50.4. 1

51.4. 1

49.12. 1

28.5.19

26.4.16

36.2. 1

36.8. 1

37.9. 1

39.9. 1

50.3. 1

48.4. 1

38.12. 1

35.9. 1

45.4. 1

44.4.1

51.4.16

48.3. 1

48.4.10

24.9.30

26.4.1
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退職者および転出者

国立遺伝学研究所年報 第 27号

C.土地および建物

(昭和 51年 12月 31日現在)
土 地 総 面 横 106,039m2

内訳 儒 覧 所㌔誌
建物総面積 (建 面 積)

(延べ面積)

95,896m2
10,143m2

9,883m 2
14,523m皇

建物内訳

構 造
面 帝

建 晶 横1延 訝 横

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 車 庫

作 業 喜

好 卵 背 離 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2 ネ ズ ミ飼 育 室

隔 離 温 室

鉄筋コンクリー ト造 り3階建

鉄筋コンクリー ト造 り2階建

木造かわらぷき平畳建一部地
下室

木 造 平 屋 建 一 部 中 2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 星 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぷ き平 屋 建

木 造 平 畳 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 か わ らぷ き平 屋 建

鉄 筋 平 畳 建 一 部 地 下 室

ブロック造 り及び木造平量建

一部鉄骨ブロック造 り及び木
造平屋建

32

82

87

35

3

52

105

畑

119

192

392

m

弧

1

2

刑

165

82

87

71

3

㍊

105

189

119

は

跳

∽

3

2



物

温

㍍

蚕

場

田

絹

別

転

水

自

特

射

ラ

■
∬

ィ

線

ボ

γ

置

墓

室

温 室

操 作 室

温 室

研 修 室 ･膳 菓 庫

渡 り 廊 下

貯 卵 育 雛 舎

7アイロン温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

麦 温 室

図 書 館

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ン プ 小 量

第

内
附

桑

行

2ネズミ飼育室洗淋室

庶 務

嘉篭 嘉ブロック造り及び木)
木 造 平 畳 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コソクリート造 り平屋建

一部鉄骨造 り木造平畳建

笠笠蒜 量 リ-ト造 り2階建)

鉄骨造り屋根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨造ファイロン張り平屋建

墓骨造り波型スレ~ト葺平屋‡

ブ ロ ッ ク 造

ブ ロ ッ ク 造

星

置

平

平

警官言欝 整是 ソクリ-トブ‡

警官7悪筆整蒜ソクリ-トブ)
鉄筋コンク])-ト造り3階建

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨遣 平屋建
∫ ∫

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨造 り平屋建 ガラス張

木 造 平 屋 建

178

41

194

97

75

14

50

33

8

90

糾

28

6

8

胡

胡

5
8

39

5

12

9

1

2

2

2

1

1

1

2
5

5

胴

41

218

97

75

14

15
0

465

8

290

脱

は

6

8

146

146

附

557

5

12

6

9,833 】 14,523

1. 国立遺伝学研究所

(去

計

件 費

件 費

D. 予 算

337,983千円 (337,983千円)

212,727千円 (211,161千円)

550,710千円 (549,144千円)

2.国立機関原子力試験研究費 32,922千円 (32,704千円)

3. 国立機関公害防止試験研究費 15,400千円 (15,087千円)

4.特別研究促進調整費 2,003千円 (2,003千円)
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5.科 学 研 究 費

～

′ヽヽ

月

月

月

月

月

月

月

4

6

10

10

m

11

11

84,460千円

5,400千円
34,800千円
12,700千円
29,300千円
300千円
1,960千円

( ) 内は補正後の予算

E. 日 誌

17日 一 般 公 開

12日 第 38回評議員会

;≡)

8

20

13

BR)

谷口シンポジウム

環境変異原に関する国際研修会

日 公開講演会 (国立科学博物館)

部 長 会 雑

1月 13日 第 419回

1月 28日 第 420回

2月 10日 第 421回

2月24日

3月 9日

3月 30日

4月 13日

4月 27日

5月 4日

5月 18日

6月 8日

第 422回

第 423回

第 424回

第 425回

第 426回

第 427回

第 428回

第 429回

6月 23日 第 430回

7月 6日 第 431回

7月 20日 第 432回

8月 17日 第 433回

9月 7日 第 434回

9月 22日 第 435回

10月 12日 第 436回

10月 26日 第 437回

11月 24日 第 438回

12月 7日 第 48951

12月 21日 第 440回

主 な 来 訪 者 (敬称略)

2月 24日 PierreJacquard,Centred'EtudesPhytosociologiqueSCtEcologi-

que8,Montpellier,France.

2月 25日 UziPlitman,DepartmentofBotany,TheIIebrewUniversity,

Israel.

3月 31日 IvanPanayotor,InStituteforWheatandSunflower,Bulgaria.

4月 9-11日 R.E.Comstock,Dept.ofGeneticsandCellBiology,University
ofMinnesota,U.S.A.
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4月 13日

4月 14日
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S.P.Raychaudhuri,EaryanaAgriculturalUniversity,India.

A.Nygren,DepartmentofGeneticsandPlantBreeding,Agri-

culturalCollegeofSweden,Uppsala,Sweden.

S.M.Samarrai,CollegeofAgricult.ure,UniversityofRizadh,

Ri21adh,SaudiArabia.

7月 9日 鄭塔載,梨花女子大学校,韓国.

7月 30-31日 AlanMackay,Dept.ofCryStallography,BirkbeckCollege,Uni-

versityofLondon,England.

8月 17日 産粉砕,梨花女子大学校,韓国.

8月27日 M.N.Oram,C.S.Ⅰ.R.0.DivisionofPlantlndu8try,Canberra

City,Australia.

8月 27日 RobertJ.Lawn,C.S.Ⅰ.R.0.DivisionofTropicalCropsand

PaStureS,St.Lucia,Queensland,Australia.

9月 6日 T.L.Blundell,I)ept.ofCrystallography,Birkbeck College,

Univer8ityofLondon,England.

9月 7日 JacquesRu氏6,Centred'Ⅱ6motypologie,CNRS,France.

9月 7日 n(.Kownacki,PolishAcademyofSciences,InstituteofGenetics

andAnimalBreeding,Poland.

10月 1-5日 JackLesterKing,Dept.ofBiologicalSciences,Universityof

California,U.S.A.

10月 1-5日 FranciscoAyala,Dept.ofGenetics,UniversityofCalifornia,
U.S.A.

10月 1-5日 LeroyHood,DivisionofBiology,CaliforniaInstituteofTech-

nology,U.S.A.

10月 1-5日 RichardE.Dicker80n,Division ofChemistryandChemical

Engineering,CalifornialnStituteofTechnology,U.S.A.

10月 1-5日 A.D.McLachlan,MRCLaboratoryofMolecularBiology,Uni-

versityPostgraduateMedicalSchool,Cambridge,England.

10月 9月 J.Gani,DivisionofMathematicsandStatistics,Commonwealth

ScientifiC&ResearchOrganization,Australia.

11月 10-11日 H.Vergnes,Centred'H6motypologiedeToulouse,France.

11月 18日 E.Ⅱ.Chu,DepartmentofHuman Genctic8,University of

MichiganM:edicalSchool,AnnArbor,Michigan,U.S.A.
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F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.

抄 統 合

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BIologicAlSympoBi■

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演討論を行う.

第 123回 Mar.8Competitionamongplantsinecologicalgenetics.

byP.Jacquard

第 124回 Apr.10QuantitativegeneticsandthedesignofbreedingprogramB.

byRalphE.ComstcN3k

日本遺伝学会三島散話合

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 231回 1月 16日 結城 惇

大腸菌 1)ボソームのRNAとタンパク質の相互作用

第 232回 2月 9日 皆森寿美夫

ショウジョウバェの非染色体性要素デルタについて

第 233回 3月 4日 原田文夫

がんウイルスRSV及び AlLVreversetranscriptaBeの primer
moleculeについて

第 234回 3月5日 二階堂 浩
細菌外膜の機能 ･構造と再構成

第 235回 3月 17日 清淵 潔
大腸菌のゲノムの進化

第 236回 4月 15日 清水膚義
ヒト遺伝子の mapping

第 237回 5月 28日 庄野邦彦
根癌の発育過程と植物ホルモン

第 238回 7月28日 丸山芳治
窒素固定

第 239回 9月16日 堀内賢介
制限酵素によるファージDNAの切断

第 240回 10月15日 小野文一郎
イーストの UAAサプレッサーについて
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G. 図書および出版

図書委員長 (昭和 51年度) 岡 彦 -

図書 委 員 ( 〝 ) 藤 井 太 朗,遠 藤 徹,河 原 孝 忠

村 上 昭 雄,添 田 栄 一,安 田 成 -

1) 蔵 書 数
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2) 51年度図書増加冊数

購 入 l寄 贈 1 計

3) 雑 誌 (檀)

4) 出 版

書 名 ト ージ数 l発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 26 号

Ann.Rep.Nationallnst.
Genetics.No.26

1,000部
1,000部

国内研究機関,大学,試陰掛 まか

内外研究機関,大学,試験場ほか
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付

財EZI法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行うこ

とになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,青田俊秀

理 事 木原 均,篠遠 盲人,和田文書,田島弥太郎,大島長造

嘉 業 板 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレ′ミラートの配付,辻伝学美観間中器具の

改良,新考案の製作及び配付,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繁殖及び配付.
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